介護 の 現場 で 役立ち ます ! 


信人 ⑮ 5 
議 / 衝 重く 


レク リエ ーション 


加 画 2 点 
sm 導 子 の 福 舞 
椿 の 咲く 島 
at 令 分 の 鬼 飾 り 


ホワ イト ボー ド で で きる 


脳 ト レレ ク 


スト レス ケア 


* け に 役に立ち ます ! 


今日 e 何 o 日 ! 


| 学び た い ! | 
思っ た 今 こ そ 始 あめ ませ ん か 


受講 者 昌 集 中 ! 


さぁ 、 始 め よ う ! ホン キ の ふく レ “も っ と "を 梗 め た い 人 へ ~ ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー の 国家 資格 
つう 主 ッ ぞう 戸 7 十 専門 実 中 教育 訓練 給付 制度 
< ゴ < マ 厚生 労働 大 臣 指定 講座 
喧 ゃ 一 覧 ロ ーー コ 
三 上 一 書 - 1 = | ーーー 
認定 通信 課程 短期 義成 コー ス 
社会 福祉 主事 と は … ソー シャ ル ワ ー ク の プロ フェ ッ シ ョ ナル 社会 福祉 士 を めざす 
社会 福祉 主事 資格 は 、 特 別 養護 老人 ホー ム の 生活 相談 軸 等 、 一 部 の 施 社会 福祉 士 相 設 援助 業務 の 国家 資格 で す 。 複 合 的 な 課題 を 抱え る 
設 職員 の 資格 要件 と し て 準用 され 、 デ イサ ー ビ 1 老人 ホー ム 等 の 方 々 の 支援 に お いて 、 高 い 専門 性 る こと が 期待 され ます 。 本 短 
介護 保険 事業 所 を は じ め , 5 間 社 会 福祉 現場 に お いて も ソー シャ ル 期 養 成 コー ス を 卒業 後 、 国 家 『 得 られ ます 
ワー ク の 基礎 的 な 資格 づけ られ て いま す 
中 央 福祉 学院 で 学ぶ お すす め ボ イン ト 
⑩ 1 年 間 の 通信 教育 で 学べ る ! ie 
年 間 通 信 て き . 
中 和泊 と 日本 まま 人 だ け で す 。 計 や リア アッ プ を 目指 す な ら 1 
の @ 学歴 経験 不問 修了 後 、 相 談 近 助 実務 2 年 間 で 
@ 受講 満足 度 95% 社 福士 短期 義成 コー ス 受 主 可 能 


@ 毎年 約 5.000 名 が 受講 
10~70 代 と 骨 広 い 年 代 の 方 が 受 請 し て いま す 。 


ーーー さら な る 
社会 福祉 士 上 こう か 

| 表 格 上 ラッ ラフ へ 

取得 ・ 登 録 國 ^ ツ 


スク ー リ ング 5 


皿 m 2021j 征 41 ,2022 和 3③』31 


還 EEW 89.000 円 azLaaoー リ ンプ mwaao 
2021 年 1 月 づ 1 日 (日) 消 h 有 有効 


2021 年 4 月 16> 2o2zm 115 


HE 呈 内 基 間 中 、 社 会 福祉 事業 の 施設 "事業 所 等 に 従事 し 、 PT 
に 認 られ る こと 。 
2 ンー 188,400 円 - eso) 
EE 還 申 で の 学習 (郵送 で 答案 を 提出 )+ ス クーリング に より 習得 自宅 で の 学習 (郵送 で 衝 案 を 提出 ) + ス クー リン グ に より 百 得 


中 央 福祉 学院 (ロフ ォ ス 湘南 ) で は 、 徹 底 し た 感染 症 対策 を 講じ 、 ス クー リン グ お よび 宿泊 施設 を 運営 し ます 。 


主催 : 社 会 福祉 法人 全国 社会 福祉 協議 会 
中 央 福祉 学院 (ロフ ォ ス 湘 南 ) 


https://www.gaKuin.gr.jp/ 


中 央 福祉 学院 | 検索 商 計 
〒240-0197 神奈 川 県 三浦 郡 葉山 町 上 山口 1560-44 に f 


TEL:046-858-1355 FAX:046-858-1356 


中 央 視 学 了 


人 を つなぎ 、 蘭 会 を つなぎ 、 み らい へ っ な で 


介護 の 現場 で 役立ち ます ! 


ノリ エ 


202111・2』 
表紙 イラ スト 丹下 京子 
表紙 デザ イン 村 沢 尚美 NAOM DESIGNAGENCY 


4 みん な で 作る 壁面 


Eh 王 j 月 閣 子 の 福 舞 
2 月 椿 の 咲く 島 
季節 を 楽し む 
の 今月 の カレ ンダ ー 
羽子板 プク ロッ カス 
お 正月 飾り 手作り ほぼ ち 袋 Pe イラ 、 モ ヤ モ ヤ を 解消 1 


節分 の 鬼 飾 り ア ハート の ガー ラン ド 


18 護 職 の た め の 
eyw<wsuc 音 楽 レク 王 及 スト レス ケア 
生活 動作 を 改 偽っ さ に 】 本 
感染 予防 に 配慮 し た 6 富 紀 エー 
5 g こん な 時 、 ど うす れ ば いい ? 
と が 介護 現場 
*p ィ tx-reces 有 器 ト レレ ク 基 論 、 会 話 の きっ か け に 役立ち ます ! 
ご ほう の 時 竹 今日 は 何 の 日? 


明 QHE9 で 
季節 の ちぎ り 絵 


お 達者 体操 ぐ ⑨ 美しい ぬり 絵 


D ンダ ー 
ご は ん で 簡単 ぬり 絵 カ レン ダ 
明 箇 本 申 レ ク 
焼き 上 風 ぜん ざい 3 、 一 パズル で 脳 ト レ 
チョ コレ ー ト ライ スプ ディ ング 
110 すぐ に 作れ る コピ ー 用 型紙 集 
42 レク リエ Cafe お た より を ご 紹介 し ます ! IX。 玉 還 
4 レク リエ PICK UP @> アン ケー ト に お 符 え くだ さい ! 
スズ ア ns 回生 翌 


4Z レク リエ SHOPPING 


痴 子 の いろ いろ な 表情 や 、 体 の 紋様 の スタ ンプ が 楽し い 壁 面 で す 。 


制作 前 田 ビ バリ ー 写真 伏見 早織 (世界 文化 ホー ルディ ング ス ) 


rp CO 


@ h.110 の 図 を 参照 @ ス タン プ を 作る 。 直径 4 cn の 円 に 切っ 切る 、 貼 る 、 ス タン プ する な どの 作業 を 通じ 、 


し 、 画用紙 ( 白 ) か た 左 ポ ー ル に 、 輸 ゴム 4 本 を それ モ れ | 
ら 帯 を 切り 出す 。 。 画 に し て 放射 状 に 巻く (A)。T 字 型 に に ae 0 
折り 曲げ た 段ボール の 帯 を A の 可 に 貼 


83 お 時 HB 精細 ニニ ーー ここ 】 い に 。 


@ コ ビー 型紙 を 利用 了 * 
し 、 厚紙 か ら 各 バー は さ み / の り ノ セロ ハ 画用紙 ( 緑 、 紫 、 紺 、 赤 、 
ツ の 型 を 切り 出す 。 4am 2 s ン テ ー ブ / 両 面 テー プ 白 、 黄 、 黒 、 薄 茶 、 ほ か 
4 ノ ス チ ロー ルト レー や 背景 用 各色 ) 絵の具 
aa N 牛乳 パック (絵の具 用 )  ( 白 ) 油性 ペン (県 ) 


段ボール プ 輪 ゴム 厚紙 


に に に に た) Ci 


4 


目玉 や 典 の 穴 、 歯 は 折る 
0 少し 薫 曲 させ て 
2 に 両面 テー ブ で 型 を 利用 し 、 画 用 紙 (各色 ) と め る フ 画用紙 ( 白 ) の 帯 を 1 の 裏 型 を 利用 し 、 画 用 紙 ( 緑 、 紫 、 
顔 を 貼る 。 いろ い に 顔 や 目 夏 の 形 を 写し て 切 に の り で し っ か り 貼 る 。 紺 ) か ら 獅 子 の 体 の 形 を 写し 
ろ な 位置 に 貼る と り 出 す 。 まず 口 、 目 、 耳 を 。 帯 の 端 と 端 を 重ね て セロ て 切り 出す 。 絵 の 具 ( 白 ) を 
動き の ある 壁面 に 顔 に 貼り 、 そ の あと で 額 の / ハン テー プ で と め 、 軽く 少 曇 の 水 で 濃い め に 溶き 、 
紋様 を スタ ンプ する 。 


な る 。 毛 、 ま ゆ 、 鼻 を 貼る 。 人 溢 曲 させ る 。 
8 5 = 


人 画用紙 ( 黄 ) か ら 下 図 
の 寸法 で 花心 用 の 帯 を 切 
り 出す 。 


ーー 7mm 一 -- 
15 
ト 」 


@ コ ピー 型紙 を 利用 し 、 
画用紙 (各色 ) か ら 花 の 
台紙 を 切り 出す 。 


@ 紙 を 丸め る 、 ひね る 、 貼る な どの 作業 を 通 
じ 、 手指 の 巧 級 性 の 維持 ・ 向 上 を 図る 。 

@ 早春 に 咲く 花 を 作る こと で 、 季 節 を 感じ 、 
生活 意欲 の 向上 を 目指 す 。 


@ 材 桂 BS 
お 花 抵 ( 赤 、 ビ ンク 、 白 な ど ) / : 型紙 > 


画用紙 ( 赤 、 ビン ク 、 白 、 黄 、 緑 : D111 : 
ほか 背景 用 各色 ) okr25 
@ 用 具 % 


は さ み / の り プ セロ ハン テー ブ 


立体 感 の ある 椿 が 満開 の 、 花 の トン ネル 。 
色 あ ざ や か な 椿 を た くさ ん 咲か せま し よう 。 


制作 / 販 本 あや こ 写真 / 人 見 早織 (世界 文化 ホー ルディ ング ス ) ん 


切り 込み を 開く 
3 の 周囲 に の り を の SSC SN ] お CK を 巻い て 輸 に し 、 花 を 作る 。 半 還 剛 


つけ 、 1 を 貼る 。 心 用 の 画用紙 | 
( 黄 ) の 帯 に 05om 
幅 の 切り 込み を 3 


入れ . 端 か ら 巻い 9 半 を 挫 っ て 、 椿 
eo て の り で と め る 。 ーー Sa ひ の 


し | 作 
w 花 の 台紙 の 真ん中 に 2 ( 中 り 
を の り で 貼る 。 6 - 方 


還 ③ 輪 に し て 、 セ _ 
ョ 尋 ロ ハ ン テー ブ で ① お 花 抵 を 横向 き で 手前 か ら 
| とめる 。 ふん わり と 巻き 、 棒 状 に する 。 


邦 節 を 」 楽 し み ム 
今月 の カレ ンダ ー 


花 や 風物 を モチ ー フ に し て 、 季節 を 感じ られ る カレ ンダ ー を 作り まし ょ う ! 


台紙 用 の 画用紙 ( 八 
つ 切 り ) 画用紙 
(薄茶 、 白 、 緑 、 黄 緑 ) 
お り が み ( 黒 、 ほ 
か 好み の 色 ) 千代 
紙 / 水 性 ペン (ビン 
ク 、 茶 ) 段ボール 
片 


@ カ レン ダー 部 分 は 、 
p.92、93 を 140 % に 拡 
大 コピ ー し て 台紙 の 
下 半 分 に 貼る 


ea 


り コピ ビー 型紙 を 利用 し て 、 画 用 紙 か ら 羽 子 
板 、 梅 、 松 、 竹 を 、 千 代 紙 か ら 羽 子 板 の 
柄 の 飾り を 切り 出す 。 また 、 2 qm 角 の 千 
代 紙 片 も 数 枚 切り 出す 。 


《 梅 と 松 に は 水性 ペン で 花心 な どの 模様 を 
描く 。 


) 羽子板 に ⑳⑨ を 貼る 。 羽 子 板 の 裏 に 段 ポ 
ー ル 片 を 上 中 下 3 か 所 に 貼り 、 立 体感 を 
出す 。 台紙 に カレ ンダ ー を 先 に 貼り 、 そ 
の あと で 羽子板 を 斜め に 貼る 。 


) コビー 型紙 を 利用 し て 、 お り が みや 千代 
紙 か ら 羽 根 の パー ツ を 切り 出し 、 貼 り 合 
わせ て 添え る 。 


1 | 


羽子板 


国 LNLOEOETIEE 
EEEE エ エコ 


) 径 テー ブ を 16cm の 長 さ に 4 本 切り 、 両端 
@ 材料 を 丸 細 に カッ ト す る 。 中 心 に 折り 目 を つ 
本 9 本 の 本 ID け て 目安 に し 、 放 射 状 に 貼る 。 


つ 切 り ) 紙テープ 給 写真 の よう に 夫 を 許 め 半分 に 折り 、 ラ ッ 
( 黄 、 上 系) おりがみ 修 状 に な る よう に 巻い て 、 セ ロ ハ ン テー 
( 緑 ) プ キラ キラ お り プ で と め る 。 花 を 3 つ 作 っ て 台紙 に 貼る 。 
が み プ トレ ー シ ン グ 


ペー パー 

葉 を 作る 。 4 等 分 に 切っ た お り が み を じ 
@ カ レン ダー 部 分 は 、 ゃ ば ら に 折っ た ら 、 コ ピー 型紙 を 利用 し 
p.94、95 を 140 % に 拡 て 葉 の 形 に 切り 出す 。 根元 を 少し 折り 曲 
大 コピ ー し て 台紙 の げ て の り し ろ に し て 、 台 紙 に 貼る 。 
下 半 分 に 貼る 


⑬ コピ ビー 型紙 を 利用 し て 、 キ ラキ ラ お り が 
み と ト レー シン グ ベ ー パ ー を 丸く 切り 、 
周囲 を 飾っ つて 光彩 を 表現 する 。 


折り 目 を 
@ ら の O@6 


た お り が み 


山 折り と 谷 折り 
を 交互 に 折る 


小 : 


で く 折り 
げ る 


曲げ : 


白 9 稔 旨 集 ぼたん の 


DUELLELULCELKKLKKKK よ まさ) 


お 正月 飾り 


牛乳 バッ ク を 利用 し て 作る お 正月 の ミニ 飾り 。 
お めで た い 鈴 や 葉 ほ たん を 組み 合わ せ て 、 
に ぎ や か な 飾り を 作り まし ょ う 。 


制作 本 永 京子 折り 回 大 森 挫 美子 写真 伏見 早織 (世界 文化 ホー ルディ ング ス ) 


TTYTTTTTT 


お 花 紙 や 紙 粘土 を 丸め る 作業 で 
指先 の 機能 を 維持 し 、 
脳 を 活性 化 さ せま す 。 


ょ 
ょ 
H 


人 @ 材料 
牛乳 バッ クン お 花 紙  . 
(各色 ) 和紙 お り が ゞ 型 
み (各色 ) お り が : 

み ( 帯 用 赤 、 金 ) プ * 
水引 ( 金 ) プ 紙 粘土 


人 @ 紙 を 丸め る 、 ち ぎる 、 折 り 鶴 を 折る な 


どの 作業 を 通じ て 、 指 先 の 巧 級 性 の 
維持 ・ 向 上 を 図る 。 


公 、 ピング ⑯ お 正月 に 手作り の 作品 を 飾る こと で 、 
@ 用 具 晴れ や か な 気持 ち で 一 年 を スタ ー ト 


させ る 。 


は さ み / の り プ セロ ハン テー ブ 


@ お り が み (]5am 人 @ 帯 用 の お り が み を 幅 1om で 8 本 切る 。 欠 和 和紙 お り が み を 4 等 分 に 


四方 ) で 骸 を 折る 。 間 間 間 間 = る 。 そ の うち 2 枚 を 使う 。 @ 千 乳 バッ ク 
ーー ES 
に 切る 。 
@ コ ピー 型 宅 を 利 
、 ノ 用 し 、 和紙 お り が 
みか ら コ マ の 部 品 
コマ 用 各 2 枚 を 切り 出す 。 


1 


6 3 174 に 切っ た お 
紙 (3 色 ) か ら 葉 ぼ 
へ s < | . た ん の 森 を 1 枚 ず 
つ 作 る 。 
ーー 較 の よう に = 角 
に 3 回 折っ て か ら 
曲線 に 切る 。 


葉 ほ た ん が で きた 
と ころ 。 


ー 下 


3 枚 貼 っ た と ころ 。 
半 円 の 真ん中 を 中 心 に 、 ゆ る め に ロー ト 状 に 丸め お 花 紙 ( 半 円 に 折っ た まま ) の 真ん中 に の り を つけ 、 
る 。 根元 を ね じ っ て と め る 。 同 じ も の を 2 個 作る 。 2 枚 目 を 重ね て 貼る 。 3 枚 目 も 同様 に 貼る 。 


5 
水引 を は さん で コ ぬ % テ 


マ の 和紙 お り が み 
を 貼り 合わ せる 。 


6 


お 花 紙 を 細く 
裂 いて 、 箱 に 
詰め る クッ ショ 
ン 材 を 作る 。 に | 


ee 


紙 粘土 ( 白 、 ピ ンク ) 
を 親指 の 先程 度 の 大 
き さ に ちぎ り 、 丸 め 
て 水引 (10cm) に 通す 。 


8 の 内 側 に 4 と 5 を セロ 帯 用 の お り が み に の り を 牛乳 パッ ク の 周囲 に 4 等 
6 を 詰め て 、 折 り 稚 ハン テー ブ で と め る 。 塗り 、 真 ん 中 あたり に 貼 分 し た 和紙 お り が み を の 
と 葉 ほ ぼたん を バラ ン る 。 端 を 少し 重ね て 2 枚 り で 貼る 。 端 を 少し 重ね 


ス よ く 入 れる 。 を ぐる り と 貼る 。 て 2 枚 を ぐる り と 貼る 。 
11 


DO スミ メメ エエ ドス メト エト トド ミエ ミミ ミエ 】 


手作り ほぼ ち 袋 


お り が み の 大 き さ の 千代 紙 や 和紙 で 
お 気に入り の ほぼ ち 袋 を 折っ て み ま し ょ よう 。 
生 作 本 京子 折り 団 / 大 折 美子 写真 上 時 (世界 文化 ホー ルディ ング ス ) 


: 折る 作業 や ひも を 結ぶ 作業 が 、: 
: 手指 の 機能 訓練 に な り ま す 。 


ETTTTTTTYTTYYTTTYTTTYTTYYYYTTLu 


@@ 正月 用 品 を 作る こと で 今 を 意識 し 、 生活 に 
意欲 を も た ら す 。 


@ 材料 嘆 ね らい 
和紙 お り が みや 千代 紙 、 ね らい 」 
金 紙 プ ひも や 細い リボ ポン 、 !  @ 指先 を し っ か り 使っ て 折る と と で 、 手 指 の 
水引 な ど ! 本 李 性 の 維持 ・ 向 上 を 図る 。 
@ 用 具 ! @ 角 を 合わ せよ うと する こと で 、 目 と 手 の 協 
は さ み / の り H 調 性 の 維持 ・ 向 上 を 図る 。 

ま 

i 

H 
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山 折 り のみ 一 、 山 折り 矢印 


お 札 を 入れ る と き は 、 
一 度 ③ ま で 開き まし ょ ⑧ 奥 の 1 枚 を あい 
う 。 4 つ に た た ん だ お だ へ 折り 入れ る 。 


札 が 入り ます 。 
① 対 角 線 に 1 本 折 
りす じ を つけ て か 
で き あ が り ペー っ に ラ ら 、 半 分 に 折る 。 
- ~ @ 手 前 の 紙 を 1om 
くら い の 幅 で 折る 。 


日 ゴゴ トブ 側 へ 折る 。 折り 返し た 先 は 、 片 @ 手 前 の 1 枚 を 上 
方 の 中 に 差し 込 お か 、 シ ー ル な へ 折る 。 
ど で と め て も か わい い 。 


一 度 ③ ま で 開い て 、 
4 つ に た た ん だ お 札 


生か ③ 横 の 折り すじ に 合わ 4 で 統 と 横 に 半分 に 折っ 
せ て 、 右 下 と 左上 を 三 @⑧ 折 りす じ に 合わ せ て て 、 折 りす じ を 2 本 つ 
角 に 折る 。 左 を 半分 に 折り 、 折 り ける 。 
目 で 切り 落と す 。 


⑤④ で 折っ た と ④ 裏 地 の 出 て いる 
ころ に 差し 込む と ころ 2 か 所 を 、 
よう に し て 、 上 半分 の 幅 に 折る 。 
下 と も 三角 に 折 


Ma 


15am 程 度 に 切っ た ひも な ど を 2 つ ひも や 細め の リボ ン 、 水 引 な ど 金 紙 や 千代 紙 を 1 om 角 程 度 に 切り 、 
に 折っ て 、 ひ と 結び する 。 形 を 整え を ひと 結び し 、 の し 飾り と し て ちり ば め て 貼る 。 
た ら 、 下 を 長め に 残し て 切る 。 貼っ て も よい 。 
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| omun 証 胃 onoc き hiN 衣 還 ems 


4 新聞 夕 @ 作 る 


思 節分 の 鬼 向 り 


新聞 紙 と 画用紙 を くし ゃ くし ゃ に も ん で 組み 合わ せ た 鬼 。 
顔 の バ パーツ の 配置 に よっ て 、 い ろ い ろ な 表情 の 鬼 が で きま す 。 


制作 太田 美幸 折り 図 / 大 麻裕 美子 写真 だ 伏見 早織 (世界 文化 ホー ルディ ング ス ) 


PCCCCCCCLLTT 


: 新聞 紙 と 画用紙 を 丸め た り 、 
まとめ た りす る 作業 で 


指先 の 機能 維持 が 図れ ます 。 


借 紙 を 丸め る 、 ま と め る 、 つま む な ど の 作業 を 通じ て 、 
指先 の 巧 級 性 の 維持 ・ 向 上 を 図る 。 

人 @ 眉 や 目 、 ひげ な どの 配置 を 考え る こと で 、 脳 の 活性 
化 を 促し 個性 を 発揮 する 。 


@ 材料 を 
新聞 紙 画 用 紙 ( 赤 、 ば 型紙 * 
緑 、 黒 、 黄 、 白 な ど ) ノミ _p112 : 
色紙 毛糸 ( 芝 用 茶 *。、/ 
系 ・ 約 1mx3 本 2 

@ 用 具 


は さ み / の り / 両 面 テ ー ブ / 筆 ペン 


人 @ 札 用 の 画用紙 ( 赤 、 
輔 SS 
出す 。 


画用紙 ( 緑 1 枚 ) を 両手 で くし ゃ くし ゃ に し 
て か ら 広 げ る 。 


/ 


5 


両面 テー ブ の は く 
離 紙 を は が し て 色 
紙 に 貼っ て か ら 、 
両手 で 形 を 整え た 
り 、 指 先 で つま ん 
だ り し て 顔 の 表情 
を 作る 。 


目 の パ ー ツ を 写真 
の よう に 重ね て 、 
の り で 貼る 。 
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右 ペ ー ジ の 写真 
を 参考 に 、 髪 、 
眉 、 目 、 ひげ 、 
口 、 牙 、 あ ご ひ 
げ を 貼る 。 札 用 
の 画用紙 2 枚 を 
重ね て の り づ け 
し 、 筆 ペ ン で 「 叔 
は 外 」 と 書い て 
貼る 。 


' い 


@ コ ピー 型紙 を 利用 し 、 ツ ノ な ど 顔 の パー ツ 
> 244 


新聞 紙 ( 1 枚 ) を 両手 で くし ゃ くし ゃ に 
し て だ 円 形 に まとめ 、 裏 返す 。 


裏面 全体 に 両面 テー プ を 2 の 上 に 1 を 置き 、 包 お む 
貼る 。 よう に まとめ る 。 
【 ッ ツノ 】 


の り し ろ 


所 ツノ と 侯 用 の 画用紙 を 図 


の よう に 組み 立て て の り 
で 貼り 、 ツ ノ と 鼻 を 作る 。 


を @ 


らっし に 5 の 色紙 面 に ツノ を 、 顔 の 
285 に se。 真ん中 に 鼻 を の り で 貼る 。 


の nbHtS 叫 。 靖 昌 


| csh 3 sam・m 還 


柄 お り が み の 帯 を 貼っ て 、 ス トラ イブ の 模様 を いろ いろ 作り まし よう 。 
パレ ンタ イン の 時 期 に びっ た り の 飾り で すね 。 


制作 ご さ さき と も え 写真 < 伏見 早織 (世界 文化 ホー ルディ ング ス ) 


: 色 や 柚 の 組み 合わ せ を 楽し も 作業 : 
: が 、 思 考 力 や 想像 力 を 刺激 し ます 。 : 


@ コ ピー 型紙 を 利用 し 、 旬 画 用 紙 (各色) を ⑯ 切る 、 貼る 、 折る な どの 作業 を 通じ て 、 手指 の 巧 絹 性 の 維 

厚紙 に ハー ト の 型 を 写し 15cmx 15cm に 切る 。 持 ・ 向 上 を 図る 。 

て 切り 出す 。 @ 色 や 柄 の 組み 合わ せ を 考え る こと で 、 脳 の 活性 化 を 促す 。 
15m @ 行事 に ちな ん だ 制作 で 、 今 を 意識 する 。 


。。 介 材 料 Sm 

お り が みや 柄 お り が 型紙 
み (各種 各色 ) / 画 * p.113 
用 紙 (各色 ) プ ひ も *。 
や リポ ン ン 厚紙 0 
@ 用 具 

は さ み / の り ノ セロ ハン テー ブ 


フリ ー ハ ンド で 切る の が 
難し い 人 に は 、 切 る 目安 
に な る 線 を 鉛筆 で 引い 
て 渡し まし ょ う 。 


模 
様 
を 
作 
る 


台紙 用 に 好み の 色 の お 


り が み を 1 枚 選び 、 遂 軌 つ た と ころ 。 


いろ いろ な 柄 で 


当 な 間隔 を あけ て 1 の た る と 楽し い 好み の 柄 お り が みか ら 1 am 程度 の 幅 
帯 を 貼る 。 少 し 綱 め に 。 の 帯 を 切り 出す 。 フ リー ハン ド で 切 
な っ て も か まわ な い 。 り 、 い ろ い ろ な 幅 の 紙 が あっ て よい 。 


ハ 
I 
ト 
ハー ト 形 を 2 に 貼る 。 ス トラ イブ は 横向 き 好み の 色 の 画用紙 を 選び 、 半 分 に 形 
だ け で な く 、 左 の 写真 の よう に 縦 や 斜め に 折る 。 型 を 利用 し 、 ハ ー ト の 形 を 。 に 
し て も 楽し い 。 写し て 切り 出す 。 切 
り 
ヽ 
EE 
ン 上 
る 
格子 に し て も 
楽し い 、 和 
ひも や リボ ン に セロ ハン ] 
お り が みや 色 画 用 紙 か ら テー ブ で と め て 吊る す 。 
切り 出し た 、 小さ い ハー 縦 に 並べ て 吊る し 委 り に 6 
ト を あい だ に は さむ し て も 。 5 人 ハート の 輪郭 に 治っ て 4 を 切る 。 
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P 


よ 


監修 ・ ブ ラン 山崎 筆 子 


歌い な が ら 体 探す る こと は 、 腕 や 足 だ け で な く 、 語 知 機能 や ロ 腔 の 
機能 向上 に も 効果 的 で す 。 同じ 動き が で き な く て も 大 丈夫 ! 
無理 な く 、 楽 し みな が ら 行 いま し よう 。 
析 較 @ 体 探 を 行う 時 は 音楽 は か けず に 、 ア カペラ で 歌い まし ょ う 。 
計 @ 利用 者 の 動き を よく 見 て 、 リ ズム を 調整 し まし ょ う 。 


役 、 主席 研究 員 。 
2 
事 。 


理事 。 し 拓く な る 介護 
現場 の レク リエ ーション 』( 中 
只 法 規 出版 ) な ど 著 書 多数 。 


価 


[な らい 1 @G ら ⑤@ 
肩 関 節 の 全身 の 血行 を 
柔軟 性 を 高め る よく する 


NNN 
フイ イブ 20 


メーー 


腕 を 伸ばし た り 曲げ た りす る グー バー を くり 返し た り 、 足 
こと で 、 可 重 域 が 広がり 動き を た た く こと で 、 血行 が よく 
や すく な り ま す 。 な り ま す 。 
< 言葉 か け 例 > \ < 言葉 か け 例 > \ 
に @ グー バー を し た D、 足 
に を 軽く だ た く と 、 自生 
り が 楽に な り ます が よく な っ て 体 が 温 ま 
8 り ま す 。 
品 
2 人 が あく な り 、 @ 足首 まで 届か な けれ ば 、 
普段 の 生活 に 役立ち 太もも を た た くだ け で 
ます よ 。 も いい で す よ 。 


仰 君 四 : 初 祝 松 終 # 年 三 * 
ぎ が 方 * 日 う 竹 な の 月 
見 み に の 今 た き 銘 ぅ 
る か 輝 ひ 日 て 世 め 間 一 
1 テク < 軍 の 富 の を 日 : 
る 証 ( り ここ 守 
今 門 を め 例 * 福 
尊 比 き 朝 さ 楽 放 上 で 宜 と 
と 2) 軸 ゆめ 庄 四 
け つ そい け に さ ィ 
れ つ ら で れ を 呈 
て @ 入 


両手 を グー に し て 、 その まま 手 を バー に 
する 。 


体 の 横 に 出す 。 
⑤ お 一 わり 
⑦ めで た ー さ 


脇 を し め て 体 の そば で 両手 を パー に し て ⑤ と 同じ 動き を する 。 
両手 を グー に する 。 前 に 出す 。 

⑨ まつ た け 

⑩⑯ た 一 で て ⑯⑬ いおう きょう こそ た の レー けれ 一 


⑩ か ど どー と 
@ に 一 ーー 


脇 を し め て 体 の 横 で 両手 を パー に し て 両手 の ひら で 太もも を ボン ボン と た た く 。 そ の まま 足 
両手 を グー に する 。 上 に 伸ばす 。 首 ま で た た いた ら 、 た た き な が ら 太 も も まで 戻す 。 
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s 計 生活 動作 を 改善 す 


sh いと っ さ に 。 
頭 と 体 ヶ 動く 


レク リエ ーション 


生活 動作 の 改善 に つなが る レク リエ ーション を ど 紹 介し ます 。 Rm 

は 「 と っ さ に 動く 」 た め に 注意 力 や 反射 力 を 鍛え る レク け 4 才 4 し 人 人 人 人 人 あ 

た 。 感染 予防 に 配慮 し な が ら 楽 し く 行い まし よう 。 7 で ON 
医療 法人 中 村 会 介護 老人 保全 施設 あさ ひな ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 

イラ スト ンタ ナカ ユリ ( 資 ) イ ラス トメ ー カ ー ズ 径 材 写真 "中島 里 小 利 (世界 文化 ホー ルディ ング ス ) 医療 法人 中 村 会 介護 老人 保健 

人 の GO な リハ ルビ リ テ ー シ ョ ン 科 


生活 の な か で 頭 と 体 を と つっ さ に 動か す 場面 と は ? 


危険 を 避け た り 、 と っ さ に 手 を 出し た りす る た め に は 、 注 意 力 や 反射 力 が 必要 に な り ま す 。 


閉まり か けた ドア な ど 


の コー ド な ど 、 印 際 
に すばやく 反応 し と っ の ca 6 
物 を 暗 時 に 判断 し 、 避 
さ に 手 を 出せ る と 、 ケ 
9 ける ご と が 、 ケ ガ や 事 
ガ や 事故 を 防ぐ こと が お 
で きま す 。 1 
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な 感 知 い な か 玉 に ガ 気 を > 
る 全線 まま し を っ は を う 品 。 注 中 
ら 予 能 す 意 た キ 回 注 予 いし つ 
取り の た るり と 事 防 て を か pj 上 
も 記 療 と 友 ど チル や る け ^ そ 名 体 
(を 9 を 850 ま 8 明和 
ロ 7 区 に 
り レ に の な 
を 陣 司 呈 に ・ ク ガ が ネ る 和良 うっ カ < く 
入 の も ほ を まお 指 は 当 可 動 差 を を 楽 
い 人 つ 動 る つっ 示 ` 誤 欠 作 な と ア し 
ま と な か 内 て 通 転 に で は どき ん 
し 距 が す 容 低 り が な ` ` の に い 
ま 放 りり と に トト に つり そ 折 隊 サ 4 に 
4 信 ま る う が を くす た 平 衣 と ! ク 
全 す 人 委 て ち 動 る "あめ ヶ ビ に 近 で 


\ 感 染 予防 に 配慮 し た / 


座る 位置 を 工夫 する 


飛 涼 対 策 の た め に 、 距 離 を あけ て 横並び や 斜 
め 向 か い に 座り 、 向 か い 合わ な いよ うに し ま 
す 。 対面 に な る 場合 は 、 テ ー ブ ル を 縦 に 使う 
な ど 、 で きる だ け 距 離 を と る よう に し まし ょ 
う 


道具 で 距離 を と る 


長い タオ ル や 、 和 牛乳 バッ ク を 長く つなげ た も 
の を 利用 する な ど 、 道 具 を 工夫 する こと で 物 
理 的 に 利用 者 同士 の 距離 を と る こと が で きま 
す 。 


道具 を 共用 し な い 


1 人 1 セッ ト ず つ 道 具 を 用 意 す る な ど 、 で き 
る だ け 共 用 し な いよ うに し まし ょ う 。 消毒 で 
き な い 紙 製 の カー ド な ど を 共用 する 際 は 、 直 
接 手 で 触れ な いよ うに トン グ な どの 道具 を 使 
うこ と も 1 つの 方 法 で す 。 


トン グ な ら 洗 っ た り 消 
毒 し た り し て 、 く り 返 
し 使え る 利点 が ある 。 
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回 画 還 画 四 面 四面 下面 四面 画面 四 面 軍 面 正 面 下 画 正 面 四 画 四 面 四 画 四 面 四面 四面 回 面 四面 下面 加 


イ エス ノ ー タ オ ル 折 問 に 対し て 、「 は い ]「 い いえ 」 が 書か 
れ た タオ ル を 取る すばやさ を 競い ます 。 


し ちら い 】 
⑯ タオ ル を 手 で 取る 動作 で 、 上 肢 を 銀 え る 。 


休 質問 を 聞い て 答え を 考え 、 す ば や く タ オル を 取 
る こと と で 、 判 断 力 や 反射 力 を 向上 させ る 。 


2 スラ ルコ ミコ コス 向かい 合っ て 座 


70om 程度 の 手ぬぐい や スポ ー ツ タオ 
ル な どの 細長 い 布 に 、「 は い 」 「 い い 
用 意 す る も の え 」 を 書い た ガム テー ブ を 貼る 。 


COLLLLL 双 LULUUIEKLULUUUUUOLLLLLUUUUKKLLLLUUULLKTX 


質問 を 聞く 


テー ブル の 上 に 「 は い ]「 い いえ ] が 書か 
れ た タオ ル を 置く 。 介 護 者 は 「 は い 」 か 
「 い いえ 」 で 答え られ る 質問 を 読み 上 げ 、 
利用 者 は 聞い て 答え を 考え る 。 


で 質問 の 例 > 

・OO 県 出身 で すか ? 

・100 万 円 落ち て いた ら 拾 いま すか ? 

・ 生 まれ 変わ っ た ら 猫 に な り た いで すか ? 
・ お 米 よ り パ ン が 好き で すか ? 

・OO (有名 人 ) に 会 いた いで すか ? 


り すばやく 取れ た 人 の 勝ち 


質問 に 対し て 、「 は い ] な ら 「 は い | の タ 
オル 、「 い いえ |] な ら 「 い いえ | の タオ ル 
を サッ と つか み 取 る 。 自 分 の 答え に 合う 
タオ ル を 先 に 取れ た 人 の 勝ち 。 


すばやく 取れ な い 
人 の 場合 は 


対戦 相手 は 同じ くら い の 身 体 能 力 
の 人 を 選び まし ょ う 。 ま た 、 手 ぬ 
ぐい や タオ ル を 細い も の に する と 
つか みや すく な り ま す 。 


3 色 の 筒 の うち の 1 つ に 球 を 
転がし 、 受 け 取 る 人 は 落と さ 


な いよ うに キャ ッ チ し ます 。 


eE5' 
⑯ 球 を 転がし た り キ ャ ッ チ し た りす る こと で 、 手 
と 目 の 協調 性 を 鍛え る 。 


@ タイ ミン グ を 計っ て 球 を キャ ッ チ する こと で 、 
注意 力 や 反射 力 を 向上 させ る 。 


ト ば 】 
で きる だ け 相手 と の 距離 を と り 、 向 か い 合っ て 座 
る 


用 意 する も の 作り 方 


| 
+ カ ム 
中 テーブ で 
し うな ける 
※3 太 作り 赤 、 白 育 の 
カラ ー テ ー フ を 
ぞ れ どれ 貼る 
〈 短 の 設置 の 仕方 > 
生乳 バック | 
EE 


寺 t 
" 


COLLLLXLUUUUIKCLOULLILLLULTK は XX 


ピン ボン 球 紙 コ ッ プ ガム テー ブ を 幸 に し だ 
も の な ど ご で 固 足す る 


球 を 入れ る 


ピン ポン 球 を 入れ る 人 は 、 3 色 の 筒 の うち 
どの 色 に 入れ る か 言っ て か ら 球 を 入れ る 。 


! 筒 の 色 を 言っ て か ら 


紙 コ ッ プ で 球 を 
キャ ッ チ す る 
キャ ッ チ する 人 は 、 言 われ た 色 の 箇 の 出 


口 か ら 出 て きた 球 を よく 見 て 、 紙 コッ プ 
で キャ ッ チ する 。 


球 の 動き を よく 見 て キャ ッ 
チ す る こと で 、 手 と 目 の 
協調 性 が アッ プ す る 


うま く キ ャ ッ チ 
で き な い 人 の 場合 は 


タイ ミン グ に 慣れ る まで 何 度 か 練 
習 し ます 。 紙 コ ッ プ を 大 きく し た 
り 、 台 を 低く し て 人 箇 の 傾斜 を 小さ 
くし た り し て も よい で し ょ う 。 


25 


お も ち ひ っ くり 返し ゲー ム 2 


探し や 計算 を する ゲー ム で す 。 


@⑯ トン グ で も の を ひっ くり 返す 動作 で 、 上 肘 の 協 
調 性 や 揚力 を 鍛え る 。 

人 数 字 を 見 つけ る こと で 、 注 意 力 を 鍛え る 。 

@ 贅 字 を 計算 する と と で 、 認 知 機能 を 銀 え る 。 


し は だ 】 

で きる だ け 相手 と の 四 離 を と り 、 横 並び な ど で 座る 。 
お も ち 

段ボール を 丸く 切っ て 2 枚 を 
貼り 合わ せ 、 表 と 裏 に 画用紙 を 
貼る 。 片面 に 10、 10、20、30、40、 
50、 60、70、80、90 の 数 字 を 書 
く 。 10 枚 ずつ 2 セッ ト 用 意 する 。 


用 意 す る も の 


POOLLLLLMLLUUUULEEKLULUULUULLLLLLUUKLLULUUULLKTX 


お も ち を 並べ る 
利用 者 の 前 に 、 数字 の 面 を 下 に し た 
お も ち を ラン ダム に 並べ る 。 


お も ち を トン グ で て 
と っ くり 返し ます よ 
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右 四 面 四面 正 面 正 面 下 面 時 面 四面 正面 四 画 下 面 下 面相 面 下面 下面 下面 画面 四面 四 面 四面 下面 四面! 


1 回 戦 


指定 され た 数 字 を 
は や く 探 せ た 人 の 勝ち 


介護 者 が 「10 を 探し まほ しょ う ] な ど と 数 
字 を 指定 する 。 利 用 者 は 、 お も ち を 1 枚 
ずつ トン グ で ひっ くり 返し 、 指 定 の 数 字 
を 探す 。 違 う 数 字 が 出 た ら 、 裏 返し て お 
く 。 数 字 を は や く 探 せ た 人 の 勝ち 。 数 字 
を 変え て くり 返し 行う 。 


ひっ くり 返す の が 
難し い 人 の 場合 は 


トン グ で は な く 、 手 で ひっ くり 返し 
ます 。 そ の 場合 は 、 道 具 を 共用 し な 
いよ う 個 人 専用 の お も ち を 用 意 し ま 
し ょ う 。 


2 回 戦 
3 枚 ひ っ くり 返し て 6 
合計 数 を 競う 


お も ち 3 枚 だ け を トン グ で ひっ くり 
返し 、 数 字 の 合計 を 計算 する 。 合 計 
数 の 多い 人 の 勝ち 。 


お も ち を ひっ くり 返し て 、 出 た 数 字 を 足し て いき 
ます 。 は や く び ぴったり 100 に し た 人 の 勝ち 、 と し 
て も よい で し ょ う 。 
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売 還 さぶ ガー 左右 か ら 転 か が っ て くる ポール 
ma 「A )】 を 、 板 を 動か し て ガー ド し ます 。 


⑯ ボー ル を 転がし た り 、 左 右 に 手 を 動か し た りす 
る こと と で 、 上 肢 や 座位 バラ ンス を 鍛え る 。 


人 左右 か ら 転がっ て くる ボー ル に すばやく 反応 す 
る こと で 、 手 と 目 の 協調 性 を 向上 させ る 。 


ガー ド す る 1 名 と ボー ル を 転がす 2 名 が 、 で きる 
だ け 距 離 を と り 、 向 か い 合っ て 座る 。 広 め の テ ー 
ブル を 使う と よい 。 


用 意 す る も の 


COULDCLLLLLLLTKXXJ 


| YS. ww 
2 名 で 着席 する 5 


守り (ガー ド す る 人 ) 1 名 と 攻め (ボー ル 


を 転がす 人 ) 2 名 が 向かい 合っ て 座る 。 守 的 
り の 左 有 に 、 的 を 固定 する 。 イ ラス ト の テー ブル の 下 に ガム 
テー ブ で 固定 する 。 


よう に 新聞 紙 棒 も つけ る と ボー ル が 散ら 
ば り に くい 。 


新聞 紙 棒 
テー ブル の 左右 に 
テー ブ プ で 固定 する 。 
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右目 面 中 画 填 画 旧 画 寺 画 早 画 上 面目 面 旧 画 寺 画 目 画 旧 面相 画 填 画 寺 画 結 画 寺 画 時 画 旧 画 目 画 旧 画 ! 


攻め は ボー ル を 
的 に 向かっ て 転がす 


スタ ー ト の 合図 で 、 攻 め の 2 名 は 1 
名 ずつ ボー ル を 的 に 向かっ て 転がす 。 


9 守り は 板 で 
ボー ル を ガー ド す る 
守り は 、 板 を 左右 に 動か し て 転がっ 
て くる ボー ル を ガー ド し 、 的 に 入ら 
な いよ うに する 。 
ボー ル を 見 な が ら 手 を 


ガー ド す る の が 
難し い 人 の 場合 は 


板 を 2 つ 用 意 し 、 両方 の 手 で 板 を 持 
つと 、 ボ ポー ル を ガー ド し や すく な り 
ます 。 


的 に 入っ た ボー ル の 数 が 
少な か っ た 人 の 勝ち 


攻め の 人 が 10 球 ず つ 転 が し た ら 終 了 。 守り の 人 は ボ 
ー ル が 的 に 何 個人 っ た か を 数 える 。 交 代 し て 行い 、 
的 に 入っ た ポール の 数 が 一 番 少 な か っ た 守り の 人 の 
勝ち 。 
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6 介護 者 の 出す お 願 か ら 連想 する 色 の 
色 画 用 紙 に 手 と 足 を の せま す 。 


休 手足 を 同時 に 動か すこ と で 、 全 身 を 鍛え る 。 


人 @ お 願 の 色 を 瞬時 に 考え る こと で 、 認 知力 や 反射 
力 を 向上 させ る 。 


人 手足 と 目 の 協 調 性 を 鍛え る 。 


横並び な ど で 座る 。 


赤 、 黒 、 白 、 黄 の 


用 意 す る も の 4 色 の 色 画 用 紙 。 


テー ブル と 床 に 色 画 用 紙 を 貼る 


テー ブル に 2 色 、 床 に 2 色 の 色 画 用 紙 を 両手 、 両足 が 
届く 位置 に 貼る 。 
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古 思 面 四面 正 面 正 面 下 面目 面 四面 正面 四 画 下 面 下 面相 面 下面 村 画 下面 画面 還 面 四面 男 面 下 画 四 画 ! 


お 題 を 出す 


介護 者 が お 願 を 出す 。 色 画用紙 の な か の 、 
2 色 で 構成 され た も の の 名 前 を お 珠 に する 。 


く お 題 の 例 > 

・ 日 本 の 国 康 ( 赤 ・ 白 ) 

・ バ ンダ ( 黒 ・ 白 ) 

・ み つば ち ( 黄 ・ 黒 ) 

・ し まう ま ( 黒 ・ 白 ) 

・ て ん と うむ し ( 赤 ・ 黒 ) 
・ と ら ( 黄 ・ 黒 ) 

・ ビ アノ ( 白 ・ 黒 ) 

・ 踏 切 ( 黄 ・ 黒 ) 

・ ホ ルス タイ ン ( 白 ・ 黒 ) 
・ ゆ で た ま ど ( 白 ・ 黄 ) 
※ お 願 に よっ て は 手 と 足 の 組み 


合わ せ で は な く 、 両 方 と も 手 、 両 
方 と る 足 の 場合 も あり ます 。 


日 本 の 国 誠 の 色 は ? 


お 題 の 色 の 紙 に 
手 と 足 を の せる 


利用 者 は 、 お 題 の 色 の 色 画 用 紙 に 手 と 足 
を の せる 。 正 し く の せ られ た ら 正 解 。 何 
間 正 解 で きる か を 競う 。 


色 を 瞬時 に 考え て 手 
足 を 動か すこ と で 
注意 力 や 反射 カ ア ッ 
プ に つなが る 


車いす の 人 の 場合 は 


床 に 貼る 色 画 用 紙 の 位置 を 、 体 の 左 
右 で は な く 前 の ほう に する と 、 車 い 
す の 人 で も 足 が 届き や すく な り ま す 。 


色 画 用 紙 の 色 を 変え て 行い まし ょ う 。 例 えば 、 青 、 
緑 を 入れ て 赤 、 白 、 青 、 緑 に 。 お 題 の 例 と し て 、 
大 根 ( 白 ・ 緑 ) 、 理 容 室 ( 赤 ・ 白 ・ 青 ) な ど 。 
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監修 ・ プ ラン 石田 電 生 
ーー 
、 介 護 施設 で 作業 療法 


みん な で 
楽し む 


eS の 968s 
HI で で きる 


』r パレ の 
見 て 、 聞 いて 、 考 える こと は 、 脳 の 活性 化 に つなが り ま す 。 


ホワ イト ボー ド を 使っ て 気軽 に 行え る 、 脳 トレ の レク リエ ーション を ど ご 紹介 し ます 。 


イラ スト / 小 野寺 美恵 


て な か が ら フリ ー の 8 
い 芸人 に 。 日 本 介護 エン ター 
テイ メン ト 和 協会 を 設立 し 、 セ 
ミナ ー 講 師 、 イ ベン トゲ スト 


借 耳 で 聞く だ け で は 理解 する の が 難し い 利 用 者 に も 、 ホ ワイ ト ボ ー ド に 書く こと で 、 目 か ら 
は っ きり と 情報 が 入る た め 参 加 し や すく な り ま す 。 


便 生活 に な じみ の ある も の を クイ ズ な ど に 取り 入れ 、 興 味 や 関心 を 引き 出し ます 。 
季節 の こと や 今日 が 何 の 日 か な ど 、 さ ら に 話題 を 広げ て み ま し よう 。 


人 普段 は 使わ な い 脳 の 部 位 を 刺激 し 、 利 用 者 の 記憶 力 や 判断 力 、 思 考 力 に 働き か け ま し よう 。 


人 介護 者 が 答え を 出す の で は な く 、 ヒ ント を 出す な ど し て 、 利 用 者 か ら 答 え を 引き 出す よう 
に 心がけ まし よう 。 


何 の 歌 詞 か な ? 歌 当 て クイ ズ 


ホワ イト ボー ド に 貼っ た カー ド の 歌詞 か ら 、 何 の 歌 か を 当て る ゲー ム で 


クイ ズ の 前 に 、 こ ん な 話 を し て み ま しょ う 


@ 歌詞 の 一 部 か ら 歌 を 思い 出す こと で 、 達 感 を 得 た <「 今 日 は 、 あ る 歌詞 の 一 部 を お 見 せ す る の で 、 そ 
り 認知 村 能 を 刺激 し た りす る 。 の 歌 の 題名 を 当て て いた だ きま す 」 
@⑯ 歌 の イメ ー ジ を 考え る こと で 意 像 力 ・ 創 造 力 を 養う 。 e 「 歌 詞 の 中 の 言葉 を 1 つ ず つ 書 いた カー ド を ホワ 
イト ボー ド に 貼っ て いき ます 。 歌詞 に 出 て くる 順 
FU EX32 衣 贅 詞 の 単語 を 書い た カー ド を 何 枚 番 と は 限り ませ ん よ 」 
用 意 する 。 歌 の 歌 肌 を 模造 紙 な e「 歌 詞 が 出 て くる 場所 に 貼っ て いき ます 」 


ど に 書い て お く 。 


歌 の 歌詞 カー ド を 貼る 


歌詞 が 書い て ある カー ド を 1 枚 、 ホ ワイ ト ポ ボー ド に 貼る 。 縦 書き し 
た 時 に 、 そ の 歌詞 の 出 て くる 場所 に 貼る 。 


「 ま ず 1 つ 、 歌 詞 カ ー ド を 貼り ます ね 」 

「 今 の 季節 に びっ た りな 歌 で す 」 

「 歌 の この 辺り に 出 て きま す 」 

「「 雪 ] で は な いで すね 。 で も 冬 の 歌 で す 」 


歌詞 の 例 


朝 の 震 、 岸 の 家 、 水 鳥 、 舟 、 湊 江 な ど 


答え が 出る まで 
歌詞 カー ド を 貼る 
答え が 出る まで 、 さ ら に 1 枚 ずつ 歌詞 カー ド を 貼っ て いく 。 
言葉 か け 全 
[ヒン ト を 出し ます ね 。 人 冬 の 風 尺 を 歌っ た 唱歌 で す 」 
「⑯ っ た り と し た 歌 で す よ ] 
「 は い 、 正 解 | 「 科 景色 | で す 」 


歌詞 を 見 な が ら 全員 で 歌う 


歌詞 カー ド を は が し 、 歌 詞 を 書い た 紙 を ホワ イト ボー ド に / 前 


貼り 、 み ん な で 歌う 。 

「 歌 詞 を 見 な が ら 歌 いま し ょ う 」 
「 冬 の 風景 を 思い 出し な が ら 、 歌 っ て み ま し ょ う 」 
「 皆 さん の 思い 描く 風景 で いい で す よ 」 


問 と 


た よ ) 表 - も ナカ も うろ 
コ て さや H 3 誠 さ で 


上 いろ いろ な 歌 か ら 歌詞 を 選ん で 、 楽 し た で み ま し ょ う 。 


e ゆき 
| 贅 記 の 切 」 
雪 、 あ られ 、 山 、 野 原 、 綿 帽子 、 枯 れ 木 、 花 な ど 
| @ ペ チカ 
拉 。 im の 人 
雪 、 夜 、 お か し お か し 、 お 話 、 ベ チカ な ど 
e 北 の 宿 か ら 


あな た 、 日 ご と 、 セ ー タ ー、 女 ご ころ 、 未 練 、 宿 な ど 


@ 銀色 の 道 1 
遠い 、 は る か な 道 、 冬 、 嵐 、 谷 間 、 銀 色 な ど 
@ 津軽 海峡 ・ 科 景色 1 
夜行 列車 、 青 森 駅 、 海 鳴り 、 連 絡 船 、 津 軽 海峡 な ど 1 
リン ゴ の 唄 1 


リン ゴ 、 く ちび る 、 青 い 空 、 気 持ち 、 可 愛 い な ど 


組み 合わ せ サカ ー ド ゲー ム 


色 と 言 葉 が 書か れ て い ら 、 そ れ ぞ れ 1 枚 を 選ん で 、 そ の 組み 合わ せ 
に 合う 言葉 を 探す ゲー ぶ 時 は カー ド を 裏 に し て お きま す 


EEg332 六 と 言葉 を 塞い た カー ド を それ ぞ れ 6 枚 ずつ 。 


人 @ 予測 し な い 組 み 合わ せ を 見 て か ら 考 える と と で 、 認 < く 色 カー ド > 
知 機能 を 刺激 する 。 


人 組み 合わ せ の 言葉 を 探す こと で 集中 力 を 高め る 。 


クイ ズ の 前 に 、 こ ん な 話 を し て み ま し ょ う 上 | 
* 「 こ の 2 種類 の カー ド に は 、 それぞれ 色 と 物 の 名 前 ] 
が 書い て あり ます 。 1 枚 ずつ 選ん で 、 合 う 言葉 を 答 色 カ ー ド は 表 に 6 
えて くだ さい ね 」 | 種類 の 色 の 名 前 を 


風 
「 た と えば 、『 黒 」 と 生き物 」 だ っ た ら 『 黒 生き物 二 所 


を 答え て くだ さい 」 | 名 前 を 書く 。 それ 
| 隔 


「 い くつ 言葉 を 思い 出せ る か チャ レン ジ し まし ょ う ! 」 に 


くだ さい 


| 2 種類 の カー ド を 選ぶ 
裏 に し た カー ド を 利用 者 に 見 せ て 、 そ れ ぞ れ 1 枚 ず つ 選 
ん で も ら う 。 


言葉 か け 例 

「 ま ず 「1 6」 の カー ド か ら 1 枚 選ん で くだ さい 」 
「 次 に 、『 あ て か 」 の カー ド か ら 1 枚 選ん で くだ 
さい 」 「「2」 と 「 う で すね ] 


/ 選ん だ カー ド を 裏 の まま 、 
ホワ イト ボー ド に 貼る 


利用 者 が 選ん だ カー ド を 裏 に し た まま ホワ イト ボ 
ー ド に 貼り 、「H の は ?」 と 書く 。 


言葉 か け 例 
「 選 ん だ カー ド を ひっ くり 返し ます よ !」 
「 さ あ 、 ど ん な 組み 合わ せ に な る で し ょ う ?」 


組み 合わ せ た 言 葉 を 
挙げ て も ら う 


選ん だ カー ド を ひっ くり 返す 。 組み 合わ せ た 物 の 名 前 
を 挙げ て も ら う 。 


言葉 か け 例 

「「2」 は 「 緑 」 で し た 。「 う 」 は 「 野 菜 ]」 で す 。 
「 緑 の 野菜 ]」 を 皆さん で 考え て くだ さい 」 

「 好 き な 野 菜 を 思い 出し て みて くだ さい 」 「 子 ども 
の ころ 嫌い だ っ た 緑 の 野菜 は あり ませ ん か ?」 

「 ほ うれ ん 草 。 い いで すね ! ほか に どん な 野菜 
が あり ます か?]」 


緑 の 野 菜 の 例 
ほう れん 草 、 ピ ビーマン 、 き ゅ うり 、 大 葉 


ブロ ッ コ リー な ど 


ゲー ム の 展開 例 
人 @ 色 カ ー ド だ け 替 える 


物 の 名 前 は その まま に 、 残 っ た 色 カ ー ド か ら 選 ん で 組 
み 合 わせ の 言葉 を 挙げ る 。 


ドミ の 5 衣 「 色 だ け 替 えま す よ 。 こ の 中 か ら 選 
例 ん で くだ さい 


「「 赤 」 で すね ! 今度 は 「 赤 い 野 
葉 ] を 答え て くだ さい 」 


赤い 野菜 の 例 


トマ ト 、 に ん じん 、 唐 辛子 、 さ つま いも 、 パ プリ カ 、 
ーーーーーーーーー 則 <H ス 合わ せ 伯 | 6 


いろ いろ な 組み 合わ せ で 、 試 し て み ま し ょ う 。 


| @ | 生 | の | 理 | は ? | W | 黒 | の | ほ き 劉 は ? 
: 肉じゃが 、 カ レー、 き ん びら ご ぼう 、 納 豆 、 唐 揚げ 、 : ゴリラ 、 チ ン バ ン ジー、 カラ ス 、 か ぶ と むし 、 くわ が た 、 
と ん か つ な ど : すず お し な ど 


「e [ 百 ]o 隊 es EE は ? 


白菜 、 だ いこ ん 、 か ぶ 、 玉 ね ぎ 、 長 ね ぎ 、 え の き 茸 、: パナ ナ 、 レ モン 、 み か ん 、 グ レー プ ブフ ルー ツ 、 


ホワ イト アス パラ ガス な ど 1 梨 、 パ バイ ヤ な ど 

| | 商 | の | 科 物 | は ? | @ | 赤 | の [風景 | は ? 

: いちょう 、 ひ まわ り 、 た ん ぼぼ 、 菊 、 キ ン モ クセ イ 、 1 初日 の 出 、 夕 焼け 、 火 山 、 信 号機 、 チ ュー リッ プ 畑 、 
菜の花 、 ス イセ ン な ど : 標識 な ど 


ご ぼう 先 生 プロ フィ ー ル 
株 式 会 社 G080U 代 表 。 本 名 葉 


四 。 介護 の [GO 予防 の [BOU」 で 、 
で ぼう 先生 と 名 乗り 、 介 護 予 防 を 
笑顔 で 伝え る 大 人 の た め の 体操 の 


お 兄さん 。DVD「R70 ご ぼう 先生 の 
介 康 体操 ! シ リー ズ ( 株 式 会 社 
GOBOU)、「 介 護 予 防 に 役立つ ご ほぼ 

先生 の 大 吉 体 操 DVD 付 き 」( 世 界 


但 和央 (Focus S Graph Studio) 本 ( 界 文化 ホール ディングス 


来い で 「 上 股 」 を お 達 者 に ! 


お 花 紙 で 作っ た お 花 を 両手 に つけ て 、 春 の 雰囲気 を 演出 ! 上 半身 を ゆっ た り と 動か し て 鍛え まし ょ う 。 


S オ S 甘 
に に に いさ 

ン 消 中 中 D 

ン 消 中 呈 


と 消 人 人 電 


ふ 租 
く も 
ら み 
ん ん 
で な 


パン で で 
せき で 喜 WSt 


(とせ 圧 > っ な 
と 滑 相 


と ⑪ は る よこ い ⑨ は や く こ い 
| 合 ⑨ ある き は じ め た ④ みい ちゃ ん が 
me 1 oo 
1 因 | 
間 ま っ すぐ 伸ばす 四 3 we を 3 
間 運動 で す 。 | ラ E ル 
舘 0 考 
W = 左 に 
伸ばし ます 
4 
ト 1 
の 9 2 

お 花 紙 で 作っ た お 花 を 輪 両手 を 右 に 伸ばす 。 両手 を 左 に 伸ばす 。 


ゴム で 両手 に つけ ます 。 
36 


⑤ あか い は な お の ⑥ じ ょ じ ょ は いて 


両手 を 上 に 伸ばし 、 導 , 次 
ひら ひら させ な が に 
ら 下ろ す 運 動 で す 。 
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手拍子 を 2 回 する 。 両手 を 頭上 に 上 げ る 。 


⑦ お ん も へ で た いと まっ て いる 


手 を ひら ひら 
させ な が ら 
下ろ し ます 


ひら ひら と 手首 を 返し な が ら 、 ひ じ ま で 手 を 下ろ す 。 


※2 番 は 1 番 と 同様 に 。 


焼き 餅 風 ザ ぜん ざい 


ご は ん を 延ばし て 焼く こと で 、 香 ば し い 焼 き 餅 に 。 
寒い 季節 に びっ た り の 、 温 か いぜん ざい で す 。 
レシ ピ ・ 料 理 / 熊 看 美 (ラク レム デクレ ム ) 指導 区 原 記 代 子 ( 和 人 福祉 法 人 三 部 会 在原 ホー ム ・ 邊 理財) 
イラ スト ン さ ささ と も え 写真 人 上 時 刀 界 文公 ホー ルディ ング ス ) 


ご は ん の ココ が good ! 
@ 残り ご は ん (冷凍 ) で も 作れ る ! 


や すく 、 歯 切れ が よい ! 


人 @ 腹 も ち が よ い ! 


@ 手指 の 巧 綴 性 や 遂行 機能 の 
維持 ・ 向 上 を 図る 。 

@ 指 で つぶ す 、 丸 め る 、 詰め る 
と と で 指 に カ が 入る 。 

@ 竹 節 に ちな ん だ お や つ を 作る 

と と で 、 今 を 意識 する 。 


こん な 動作 で 
機能 向上 を ! 


@ 材料 (5 人 分 ) 


本 の 作 
ご は ん 300g ン 片栗粉 小さ じ 


5 ノ 粒 あん 200g ノ 上 本 (と 
| ろ み 用 ) 大 さじ タン 水 0 1 ご は ん を つぶ し 、 型 に 詰め る 
広げ た ラッ プ の 中 央 に 5 等 


分 し た ご は ん を の せる 。 ラ 
ッ プ の 端 を 折り た た み 、 こ 


@ 用 具 県 し で ご は ん 粒 を つぶ す 。 
炊飯 器 プ 計量 スプ ー ン (大 さじ 、 小 さじ ) 計量 カッ ププ ラッ プ ある 程度 つぶ れ た ら 、 指 先 
ホッ トブ レー ト プ フ ライ 返し まな 板 プ テー ブル ナイ フン 面 熱 で 箇 か くつ ぶす 。 


ボウ ルプ ゴム ベラ また は 木 べ ら プ お 玉 / 電 子 レン ジ / 牛 乳 バッ ク 
@ 下 準備 


し っ か りつ ぶす こと で 
餅 の よう な 食 惑 に な る 


ラッ プ を 広げ て ご は ん を 中 
央 に の せ 直 す 。 上 部 を 絞り 
な が ら 丸 く 形 を 整え る 。 ラ 
ッ プ を 広げ 、 丸 め た ご は ん 


洗っ て 乾かし た 牛乳 バッ ク を 1 cm 幅 に 切り 、 
人 数 分 の 型 を 作る 。 = mam 


1 人 分 あたり の 成分 


に 片栗粉 を まぶす (A)。 
エネ ルギー 222kca た ん ば く 質 3.7 脂質 0.4g 片栗粉 を つけ る と 
天 水 化物 49.7g プ 塩分 0.0g 焼き 色 が きれ い に つ まき 、 
型 か ら は ず し や すい 


生乳 バッ ク の 型 の 中 央 に A 
る 肖 の ポイ ン 人 を 置き 、 指 で 押し 広げ て 四 
内 まで 詰め た ら 、 最 後に 表 
丸め た ご は ん に 片栗粉 を まぶす 面 を 指 で 平ら に な ら す 。 


四 了 病 に ご は ん を し っ か り 
詰め て お く と 、 型 か ら 
は ず し た 時 に 崩れ に くい 


の ご は ん を 焼い て 切る 


ホッ ト プ レ ー ト に 1 を 並べ 
200C で 4 分 焼く 。 ひ っ くり 
返し て さら に 4 分 焼く 。 
焼き すぎ る と 、 

中 まで 硬く な る の で 、 
表面 が 閉 け ば OK 


@ ラッ プ の 上 で 丸め た ご は ん に 片栗粉 小さ じ 1 を か け 、 転 
が し て 片栗粉 を まぶし ます 。 ラ ッ プ の 上 で 転がす こと で 
全体 に 片栗粉 が つき や すく な り ま す 。 

ご は ん を 

コロ コロ し て 

片栗粉 を 全体 に 

まぶし て くだ さい 


粗 熟 が 取れ た ら 、 ご は ん を 
軽く 押さ えな が ら 型 を 持ち 
上 げ 、 抜き 取る 。 ご は ん を 
食べ や すい 4 等 分 に 切る 。 


ご は ん を 型 に 詰め る 
、 お 柳 に 盛る 

員 の 中 央 に 丸め た ご は ん を ン 凍 ポ ウル に 粒 あ ん と 上 林 
置き 、 指 で 押し て 広げ て い 粉 を 入れ て 混ぜ 合わ せ 、 水 
さま す 。 を 少し ずつ 加え て よく 混ぜ 

る 。 ラッ プ を し て 電子 レン 
ジ (600) で 3 分 加 笠 。 ラッ 

指 で ゆっ くり と 押す プ を 外し 、 全 体 を 混ぜ て 
ら か に する 。 

@ 型 の 角 を 指 で 押さ えな が ら 、 粒 あ ん に 片栗粉 を 混ぜ て 
も う 一 方 の 手 の 指 で ご は ん お く こ と で 水 を 加え た 
を 隅 ま で し つかり 詰 め ま す 。 時 に ダマ に な り に くい 
四隅 と も 同様 の 方 法 で 詰め 
て いき ます 。 お 硬 の 中 に 2 の 粗 き まで は ん 


2 切れ を 入れ 、 汁 を か ける 。 
その 上 に 、 焼 き で は ん 2 切 
れ を の せ て で き 上 が り 。 
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チョ コレ ー ト 
料理 レア レク” フイ スプ ディ ング 


バレ ンタ イン に ちな ん だ チョ コレ ー ト 味 の プ リン で す 。 


ンー 温か いう ち に いた だ き 、 と ろり と し た 食 感 を 楽し み ま す 。 
ご は ん と チヨ コガ が し > 中 半 (ラク レム デクレ ム ) 擬人 (信和 法人 三 華原 ホー ム ・ 和 土 
ロ で と る け る 1 イラ スト ささ き と も え 写真 伏見 早 姓 (世界 文化 ネ ホー ルディ ング ス ) 


ご は ん の ココ が good ! 
人 @ 残り ご は ん (冷凍 ) で も 作れ る ! 


借 味 の 邪 魔 を し な い の で 、 
チョ コレ ー ト と も よく 合う ! 


借 腹 も ち が よ い ! 


手指 の 巧 級 性 や 遂行 機能 の 維持 ・ 向 上 を 図る 。 
@ 指 で つぶ す 、 注 ぐ 、 飾 る と と で 指 に カ が 入る 。 
@⑯ ご は ん と チョ コレ ー ト の 意外 な 組み 合わ せ が 
会 話 の きっ か け に な る 。 


機能 向上 を ! 


人 @ 材料 (4 人 分 ) 
ご は ん 120g/ 卵 1 個 砂 


ai な ZS もし ガウ プ 過 入れ 力 


板 チ ョ コレ ー ト (ミル ク ) 4 片 広げ た ラッ プ の 中 央 に 4 等 


ノバ ナナ 1 本 ノイ チ ゴ 4 個 分 し た ご は ん を の せ て 折り 
た た お 。 指 の 用 で ご は ん 粒 
@ 用 具 を し っ か り 押し つぶ し 、 広 
炊 販 器 プ 計量 スプ ー ン (大 さじ ) 計量 カッ プン ラッ プン ノボ ウル げ て いく < 
ノ 泡 立て 器 プ 小さ い お 玉 / ホ ッ ト プ レート ( 昔 つ き ) プア ルミ ホイ 指 の 外 が 残る くら い 
ルン まな 板 プ テーブル ナイ フ 薄く 平ら に 広げ る 
* カ ッ プ は アル ミ の プリ ンカ ッ プ (110mL) を 使用 。100 円 ショ ッ プ な ど で 購 入 で 
きる 。 浅 め の 湯 の みな ど で 代 用 し て も よい 。 ラッ プ を 広げ て 、 ご は ん を 
カッ プ の 中 に ぬん わり と 入 
れる 。 
1 個 あたり の 成分 詰め ず に すき 間 を 
エネ ルギー 198kca た ん ば く 質 49 脂質 58g あけ て 入れ る こと で 、 
炭水化物 31.7g 塩分 000g プリ ン 液 と 
混ざり や すく な る 


の ポイ ゝ 時 
に 2 ブリ ン 液 を 作り 、 注ぐ 
ご は ん を カッ プ に 入れ る 時 の 声 か け 【 ボウル に 卵 と 砂 馬 を 入れ 、 
を 泡立て 問 で 白身 を 切る よう 
ま に 、 サラ サラ に な る まで よ 


倫 プリ ン 液 が 浸透 し や すい よう に 、 
ご は ん は カッ プ に 押し 込ま ず 、 
点 ん わり と 入れ ます 。 


く 混 ぜ る 。 コ コア を 加え て 
混ぜ 、 牛 乳 を 加え て 混ぜ る 。 


牛乳 を 少量 ずつ 
加え て 混ぜ る と 
ダマ に な り に くい 

ご は ん の 上 か ら プ リン 液 を 
ゆっ くり と 注ぎ 入れ る 。 
カッ プ の 真ん中 を 
めがけ て 注ぐ と 
こぼれ に くい 


ラッ プ を ゆっ くり 
は が し て くだ さい 


ホッ トブ プレ ー ト の 高 さ の 半 
分 まで 幸 湯 (材料 外 ) を 注ぎ 
入れ 、2 を 並べ る 。 そ の 上 
か ら ア ルミ ホイ ル で 全体 を 

1 習い 、 ホット ブ レー ト の 
プリ ン を 蒸す 時 の ひと 工夫 ー を し て 、180 で で 10 分 加熱 す 
る 。 


全 水滴 防止 と 圭 を 逃がさ な い 
た め に 、 ブ リン の 上 に アル 
ミホ イル を か ぶせ ます 。 


表面 が 固まっ た ら 、 ホ ッ ト 
プレ ー ト か ら 取 り 出 す 。 才 
熱 が め る うち に 板 チ ョ コレ 
ー ト 1 片 を の せる 。 


余熱 で と ろり と 溶け る 


アル ミホ イル で 夏 う チョ コレ ー ト の 風味 で 


ト に 1 ー 味わい が 増す 
Leu) ae 
@ さら に 曹 を し て 笑 し ます 。 ' て の 凍り 2aogD に 、 イ テ 
アル ミホ イル に よっ て 高温 3 る 。 ブ リン の 上 に 、 バ ナナ 
が 維持 され る た め 、 蒸し 時 < と イチ ゴ を 少し ずら し な が 
間 が 短く な り ま す 。 ら 飾 りつ け 、 温 か いう ち に 
蕎 を する いた だ く 。 
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の の 69@9 


Cate 


「 レ クリ エ 】 の 読者 か らい た だ いた 、 制作 物 の 写真 を 紹介 する レク リエ カフ ェ 。 こ ん な も の 作っ た よ ! 
こん な こと が あり まし た ! な ど 介 護 の 現場 で の 感動 、 喜 び 、 驚 き な ど を どん どん お 寄せ くだ さい 。 


デイ サー ビス さか も と 広場 (青森 県) ふら わ ー は うす (千葉 県) 


外出 行事 が で き な い た め 、 施 設 内 で みこ し を | 「 夏 野菜 ] を テー マ に 壁面 を 制作 し まし た 。 
制作 し て 盛り あがり まし た 。 利 用 者 様 ・ 洋 員 | 様々 な 色 の お 花 紙 を 丸め て 貼り つけ まし た 。 
一 丸 と な っ て 取り 組み まし た 。 11 種 類 あ り ま す が 、 わ か り ま すか ? 


小 規模 多 機能 型 き ぬ の 園 (栃木 県) ケア ホー ム 小 郡 デイ サー ビス セン ター (山口 県) 


スト ロー で 花火 の 壁面 を 作り まし た 。 細 か い | 利用 者 様 と 大 き な 金 魚 を 制作 し まし た 。 他 の 
作業 で し た が 一 秒 命 頑 張り 、 き れい な 花火 | 魚 を 探す 楽し み も つけ くわ えま し た 。 エ ア 
が 施設 に 打ち あがり まし た 。 バッ キン の 泡 も きれ いで し ょ う ! 


デ ラッ: 
3 iU 
1 レス 
ビ 四 
ス 生 
セ 1 

ン も 

タ 
1 球 
ち ラプ 
あ g 

き > 
愛 信 
知 取 
し に 


地域 の 有名 な 七夕 祭り が 中 止 に なっ た た め 、| 「 レ クリ エ ]』 2019 年 7・8 月 号 を 参考 に し まし 
少し で も 雰囲気 を 感じ られ る よう 、 利 用 者 様 | た 。 大 き な 七 夕 和 飾り に 願い を 込め て 、 天 井 の 
に も 協力 し て いた だ き 制 作 し まし た 。 生 に 吊る し な が ら 短 冊 を 申 っ て いき まし た 。 


お た より を ご 紹介 し ます ! 


堀江 病院 ・ 作 業 療 法 室 ( 香 県 


夏 を 涼し くす ご せる よう な 制作 を 、 皆 で 一 生 
懸命 作り まし た 。「 昔 は こう や っ て 冷や し 
よっ た 。 懐かしい 」 と 会 話 も 弾み まし た 。 


小 規 覆 多 機能 型 居 宇 介護 [ほほ えみ 手 棚 」 (H 洒 道 ) 


花火 大 会 が 中 止 に な っ た た め 、 ち ぎり 絵 で 花 
火 を 制作 し まし た 。 器 用 な 方 が 多く 、 予定 よ 


り 早く に 素晴らし い 作 品 が 完成 し まし た 。 


( 頃 基 銚 ) 滞 叶 テ ー 壮 吐 ぐーhT 


様々 な 色 画 用 紙 を 使っ て 風鈴 を 制作 し まし 
た 。 す だ れ に 吊る し て 飾り 、「[ 涼 が いっ ぱい 


の 夏 ] を 演出 する こと が で きま し た 。 
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づ の @ 


ひま わり の が く は ペット ボトル の ふた 50 個 を 
茶色 に スプ レー し 、 花 びら は お 花 紙 1500 枚 を 
ー つ ひと つ 思 い を 込め て 丸め て 作り まし た 。 


利用 者 様 と 、『 レ クリ エ 」 の 「 あ さ が お の 垣 
根 」 の 壁面 を 制作 し まし た 。 見 る だ け で 元気 
を も ら え る よう な 仕上 が り に な り ま し た 。 


「 レ クリ エ 』 を 参考 に 、 楽 し く 壁 面 作品 に 取 
り 組ん で いま す 。 上 段 は 隆 蓮 、 下 段 は あさ が 
お を テー マ に 制作 し まし た 。 


織姫 と 彦星 の 再会 の 喜び を 壁面 で 表現 し まし | 利用 者 様 と 、 あ さ が お を お り が み で 表現 し ま | 「 レ クリ エ 』 を 参考 に 、 障 子 紙 を 染め て 2 種 
た 。 大きな 星 は お り が み を 立体 的 に 折り 、 工 | し た 。 そ れ を 貼り つけ た 用 紙 を 並べ て 、 1 枚 | 類 の あさ が お を 作り まし た 。 障 子 紙 を 広げ た 
夫 を こら し まし た 。 の 立派 な 壁面 が 仕上 が り まし た 。 時 、 利 用 者 様 の 笑顔 も 一 緒 に 咲き まし た 。 


3 つの フロ ア で 利用 者 様 全 員 が コツ コツ と 制 | デイ サー ビス の 利用 者 様 が 、 機 能 訓練 も 兼ね 細く 切っ た 色 画 用 紙 を 巻い て 棒状 に し 、 皆 で 


作 に あたり まし た 。 あ っ と いう 間 に 見 事 な あ | た レク と し て 、 色 画用紙 を ちぎ っ て 素晴らし | 和 気 韻 々 と あじ さい の 花 の 形 に 貼り まし た 。 
じ さ い の 壁 面 が で き あ が り ま し た 。 いあ じ さ い の 壁 面 を 完成 させ まし た 。 葉 は お り が み と ち ぎり 絵 で 作り まし た 。 


コロ ナ 褐 で 外出 が で き な い た め 、 利 用 者 様 に 
少し で も 楽し た を で いた だ きた いと 思い 、 「 仙 
台 の 七夕 節 り ] を イメ ー ジ し て 作り まし た 。 


「 七 夕 に 逢え る 喜び ] と いう タイ トル の 壁面 
で す 。 天 の 川 は 小さ く 切 っ た お り が み を 使 
い 、 星 くず を 表現 し まし た 。 


に 、7 月 は 天の川 の 壁面 を 制作 し まし た 。 利用 
者 様 が 上 タ に 願い を 込め て 短冊 を 書き まし た 。 
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「 レ クリ エ 』 を 参考 に 制作 し た 藤 を 吊る し ま 
し た 。 天 井 に 藤棚 が 見 える 光景 が 、 利 用 者 様 
に と て も 好評 で し た 。 


新聞 紙 を ちぎ り 、 色 分 けし て 制作 し まし た 。 
色 ム ラ に よっ て 迫力 も アッ プ 。 介 護 度 に か か 
わら ず 多 く の 利用 者 様 が 参加 で きま し た 。 


藤 の 壁面 を お 花 紙 で 作り まし た 。 完成 し た 作 
品 を 見 て 、「 簡 単に 作れ た けど 素敵 な も の が 
で きた ね 」 と 利用 者 様 の 笑顔 も や 咲き まし た 。 


| t CZ ーー 
春 を イメ ー ジ し た 花畑 を 、 皆 で 2 か 月 か け て | お り が み を 組み 合わ せ て か きつ ば た を 作り ま | 紫色 、 藤 色 、 黄 色 と カ ラフ ル な あや め を 皆 で 


お り が み で 制作 し まし た 。 周 囲 に は 誕生 会 で | し た 。 利 用 者 様 が 自ら 色合い を 考え 、 一 人 ひ | 作り まし た 。 空 に は ツバ メ 、 池 の 中 に は 錦鯉 
お 渡し する も の と 同じ ブー ケ を 貼り まし た 。 | と り の 個性 が 出 た 作品 に な り ま し た 。 と 、 イ キイ キ と し た 壁面 に な り ま し た 。 


スイ ー ト ピー は 「 レ クリ エ 』 を 参考 に 、 ク | 施設 か ら 見 える 三陸 鉄道 を 、 テ グ ス で 動く し | 花 の 壁面 を 利用 者 様 と 楽し みな が ら 制 作 し ま 
ロー バー は 職員 の アイ デア で す 。 皆 で 役割 分 | か け を つけ て 制作 し まし た 。 チ ュー リッ プ は | し た 。 フ ェ ル ト の 切り 方 で 、 バ ラ や 百 日 草 な 
担 し て 、 と て も 素敵 な 壁面 が 完成 し まし た 。 | ぬり 絵 や 千代 紙 を 貼っ て 作り まし た 。 どい ろ い ろ な 花 に 見 える の が 新鮮 で し た 。 


利用 者 の 皆様 と 一 緒 に 羽島 市 の 地図 の 壁面 を 
制作 し まし た 。 材 料 に は 、 丸 め た お 花 紙 を 使 
用 し て いま す 。 


『 レ クリ エ ] を 参考 に 、 ホ ー ル の 柱 を 木 に 見 
立て た し だ れ 桜 を 制作 。 毎 年 、 装 飾 を 増やし 
て 満開 の 桜の 下 で お 花見 を 楽し ん で いま す 。 


「 レ クリ エ 」 の バラ を アレ ンジ し まし た 。 100 歳 
に な られ る 利用 者 様 に 、 筆 で 「 薔 薇 」 と 書い 
て いた だ き 一 段 と 素敵 な 作品 に な り ま し た 。 
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卵 の 殻 を 植木 価 に し て 、 素 敵 な カフ ェ に あり 
そう な 置き 飾り を 作り まし た 。 利 用 者 様 も 植 
物 を 植え 、 楽 し い 園芸 の 時 間 に な り ま し た 。 


『 レ クリ エ 』 に 掲載 され た 「 お 地蔵 様 」 を 、 新 
聞 紙 を 丸め た も の を 貼っ て 制作 。「 か さじ ぞ 
う ] を イメ ー ジ し て 冬 を 表現 し まし た 。 


内 "Oo 


: 物 を どん どん アッ プ し て くだ さい 。 


あか いわ デイ サー ビス セン ター さく ら (加山 県) 沼田 町 デイ サー ビス セン ター (海道) 


お り が み で 一 つ ひ と づつ 丁寧 に バラ の 花 を 作り 
まし た 。 入口 に アー チ の よう に 飾り 、 利 用 者 
様 を は じ め 町 民 の 皆様 に も 絶 替 され まし た 。 


飾っ て 毎日 見 て は 、 喜び を 感じ て いま す 。 


デイ サー ビス セン ター 花園 ( 海 錠 ニチ イケ アセ ンタ ーー 駿河 (陸上 


5 225BCRSS 
毎年 干支 を 数 か 月 か け て 、 皆 で コツ コツ と 仕 
上 げ て いま す 。 ソ ックス の 切れ 端 を 色分け 


し 、 細 か く 切 り 、 ボ ンド で 貼っ た 力作 で す 。 | 作 し 、 ま る で 神社 の よう な で き ば え に 。 


投稿 お 待ち し て お り ま す ! 


皆さま の 取り 組み や 介護 に まつ わる エピ ソー ド を お 送り くだ さい 。 
レク リエ 本 誌 、 電 子 書籍 、 ホ ー ム ペー ジ で ご 紹介 し ます 。 


内 COOOCO 
5 い 


っ 過 に 人 ご こち ら まで お 送 り く だ さい 掲載 され た 方 に は 
ご 写真 ・ お た より は … “| 記念 品 を 差し 上 げ ます ! 


壁面 や 行事 制作 物 、 行 事 で の 
様子 な どの 写真 を 簡単 な エビ 
ソー ド を 添え て お 送り くだ さ 
い 。 介 護 で の 喜び や 感動 、 利 
用 者 と の エピ ソー ド な ど お た 


〒 102-8194 東京 都 千 代田 区 九段 北 4-2-29 
出世 界 文化 ライ フケ ア 「 レ クリ エ カ フ ェ 」 係 


や 
LTYYYTT 


。 より は 何で も 大 歓迎 ! “ご r-cafe@sekaibunka.co.jp 
た 宮 メー ル の 件 名 を 「 レ クリ エ カ フェ 」 と し 、 お 名 前 と 連絡 先 、 エ 
ピ ソ ー ド を 添え て 写真 を お 送り くだ さい 。 編集 部 か ら 返信 する 太 千代 紅 セ ッ ト 
に "| に に の 上 記 ア ドレ 制作 で 使え る 千代 紙 の セッ ト で す 。 鮮 や 
. コ * 三 CI 本 メー ル を 受信 で きる よう | て くだ さい 。 か な 色合い で 大 活躍 し ます 。 
『 イン スタ グラ ム で は ロ ※ 記 念 品 は 変更 に な る 場合 が あり ます 。 
ょ レク リエ を 参考 に し て 作っ た 制作 5 の 


@ お 前 (事業 所 名 )・ ご 住所 ・ お 電話 番号 ・ 簡 単 な た エピ ソー ド を 明記 の うえ 、 上 記 の 革 先 に お 送り くだ さい 。 


1 @ 応 季 の お た より 、 写 あ 真 は 他 計 に 投稿 され た も の は ご 遠慮 くだ さい 。 ま た 、 抽 作物 な ど で 参考 に され た 書 尋 ・ 独 誌 が 
者 - あれ ば 、 書 名 ・ 打 誌 名 を お 書き 添え くだ さい 。 
# レ クリ エ  @ 写 真 を 投稿 され る 場合 は 、 写 っ て いる ご 本 人 (必要 で あれ ば ご 素 族 ) や 団体 の 頁 任 者 の 了承 を 得 て くだ さい 。 
。 の ハッ シュ タグ を つけ て ご 郵送 で お 送り いた だ いた お た より 、 写真 は 原則 と し て 返却 いた し ませ ん 。 投 稿 され て か ら 掲 雪 ま で 、 時 間 が か か る 
:。 くだ さい ね ! こと が あり ます 。 投稿 多数 の 場合 編集 部 で 掲載 作品 を 選ば せ て いた だ く と と が あり ます の で 、 あ ら か じ め ご 了承 く 


だ さい 。 
@ 114 ペ ー ジ の 「 個 人 情報 の 取り 扱い に つい て 」 を お 読み いた だ き 、 利 用 目的 等 に 同意 の うえ 、 ご 投稿 くだ さい 。 


さわ や か が 新居浜 通 デ イサ ービス セン ター ( 腕 刀 ) 


利用 者 様 と 協力 し て 春の 壁面 を 作り まし た 。 皆 
様 と 一 緒 に 楽し く 作 る と と が で き 、 フ ロア に 


北 間 温泉 ケア ハウ ス クア リゾ ー ト 453 Gy 道 


「 レ クリ エ 」2020 年 1・2 月 号 を 参考 に 、 利 用 
者 様 が 絵馬 作り を し まし た 。 木 材 で 鳥居 を 制 


時 史 5 


レク 用 品 を まとめ て 除 菌 で きる 
クリ エ 


PICKUP! 


編集 部 が 取材 で 出合 っ た 、 優 れ も の を ご 紹介 し ます 


JOY KING 除 菌 ボ ックス 


WV( 紫 外線 ) と オゾン を 使っ て 、99.996 の 除 菌 が で きる 便利 な 
ボッ クス で す 。 大 容量 な の で 、 レ ク で 使用 し た 人 道具 や 文房具 
を まとめ て 入れ る こと が 可能 。 カ ー ド な どの 紙 類 も 除 菌 で き 
る た め 、 安 心して レク が 行え ます 。 


2 つの パワ ー で 除 苗 / 
一 度 に た くさ ん 
除 菌 で きる 大 容量 UV (紫外 線 ) 
の 照射 
で 


UV ラ イト が 当たら な い 
場所 も 、 オ ソン が 入り 込 
ん で し っ か り 除 画 


4 4 


JOY KING 除 菌 ボ ックス 1 
! 9 (80xS0X 軸 WO52W 9 x30om 
H 4 本 も H 


避 株 式 会 社 シャ イン ! 価格 : 6.980 円 (税別 ) 
〒103-0004 東京 都 中央 区 東日本 橋 1 -9-5 シャ イン ビル 人 03-5823-8346 htp://www shinejpcom/ し OO 


ネッ ト で FAX で 買え る ! 


プリ エ SHOPPING 


感 索 対 策 グ ッ ズ や 、 レク リエ ーッ : =! ョ ンク ッ と 寺 導 や DVD な ど 、 有 工 現場 で すぐ に 役立つ 責 品 を 集め ま し た 。 
欲し いも の が 決ま っ た ら 、 WEB サイ ト か が FAX より ご 注文 くだ さい 。 
カタ ログ 有効 期限 2021 年 1 月 31 日 


3 層 構 造 で 飛 潜 を ガー ド ! コ =, ム に ョ 


外側 
抗 ウイ ルス 生地 


(7 人 夫 務 りか 気 に な る 方 に 


肌 に 皿 着 する 内 側 に 最 水 生地 を 使用 し た 、 
ファ ン デ ーション や 口紅 な どの 化粧 移り 
が し に くい マス ク 。 外 側 は 抗 ウ イル ス 生 
地 の た め 、 飛 決 防 止 に も 役立ち ます 。 


本 体 1.000 円 + 税 
小さ め サ イズ 


商品 番号 : 1097231 


ふつ う サ イズ 


商品 番号 : 1097230 


素 材 / 本 体 : ポリ エス テル 6596%、 ポ リウ レタ ン 1596 
中 : ポリ エス テル 100%6 
@ 色 外側 : 白 、 内 側 : ペ バージ ュ @ 国 礎 


NEW 


テー ブル な どの フラ ッ ト な 場所 に 置い て 
使え る 透明 な パー テー ショ ン 。 アクリル 
板 の 厚 さ は 2 mm と 、 し っ か り と し た 作り 


で 飛 潜 防止 に 役立ち ます 。 
テー ショ ッ アク リル 板 を つなげ て 
ーー PT する と と で 。 時 
に マ 
本 体 0 円 + 税 ド ズ で きま す 。 


使用 人 (600m) 
アク リル バー テー ショ ン 900 
本 体 7,200 貴 + 税 


商品 番号 : 1096301 


馬 
アク リル バー テー ショ ン 1200 M 


本 体 11.500 貴 + 衝 胃 還 上 上 周 賠 


えら べ る 3 サイ ズ 


00 画 900m 1200m 


アク リル パー テー ショ ン 
600 


アク リル パー テー ショ ン アク リル パー テー ショ ン 
アク リル パー テー ショ ン りー 


585-645 m 
585-645m 


D.50 の 注文 用 紙 を コピ ー す る か 切り 取っ て 胃 
ご 注文 は うえ PAXE て ご くだ さい 加計 回 


FAX か WEB で ! | MEB| レク リエ ショ ッ ピン グ | 検索 
Https:/priprlshop.ocnkneVproduct-group/21 


NEW 


座っ た まま で 楽し く 脳 トレ ! 


体 の トレ ー ニ ング 
100.99、98… 
足踏み 運動 に 合わ せ て 、 脳 トレ に な る 声 三 詳し い 使い 方 は 
ーー 動画 を チェ ッ ク ! 
か け で 運動 の サボ ー ト を し て くれ ます 。 の ンー ビ ンク っ 
挨拶 や あお し ゃ べり 機能 も つい て お り 、 楽 
し く 運 動 を 続け る こと が で きま す 。 BR に 行う と と で 、 和 人 
本 体 12.000 ロ + 中 み 且 
いこ 「 ル の / NM 
商品 番号 : 1052962 間 な ょ 」 / 7) a) 
! イ 

挨拶 か ら 
日 常 会 話 まで 

カウ ント ダウ ン 

100 か ら 0 まで カウ ント 

ダウ ン し な が ら 足 踏み 
@ セ ッ ト 内 容 / 本 体 、 リ モコ ン 、 を し ます 。 
取扱 説明 書 
@ サ イズ 本 体 : 500x60x320mm ! 層 
リモ コン : 40X130xX20mW ニー ー ーー 

/ 6 足 中 み メニ ュー は 、 カ ウン ト ア ッ プ 、 カ ウ ン 

出欠 WS に co 
@ 更 池本 体 : 間 3 ア ルカ リ 昌 電池 う 、 う た の 種類 。 う た の トレ ー ニ ング に ーーーー 一 の“ 
4 本 ( 多 和 ) は 、 赤い 靴 か ご めか ご め / だ さく ら さ くら 
リモ コン : 単 4 アル カリ 乾 琴 池 2 本 むす ん で ひら いて な ど 3⑳0 遇 を 収録 。 
( 別 吉 ) 


脳 と 指先 の トレ ー ニ ング が で きる 


7 H 


ポー ド の 上 に 同じ 絵本 や 湊 字 の コマ を 四 b と の 


いて いく シン ブル な ルー ル で 、 集 中 力 や 【&】W】 二 SS 】< つ 】9) 


作 は 指先 の トレ ー ニ ング に も 。 


に 


同 し 絵柄 の コマ を 置い た り 、 
コマ 裏面 の 言葉 に 合う 絵柄 に 
置い た り 、 使 い 方 は いろ いろ ! 


よー し ! お く ぞ ー ! 
ご 当地 クイ ズ 


本 体 3.500 円 + 税 
| 商品 番号 :1052780 | 


@ セ ッ ト 内 容 / ボ ー ド 1 枚 、 コ マ 49 信 ( 収 約 ボ ー ド 付 
き )、 ラベ ル ( 表 ) 1 枚 、 ラ ベル ( 杏 ) 1 枚 、 説明 書 1 枚 
@ 材 質 / ン ボード : 紙 、 ラ ベル : ポリ プロ ピレン 、 コ 
マ : ポリ エチ レン フォ ー ム 

@ サ イズ ノボ ー ド : 32cmX35cm、 厚 み : 0.4cm 
コマ : の 3cm、 厚み : 1.5cm 


使い 終わ っ た あと は 
収納 ボー ド に し まえ ます 。 
コマ を は め 直 す 動 作 も 
指先 の 訓練 に 効果 的 。 


ご 注文 は こち ら か ら ! レク リエ ショ ッ ピ ング 


よー し ! お く ぞ ー! 
花 ・ 野 菜 ・ 果 物 
人 は 3.500 円 + 税 
番号: よー し ! お く ぞ ー ! 
商品 番号 : 1052963 な 
本 体 3.500 円 + 税 
商品 番号 : 1052779 
こん な トレ ー ニ ング に 
役立つ ! 
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検索 電 、 https://pripriShop.0cnk.netVproduct-group/21 


本 &DVD 
脳 トレ ・ 介 護 予防 に 役立つ 


大 人 気 の や さ し いぬ り 絵 シリ ー ズ か ら 、" 春 か ら 夏 "と " 秋 か ら 人 " ほど よい 難し さ の パズル が た 
に 咲く 花 の ぬり 絵 が 登場 。 シ ンプ ル で ぬり や すい 絵柄 で 脳 が 活 つり 100 問 。 漢字 バ ズル 、 ナ 
性 化し 、 達 成 感 が 得 ら れ ます 。 AM 判 プペ ー ジ ンプ レ 、 ク ロス ワー ド 、 ま ち 
ら が いさ が ラ エ ティ に 

ーー ニー 」 し ぬり 杜夫 か ら 夏 を 形 る 区 が いさ が し な ど バ ラ エ ティ [ 


と ん だ 内 容 で す 。 [レク リエ | 
や さ し い め ぬり 絵 | * は 1.000+ 才 より 難し い バ ズル を お 求め の 


パズル を た くさ ん 解き た い 方 に 


に ーー 商品 番号 : 4172101 方 に 、 お すす めで す 。 
収録 し て いる 花 800 
サク ラ 、 ア ヤメ 、 バ ラ 、 フ ジ 、 チュ 本 体 円 + 税 
ー リ ッ プ 、 アジ サイ 、 アサ ガオ 、 ハ 8 
イビス カス 、 ヒマ ワリ な ど (4 商品 番号 : 6039601 


謀 修 : 田 滑 共 一 
人 変型 /132 ペ ー ジ 1 まち が か ぃ 
さがし 


や さ し いぬ り 絵 秋 か ら 僧 を 条 る 花 所 
本 体 1.000 円 + 季 
収録 し て いる 花 
コス モス 、 カ トレ ア 、 サ ザン カ 、 パ 


ンジ ー、 シ クラ メン 、 ポ イン セ チ ア 、 
スイ セン 、 ウ メ な ど 14 種 類 


2 人 1 組 で で きる スト レッ チ ご ぼう 先生 の DVD 最新 刊 ! 


利用 者 と 家族 ・ ス タッ フ と 2 懐かし い 歌 と と も に 、 日 本 の 
人 で 行え る 、「 ひ ざ 裏 の ば し 」 美しい 四季 の 風景 を 見 な が ら 
スト レッ チ 方 法 を 紹介 。 元気 体 探 が で きま す ! イス に 座 
な 方 か ら 、 車 いす 、 寝たきり っ た まま で ゆっ た り と で きる 
の 方 まで 、1 回 5 秒 で 無理 な 体操 の DVD で す 。 
く 行え ます 。 ーーーーーーーーー 
本 体 3.300 貴 + 税 

本 体 1.300 円 + 税 商品 番号 : 1081257 

商品 番号 : 4177801 
著者 : 川 村 明 懐か し い 映像 を 
A5 判 /128 ペ ー ジ 見 な が ら 体 を 

5 つの 体 の 状態 に 合わ せ た ニル 

ケア を 紹介 


重要 ポー ズ に は 動画 つき 4…… 
QR コー ド を 読み と る と 、 動画 が 見 られ ます 


さく ら さ くら みか ん の 花咲 く 丘 浜辺 の 歌 / 赤 と ん ほぼ 
ペチ カ な ど 依 か し い 歌 が 計 35 分 
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20 種 類 の 早口 言 葉 を 収録 し た 


誰 で も チャ レン ジ で きる よう 「 あ いう え お 」 を 使 
つた トレ ー ニ ング を 紹介 し て いま す 。 早口 言葉 


正しい 口 の 開け 方 か ら わ か りや すぐ 丁寧 に 紹介 。 
早口 言葉 を 取り 入れ 、 口 腔 トレ ー ニ ング に 楽し 
く 取 り 組 め る 内 容 で す 。DVD を 見 な が ら 練 習 で 


きま す 。 


A4 判 68 ペ ー ジ 


本 体 9。500 円 + 税 


lp 


SS、 
曜日 別 、1 日 15 分 で 
毎日 続け られ ます ! 
っ 


曲 口 ] 言 言葉 Cr ) 


言葉 


oeoooeo~“ 


本 & を DVD 


\ アナ ウン サー・ 赤 間 裕 子 先生 の 口腔 トレ ー ニ ング 本 / 


楽し く 口腔 機能 を 高め る ! 


や か る た 、 百 人 一 首 、 ニ ュ 


ー ス 原稿 な ども 取り 


入れ 、 脳 の 活性 化 に も 役立つ 一 冊 で す 。 


A5 判 /96 ペ ベー ジ 
本 体 1.200 円 + 税 


商品 番号 : 4160801 


es 
口 を 動か し な が ら 
手 を 動か す ト レー 
ニン グ も 紹介 ! 

ッッ 


1 日 1 回 あい うえ お 


ポケ な いた め の 


洛 言 ト レー ニン グ 


TTY 


人 MM リフ イラ モヤ モヤ を 還 


ーー ニーーーー ro アー マー ONS 


_ 頭 」 | 
回 


] 室 を に ロ 


レン スケ ア 


介護 従事 者 の 8 割 以 上 が 
何ら か の スト レス を 抱え て いま す 


平成 28 年 1 9 
Pi 団 法 人 介護 労働 安 


上 司 や 同僚 と の 人 間 関 係 
利用 者 と の 関係 
労働 条件 


業務 の 量 ・ 質 な ど 


WHAT IS 
AVAXHUME? 


the biggest Internet portal, 
providing you various content: 
国 還 罰 brand new books, trending movies, 
fresh magazines, hot games, 
recent software, latest music releases. 


Unlimited satsfacton one low price 
Cheap constant access to Diping hot media 
Protect your downloadings from Big brother 

Safer, than torrent-trackers 


18 years of seamless operation and our users'satsfacton 


All languages 
Brand new content 
One site 


AvaxHome - Your End Place 


We have everything for all of your needs. Just open https://avxlive.icu 
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ン 人 (KK 着 志 = に 己 狼 蘭 )* 四 
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生 


四 田 
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織り PHN 峡 Po" 囚 ま 1 
信 届 けり 伺 也 っ の 0 か > 16 3 抽 。 トコ > トコ へ Et 
り @ BKー さ K 昼 豆 地 ざ や っ 】 ヨ Et At きき ⑯⑬* 人 
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K や 9 
Kー さ KB 衣 WOS 人 と 人 0 避 EEAN 


県 り %6 和 06 補 所 宗 (Kー さ K 民 ) 篤 
所 玉生 りう で 居候 全 年" 伴 束 て 
民 語 ey" 還 お SG 県 けっ 9 詐 容 り っ の 
貞 代 没 応 篤志 じ " スポ く ユー ロ 拒 玉 
電 葉 NO りり 8 や 生 " 

KKG 國 図 / 民 垢 S 鞭 製 を 棚 で 
べく WSNy で や ゃ "「 り 性 Kー さ K 
公 医 図り せ で 」 の 本 登り 苦い ハン) 役 7 
Kー ユ KG 芝 勤 的 忠 る 区 けつ し 竹 足 吉 6 
坦 人 る 統 | 至り や Me" 。 レイ 


スト レス の 原因 


"スト レッ サー は 主 に 4 つ に 分 類 で きる / 


ーーーー 


(ボー ル ) を 外 か ら 押 す カ 
激 を 受け て も 心 の へ こみ 方 


因 )。 同 じ ス トレ ッ サ ー の 刺 
は 人 に よっ て 違う 。 


が スト レッ サー (スト レス 要 


豆 
四 
FV 
芝 
暑 
3 
E 


8 


FN 
守 
4Q 
4 
ミ 
左 
了 
K 


心理 的 
スト レッ サー 


や 


6 
そん 盆 言 い 方 


/ 


イラ イラ 、 モ ヤ モ ヤ を 解消 ! 介護 職 の た め の ス トレ スケ ア 


ぁ な た の 心 と 体 は 大 丈夫 ? 


セル フチ エック を し て みょう 


スト レス 反応 は 「 心 」「 体 」 行 動 ] に 表れ ます 。 最近 の 自分 を 振り 返っ て みた 時 、 下 記 の よう な 変化 は 
な いで し ょ うか 。 当て は まる も の に チェ ッ ク を 入れ て くだ さい 。 


| の 変化 % 体 og 邊 行動 og * 
不安 に な る 疲れ て いる | | 遅 鹿 が 増え た 

| | イラ イラ し や すい 眠れ な い 欠勤 が 増え た 
気持 ち が 落 ち 込 む 朝 早 く 目 が 覚め る 仕事 の ミス が 増え た 
や る 気 が 出 な い 胃痛 、 吐き けが ある 仕事 に 集中 で き な い 

| ] 混乱 する | ] 食欲 が な い | 飲酒 、 喫 煙 が 増え た 
自信 が な いと 感じ る 肩 が こる 人 と 話す こと を 避け る 


CS22 学 3 び 3 スト レス 度 は 高い 可能 性 な 大! 


1 
スト レス に ょ こう し て 対処 


スト レス サイ ン を 見 逃さ ず 、 
早期 に 対処 する 


スト レス に 対し て は 、 で きる だ け 自 分 自身 で スト レッ サー や スト レ 
ス 反 応 に 気づく こと が 大 切 で す 。 その うえ で 、 早 め に 「 セ ルフ ケア 」 
が で きれ ば 理想 的 で す が 、 自分 で は 気づき に くい 場合 も 多い も の 
で す 。 その た め 、 職 員 同 士 で 気づい た 変化 に つい て 声 を か け 合 う 
と いい で し ょ う 。 職員 の スト レス を 施設 全体 の 問題 と と ら え 、 チ ー 
ム で ケア する 視点 も 重要 で す 。 


@ ス トレ ス に 自分 で 気づく 
@ で きる だ け 「 セ ルフ ケア 」 で 
早め に 対処 する ………… 
生 ス トレ ス サ イ ン の 出 て いる 人 に は 
「 チ ー ム に よる ケア 」 を … 
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音楽 を 聞く 、 散 歩 、 ス トレ ッ チ 、 スイ ー ツ を 食べ る な ど 、 スト 
レス の 解消 法 は 人 それ ぞ れ で す 。 大 切な の は 、 で きる だ け 多 く 
の 方 法 を 持っ て お く こと 。 例え ば 、 旅 行 が 唯一 の スト レス 解消 
法 だ と 、 請 事情 で 行け な い 時 に は スト レス が た まる 一 方 で す 。 
短 時 間 で で きる も の 、 長 期 的 な も の 、 出 か ける こと 、 家 の 中 で 
で きる こと 、 家族 や 友人 と 一 緒 に や る こと 、 一 人 で で きる こと 
な ど 、 異 な る 観点 の 方 法 を 多く 持っ て お く ほ ど 、 ス トレ ス に 対 
処し や すく な り ま す 。 


的 
識 を 集中 させ る こと は 、 ス トレ ス 解 消 に 効果 
が あり ます 。「 な が ら 行 為 ] を や め て 、 例 えば 、 テ レビ を 
消し て 、 じ っ くり 食事 を 味わう な ど 。 


いつ も 行っ て いる こと に 、 新 し い 要 素 を 
加え る だ け で も 、 前 向き な 思考 に な り 、 スト 
レス 解消 効果 が 高まり ます 。 例 えば 、 料 理 
や お 菓子 作り な ら 新しい レシ ピ に チャ レン ジ 
する と か 、 家 庭 菜園 な ら 初め て の 野菜 を 育 
て て みる な ど 。 いつ も 自転 車 通勤 し て いる 
道 を 歩い た り 、 回 り 道 を し て 帰っ た り 、 何 気 
な いこ と で 意外と 気持 ち が リ フレ ッシュ す 
る も の で す 。 「 ど こ を 変え て みよ うか ]「 何 を 
新しく し て みよ うか が] と 考え る こと 自体 も 心 
へ の よい 刺激 に な り ま す 。 
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EE イラ イラ 、 モ ヤ モ ヤ を 稲 消 ! 介護 職 の た め の ス トレ スケ ア 


(3 3 人 間 関 係 の スト レス に は 
[価値 観 の 違い ] を 認識 し て 対処 


介護 職 の スト レッ サー と し て 多い の が 職場 


の 人 間 関 係 、 な か で も 言葉 づか いや 物品 の 管 ーー 『 コー フク に 

人 相手 の 考え を 変え よう と する の で は な く 、 「 何 を 大 事 に し た い 
as 隊 ー え を 変え 。 ヽ に し た い 

ス で す 。 これ は 価値 観 の 違い に よる と ころ が 大 の か | を 明確 に し な が ら 、 感 情 仏 に な ら ず に 伝え まし ょ う 。 


きい の で す が 、 人 それ ぞ れ 価値 観 が 違う の は 
当たり 前 と 認識 し た うえ で 、 自分 の 考え を 冷静 
に 伝え て み ま し ょ う 。 それ に よっ て 円 滑 な 関係 
が 築け る こと も あり ます 。 


利用 者 に 対し 、 親 近 感 か ら 
愛称 で 呼び か ける 同僚 と 、 
な れ な れ し い と 
違和感 を 抱く 自分 。 

互い の 考え を 伝え 合っ て 
解決 策 を 探る 。 


光 仕事 の 行 さつま り を 感じ た ら 
同僚 や 上 司 に 相談 する 


仕事 上 の 行き づま り は 、 一 人 で 抱え 込む 前 に 同僚 
や 上 司 に 相談 を 。 自分 の 介護 の 仕方 に 不安 が ある 時 
な ど は 、 同 僚 や 上 司 に 相談 する と 、 前 向き な 意見 が 聞 
け て 自信 に つなが る こと が あり ます 。 非常 に 強い 不安 
が ある 時 は 、 カウ ン セ ラー や 専門 医 へ の 相談 も 必要 。 


「 ス トレ ス は あっ て 当然 」 
と 認識 を 


スト レス か ら 心 身 に 不調 を きた すこ と は 自 
然 な 反応 。 つ らい と 感じ た ら 無理 を せ ず 、 
他人 に 助け を 求め まし ょ う 。 


「 終 末期 に ある 利用 者 に 
接する の が 怖い 」 と 

同僚 に 相談 し た と ころ 、 
自分 だ け で は な いと わか り 
安心 し た 。 
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電 遇 貞 の スト レス サイ ン を 見 極め て 


声 を か ける 


共に 働く 上 司 や 同僚 だ か ら こ そ 気 づ 
ける スト レス サイ ン も あり ます 。 と くに 行 
動 面 の 変化 は 、 そ ば に いる 人 が 客観 的 
に 見 て 気づく こと が 多い も の 。 それ まで 
に は な い ミ ス が 目立つ よう に な っ た ら 、 
責め る より 体調 や 心配 事 が な いか 、 尋 
ね て み ま し ょ う 。 そう する こと で 助け の 
要 否 を 見 極め られ 、 本 人 の 気づき も 得 
て 対処 し や すく な り ま す 。 


ス 


ラッ ニ 


人 放 テ ー ム で 行い た い 


田 3 つの 対策 
_ 人 助け を 必要 と する 職員 に 気づく 。 
@ 職 員 の 感情 を 受け 止め 、 
心配 事 や ニー 8 
@ 体 調 の 管理 と 確認 を 続け 、 
こま め な 休息 を 促す 。 
職員 が 配膳 時 に 転ん で 
食器 を 割っ た 際 、 ミス を と が め ず 、 
体調 を 尋ね る 。 


職員 を 承認 し 、 ね ぎら うこ と で 
や る 気 を 引き 出す 


で き て いる こと に 着目 し 、 意 識 的 に 承認 、 
ね ぎら い の 言 葉 を か ける こと が 、 言葉 を か けら 
れ た 人 の 心 の 容量 を 広げ ます 。 さら に 、「 一 緒 
に 頑張 れ そ う 」 と いう や る 気 を 引き 出す こと に 
も つなが り ま す 。 「 や っ て くれ て あり が と う 」 と 
いう 言葉 の ほか 、「 私 た ち 、 よ く や っ て いる よ 
ね 」] と いっ た 気持 ち を 共有 する 呼び か け も 有 
効 で す 。 


「 承 認 の 言葉 が け 」 を 
意識 的 に する 。 
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特集 


イラ イラ 、 モヤモヤ を 解消 ! 介護 有職 の た め の ス トレ スケ ア 


職員 が 自分 の 状態 や 気持 ち を 
表現 で きる 場 を 設け る 


職員 同士 が 互い の 気持 ち を 表現 し 合え る 場 を 昨日 、OO の 
設け る こと も 、 有 効 を な スト レス 対策 に な り ます 。 人 ライ プ に 行っ て 私 は 最近 
は 本 音 を 口 に で きる 場 が な いと 、 精 神 的 に 疲 弊 し 最高 で し 本 ! ちょ っ と 
て し まい ます 。 自 分 の 気持 ち を 言葉 に し て 、 率 直 に ン NW 補 不 足 ぐ …… 


表現 する だ け で 、 一 定 の スト レス 解消 効果 が ある 
の で す 。 上 司 に と っ て は 、 その よう な 場 で 職員 の 気 
持ち を 聞く こと で 、 ス トレ ス が か か っ て いる 職員 を 
把握 で きる と いう メリ ッ ト も あり ます 。 


ミー ティ ング 時 に と 人 


ひと 言 ず つ 気 持ち や 
状態 を 表現 する 。 


絢 [ユー モア 」 や [ 癒 や し | で 
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心 を な ご ませ る 工夫 を 


容易 で な いこ と が 多い 仕事 の 場 だ か ら こそ 、「 ク スッ ] 
と 笑え る ユー モア の 要素 を 加え る こと が 大 切 で す 。 気持 
ち に 余裕 が な いと 、 人間 関 係 は ギ ス ギ ス し が ち 。 ユー モ 
ア の ある 会 話 を 心がけ た り 、 心 が な ご む 写 真 や 小物 を 
置い た りす る こと は 、 ス トレ ス の 軽減 に 有効 で す 。 


パソ コン の 待ち 受け を 


テン 動物 な どの 画像 に する 。 


過重 な 職場 環境 は スト レッ サー に な り 、 
不適 切 ケア や 事故 に つなが る こと も あり ます 。 
職員 の スト レス を 軽減 し 、 心 身 の 健康 を 保つ ため だ け で な く 、 


スト レス 対策 の 
要 ! 危機 管理 的 な 意味 で も 環境 整備 は 重要 で す 。 


職場 環境 を 
整備 する 


人 職員 が 休息 を と れる 環境 を 整え る 。 
人 @ 話 し 合い や 対話 の 機会 を 多く 持つ 。 


人 研修 の 実施 や 資格 取得 の 支援 な ど 、 職員 が 自信 を 持ち 、 
モチ ベー ショ ン を 上 げ ら れる サポ ー ト を する 。 


NNSNSSSS 


NN 


経験 や カン に 
頼ら な い 


スト レス に どう 向き 合っ た らい い ? 


テー 里村 佳子 


社会 福祉 法人 具 ハ レル ヤ 会 嘩 ペタ ニア 
\ ホー ム 理 事 長 。 広島 国際 大 学 臨床 示 授 、 


広島 県 認知 症 介護 指導 者 、 広 島 県 精神 
医療 審査 会 委員 、 中 市 介護 認定 審査 会 
委員 。2017 年 、 訪 問 午 護 ス テー ショ ン 「 ユ 


証 ム ] (東京 ・ 荻 窪 ) を 開設 。 著 書 に 
WM ある 介護 (岩波 書店 )。 


DD)YIvIN コ 
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な 
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へ 計 記 


sw に 州 O 
の に すい に Am に 4 コレ ベント: こも くい マレ 
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. 和 さ ok 記 東 店 避難 放 マ アパ の 
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Hr マテ 
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2 


な 


認知 症 ケ ア で 特に スト レス を 感じ や すり 場面 の 及 


認知 症 の 利用 者 に 接する 介護 職員 は 、 暴 言 や 暴力 、 妄 想 な ど 認知 症 の BPSD 
に 由来 する 言動 に 戸惑い 、 傷 つく こと も 少な く あ り ま せん 。 認知 症 ケア の 際 に 
生じ や すい スト レス を 、 どの よう に 受け 止め 、 どう 対処 すれ ば いい の か が 。 スト 
レス と の 上 手 な つき 合い 方 と と も に 考え て いき まし よう 。 

文 森 麻子 イラ スト 藤原 ヒロ コ 


職 よ 認 測 認 な 認 す 職 ま 大 ほ 
員 る 知 し 知る 知 い 員 す な ん 高 と っ 
も 利 症 に 症 ス 症 場 に “ ひ の 則 ス 介 誰 
少 用 の く の ト ケ だ と 大 が わ 者 ト 護 知 
な 者 B い 症 レ ア と っ つき や ず を 
く の P う 状 ス を いて な 事 か 対 議 呆 5 
あ 言 S え は が 行 % ` 責 改 な 象 ス 員 ケ 
り 動 D 牛 日 加 う る 強 任 に 見 と の が ア 
ま に だ 谷 言 々 わ 場 で い が つ 菩 す ノ 
せ 心 六 異 る 合 し ス 伴 な た と る 議 に 生存 の ) 
を 貞昌 な と は ほ は ょ ト う が し 介 殊 え 現 

を 心 九 り た こう レレ 介 る や 護 え 近 

疲 十 記 ) あ そ " ス 度 こ ミ 現 王 E 東 当 

弊 玉 痢 反 ち こそ を 現 と ス 場 で 

さ 挟 た 応 ま に し 抱 場 も が で 

せ や どぶ が まさ て え は あ ` は 

る に へ く 予 5 いや いり 重い 


暴言 を 黙っ て 聞く し か な い 時 利用 者 に 対し て きつ く 感 じ ら れ る 


物言い を する 職員 を 見 か けた 時 


】 利用 者 か ら の 暴言 に 対し て 、 介 護 者 と し て 反論 し : 同じ 介護 職員 で も 、 介 護 の 姿勢 や 考え 方 、 価 値 観 
て は な ら な いと 考え 、 感 情 を 抑 制す る こと が スト は それ ぞ れ 悦 いま す 。 そ の 相 眉 が スト レス を 感じ る 


原因 に な る こと も 。 
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POCKETRPRRRPROEIRRRRORHRRRRRRREERRERRERREEEIEREREESEEYEE 


事例 で 学 ぽ う 


スト レス を ぇ た め な い 対処 の 仕方 


介護 現場 で 、 職員 が スト レス を 感じ や すい 3 つの シー ン を 例 に 、 
負 の 感情 を た め 込ま な いた め の ス トレ ス 対 処 法 を 紹介 し ます 。 


ツ 


* 困 白 分 の ケア に 自信 を 失っ て wo2 


自分 が 介助 する 時 に は 食 が 進ま な い の に 、 
ほか の 職員 だ と スム ー ズ に 食事 を し て いる …… 


私 の 時 は 食べ て 


くれ な い の (に 


に SS ジン いか が で すか が か? 
うま くい っ て い 

ほか の ケア に 目 を 向け 、 (e 
自信 を 持ち まし ょ う 


食事 以外 の 時 の 利用 者 の 様子 を 思い 浮か 
べ て み ま し ょ う 。 よ く 会 話 も し 、 笑 顔 で コ 
ミュ ニケ ーション が と れ て いる よう な ら 問 是 
あり ませ ん 。 ほ か の 職員 の ケア と 比べ ず 、 
自分 が うま く で き て いる 点 に も 目 を 向け て 、 
自信 を 持ち まし ょ う 。 


利用 者 か ら す ぐに 対応 で き な い こと を な じ ら れ て も 、 
言い 返さ ず に 我慢 し て いる 


医 2 計 3、 アイ (1T) メッ セー ジ で 、 
、 ) は っ きり と 気持 ち を 
えま し ょ う 


利 


用 者 の 言動 を 否定 する よう な 発言 は し つら いと 感じ る か も し れ 
ませ ん が 、 アイ (1) メ ッ セ ー ジ で 、「 傷 つい た 」 [悲しい] と いう 思い 
を 素直 に 伝え れ ば 、 利用 者 も 理解 し て くれ る で し ょ う 。 


入浴 を 嫌がる 利用 者 の 家族 か ら 、 
[な ぜ 入 浴 させ な い の か 」 と いう クレ ー ム が …… 


家人 し て も らい まし ょ う 


一 人 で 抱え 込ま ず 、 上 司 や 先輩 職員 に 利用 者 の 家族 に どう 対応 
すれ ば いい の か を 相談 し まし ょ う 。 会 議 の 場 で は 、 自 分 の 抱え る 
思い を 仲間 に 伝え 、 負 の 感情 を 共有 し な が ら 、 一 緒 に 対策 を 考 
えて いく と いい で し ょ う 。 


lr 
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(こん な, 時 
どう すれ ば いい 3? 


? 人 B | 今月 の 相談 3 
いつ も 忙し そう で 


イラ イラ し て いる 先輩 の A さ ん 。 


報告 し た いこ と が 
ある ん だ けど 、 今 は 
や め た ほう が いい か な 


こん な 時 、 ご どう すれ ば いい ? 


GFTE め お 悩み 相談 室 


の Nr 


相手 の 感情 に 左右 され な いこ と が 大 切 。 
伝え た いこ と を メモ し て か ら 話 す な ど ご 
伝え る た め の 準 備 を し て お ぐ の も 1 つの 方 法 で す 。 
探 を , の な と 話 容 ち で る そ 静 て 伝 務 し 
つい 自 も ら を せ を 例 に は 前 の に 伝 相 え 上 か 相 
て ろ 分 1 落 も ば 紙 え ゆな か 術 伝え 手 る 必 し 手 
いい 2 つ ち れ ` に ば と いら を えた の こ 要 、 の 
きろ を ょ の 着 な 相 書 報 り と 相 持 る い 感 と な 介 
ま と 促 方 いく 手 い 告 が い 手 つた こ 人 情 が こ 護 
し 試 あ 法 て 伝 の て を 生 う の て め と に 大 と 現 が 
まし た で 話 え 感 お すま 認 機 お に が 巻 切な 場 悪 
うい が ちせ ら 情 きる れ 議 嫌 く は し き で の に い 
状 人 や る れ に ま 時 ま を が こ ` つ 込 す で お 時 
8 旧 すま ッ て は 
和合 静 相 て 込 そ を 前 て 場 ポ と 伝 て イ 報 革 
っ に 手 ょ ま の も お 合 イ ど え し ミ 舎 
た 倒 に うれ メ つ っ く は ン う ら ま ン や 谷 
ア え 選 ゃ ず モ て だ い ト 向 れ う グ 連 今 
プ ら ん ま に を 伝 け 自 ? き ま と を 絡 と 
ロ れ で た 必見 え で 分 話 合 せ ` 逃 な い 
どう いう ァ プ ロー チ な ら 5 。 ナ 方 ちぃ いな が が い 所 欠か ん み * 拓 ず は あ 
ーー い な か “ 
“= 自分 "で いら れる か を 考え る を 法 うつ こら 内 持 軸 けり ^ 冷 し に 業 % 


報告 ・ 連 絡 ・ 相 談 な ど は 、 事前 に 伝え た いこ と を メモ し て お く と 安心 。 


メモ を 準備 し て 、 し っ か り 伝 える 相手 の 背景 を 想像 し 、 
心 を 寄せ る 


的 確 に 手短 に 伝え 、 相手 に 時 間 を と ら せ な いよ うに し まし よう 。 相手 が イラ イラ し て いる の は 、 疲れ の せい や 、 
体調 が すぐ れ な いか ら か も し れ ま せん 。 「 お 療 
れ の よう で す が 大 丈夫 で すか ?」 な ど と 話し か 
[伝え た いこ と は 何 か 」 け 、 相手 へ 気づか い を 示す こと も 大 切 で す 。 
「 伝 えた いこ と は 、 いく つ あ る か 」 
が わか る よう に 箇条 書き に する 。 


いつ だ っ た ら 話 し か け て よい か 、 
相手 に 選ん で も ら う 


話し た いこ と が ある 旨 だ け を 伝え 、 話 が で きる タイ ミン グ や 時 間 を 相 
手 に 選ん で も ら う こと で 、 冷静 に 対話 する こと が で きま す 。 


大 変 な 時 に 
ご 相談 し た いこ と が 申し 訳 あ り ま せん 
ある の で す が 、 
いつ な ら 大 丈夫 で すか ? 
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今月 の 相談 2 


利用 者 に 対し て な れ な れ し い 
言葉 づか い を する 職員 が いま す 。 
どう 指導 すれ ば いい で し ょ よう ? 


えー、 で も 換気 な ん で 、 
も う 少 し 我慢 し て くだ さい よ 


19 岬 書 喘 WS 


こん な 時 、 どう すれ ば い 


GEEED お 悩み 相談 室 


の Nrm 


本 人 は 気づい て いな いか も 。 
ぐり 返し 気づか せる こと と 、 敬意 を 払 つた 
対応 の 大 切 さ を 伝え まし よう 。 
ン 2 大 感 る を 。 ば 自 に そ 親 と け せ し 
CRE の As (えっ ぴ う す な を る あと る は くる 
\ い 円 ン 1 3 
午 業 プ か い 、 目 上 の 人 に く / 凍 < ぇ まし た ? も に て で 分 周 す 族 を り ご し 込 か 
対し て 失礼 で し た よ い 7 ら 促 気 も の 陸 影 だ な 伝 ま 不 か めし 
ーー ケー え し づ 対 対 に 響け れ え す 満 し て た 
ク る まい 応 応 と を で な ら * や 接 ら 
よし て が っ 一 は れれ な ク そ し いい 
う ょ も 変 見 て 緒 な し る に レ の て を そ 
な うぅ うら わ 真 も に くい よ よ | よい の 
ア * い らき す マ 考 い 言う り ム うる 有職 
プ 言 いな る イ え ぇ 自 葉 に ^ に に つ 員 
ロ 葉 正 い ぶ ナ て 分 づ 信 本 な 受 も は 
1 だ し 時 サス み 自 か る 亭 っ けり 利 
チ け い は に だ ま 身 い ょ な て 取 な 用 
を で 対 い た と し や が る 言 返っ の 者 
す は 応 そ 5 理 ょ 周 、. 葉 つて か に 
る な を の ま 解 うり 利 了 づ て も も 対 
こく 意 都 す で "の 用 ぶ か くら し し 
と \ ヽ 議 度 ゃ き 自 職 者 ゃ いる えれ て 
が 実 す 声 れ 分 員 と で こ な ま 親 


声 を か け て 気づい て も ら う 


フレ ンド リー な 言葉 づか い は 、 目 上 の 人 に と っ て は 「 失 礼 な 対応 だ 」 と 受け 取ら れる 場合 も ある と いう こと を 
認識 し て も らい ます 。 そ し て 、 利用 者 に は 敬意 を 払う こと 。 適切 な 介護 サー ビス を 提供 する た め に は 、 相 
手 を 気づか う 対応 や 丁寧 な 言葉 づか いで 円 滑 な 人 間 関 係 を 築く こと が 大 切 だ と 伝え ます 。 


周囲 に どん な 影響 を 与え る か を 一 緒 に 考え る 2( 
自分 の 何気ない 言動 が 、 具体 的 に どん な こと を 引き ノ 
起こ す の か を 一 緒 に 考え る こと で 、 よ り 理 解 が 深まり 2、 動 の 
気持 ち に な り 、 心 を 開い て くれ な く な る 。 それ を 見 て 8 


ます 。 例え ば 、 失礼 な 対応 を され た 利用 者 は イヤ な 
いた 周囲 の 職員 も 苦い 表情 に な る 。 ほか の 利用 者 も 
「 あ の 人 と か か わり た く な い 」 と 思う 。 さ ら に 利用 者 の 
家族 に も 不信 感 を 与え る か も し れ な い 。 そ うな る と 、 
施設 の 評判 や 経営 に も 影響 が 出る …… と 、 さ ま ざ ま 
な 視点 か ら 起こ りう る こと を 考え ます 。 


フィ ー ド バッ ク を する さっ き 利 用 者 さん に 2 


) あ 
友達 みた いな 言葉 を 使っ て いた わ よ | ( 気 だ つけ ます ノ 
こら 


ゆん 4 


目 上 の 人 に 敬意 を 払う こと が 大 切 だ と わか っ て も 、 無 
意識 の うち に 失礼 な 対応 に な っ て し まう こと も ある で 
し ょ う 。 そん な 時 は 、 フ ィ ー ド バッ ク を し ます 。 事前 に 、 
失礼 な 対応 を と っ て いた ら フ ィ ー ド バッ ク す る こと を 約 
東 し て お く と 、 互い に 気持 ちの よい コミ ュ ニ ケー ショ 
ン に つなが り ま す 。 


NH し ) ssl 剛 正 代 村 党 


ド 球 
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9.、 


お きた いし 


介護 の 現場 で 働く 人 が 


知っ て お きた い 、 


「 介 護 の 今 」 が わか る 情報 を 
厳選 し て お 届け し ます 。 


あの 松竹 芸能 が ビオ ネス トグル ー プ と コラ ボレー ショ ン 


\ レ ク 」 で 介護 現場 に 笑顔 と 元気 を 


コロ ナ 宰 で 外出 や レク リエ ーション が 制限 され 、 介護 
サー ビス の 利用 者 ・ 職 員 と も に 閉 そく 感 が 強まっ て いる 
な か 、 リ モー ト で 介護 現場 に 「 笑 い 」] を 届け る サー ビス を 
松竹 芸能 株 式 会 社 ( 大 阪 府 大 阪 市 ) が 開始 し まし た 。 

第 1 弾 は 、2020 年 6 月 3 日 に 実施 され た 「 バ ー チ ャ ル 
寄席 ]」。 全国 14 か 所 の 介護 施設 を オン ライ ン で つなぎ 、 
総勢 300 名 の 高齢 者 を バー チャ ル 空 間 に 集め 、 落語 家 ・ 
森 乃 石松 さん に よる 寄席 が 開催 され まし た 。 


この 成功 を 受け 、 7 月 14 日 の 第 2 弾 で は 、 外 出自 粛 中 
の 高齢 者 を 対象 に 「 訪 問 邊 護 師 が 松竹 芸人 を オン ライ ン 
で 連れ て きた ! 」 と いう 企画 を 実施 。 訪問 看 護 師 が 利用 
者 宅 に 持参 し た タブ レッ ト 端 末 上 で 、 松竹 芸能 の お 笑い 
芸人 が 利用 者 と コミ ュ ニ ケー ショ ン を と りな が ら 、 漫 才 を 
披 器 し た り 、 ジャンケン ゲー ム で 楽し ん で も ら っ た りす る 趣 
向 で し た 。 

松竹 芸能 を 動か し た の は 、 全国 で 140 事 業 所 以上 の 

回 医療 ・ 介 護 ・ 障 が い 福 祉 事業 を 手 が 
Et ける ビオ ネス トグル ー プ (兵庫 県 神戸 
市 )。 同 グ ルー プ の 「 介 護 現場 の 高齢 
者 と 従事 者 を も っ と 笑顔 に し た い 」 と 
いう 意向 に 、 松竹 芸能 側が 協業 と い 
う 形 で 応え まし た 。 松竹 芸能 は 、 今 
後 も こう し た リモ ー ト レク の 取り 組み 


実際 の オン ライ ン お 笑い レク (第 1 弾 ・ 第 2 殖 ) の 様子 は 、 Youube で 閲覧 する こと が で きる 。 


を 続け て いく と し て いま す 。 


認知 症 行方 不明 者 情報 を LINE で 素早 く 発信 ! 
全国 初 の 取り 組み 「 よ こす か オレ ンジ LINE」 と は ? 


神奈 川 県 横須賀 市 は 、 [認知 症 フレ ンド リー コミ ュ ニ 
ティ ー」 と 銘打っ て 認知 症 に な っ て も 安心 し て 暮らせ る ま 
ち づ く り に 取り 組ん で いま す 。 その 一 環 と し て 2020 年 9 
月 か ら ス ター ト し た の が 「 よ こす か オレ ンジ LINE」 で す 。 

認知 症 の 人 が 一 人 で 外出 し て 行方 不明 に な っ た 時 、 家 
族 や 警察 な どか ら の 連絡 を 受け た 横須賀 市 が 、 市 の 公 
式 LINE ア カウ ント を 通じ て 地域 の 認知 症 サ ポー ター( 約 
2 万 6000 人 ) や 認知 症 オレ ンジ パー トナ ー\(111 人 ) に 情 
報 発 信 。 捜索 の 協力 を 仰ぎ 、 い ち 早い 発見 を めざし ます 。 
同市 で は 行方 不明 者 発見 ・ 保 護 の た め の SOS ネ ッ ト ワ ー 
ク も 整っ て いま す が 、 今回 の LINE 発 信 の 仕組 み に より 、 
さら に 迅速 な 対応 が 期待 され ます 。 

発信 する 情報 は 、 認知 症 サ ポー ター に 対し て は 「 年 代 、 
性 別 、 住ん を で いる 町 名 、 身体 的 特徴 、 発生 日 時 、 最後 
に 確認 され た 場所 ] な ど 。 認知 症 オ レン ジ パ ー ト ナー に は 
「 氏 名 、 写真 、 認知 症 の 程度 ] と いっ た より 詳細 な 情報 
が 届き ます 。 情報 を 受け 取る に は 、 市 の HP や チラ シ に 


※ 招 知 症 オ レン ジ パ ー ト ナー … 認 知 症 サポ ー タ ー の うち 、 別 途 講義 を 受け て 横 須 
賀 市 に ボラ ンティア 登録 し た 人 。 


記載 され た QR コー ド な どか ら 公式 アカ ウン ト の 友だち 追 
加登 録 を し ます (オレ ンジ バー 語り 6 


ーー 』 LINE で は 認知 症 関連 
く の 上 市 SQ 是 ミミ 情報 や コラ ム な ど や 発 
2 作 、 急 和 庁 の の 
2 守 Wemosfme 
に 担い ます 。 


me で 028 月 18B11 凍 こ 
em 人 
23 


AO 
BE の えな い きえ な 


横須賀 市 公式 LINE の 
^ アイ コン 画像 。 
| ーー 知 症 オ レン ジ パ ー ト ナー 向け 


ご 攻 あ り が と うこ ご ざい まし た 。 


に は 、 こ の よう な 形 で 行方 不明 
者 情報 が 送ら れ て くる (画像 は 


了 デモ メッ セー ジ )。 
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る の きっ か け に 役 立 
ンコ 


楽し い 会 話 に 広げ て み ま せ ん か ? 


本 カノ pm 本 人 黄 イラ スト ン し ま の 5 こう いち 
< 守護 ZHXIA フォ トラ イブ ラリ ー 写真 


ー ニ 二男 節 先 と は …… モ 干 ニ 化 と は …… 雑 徹 と は …… 


秋 世 (太陰 太陽 暦 ) が 採用 され て い 二 十 四 節気 を さら に 3 つ に 分 け 、 季 ー 四 節気 や モー 候 以 外 に 季節 
た ころ 、 一 年 を 24 に 分 けた 呼び 名 が 人 節 の 移り 変わ り を 日 本 の 風土 に 合 を 表す も の と し て 、 気 候 や 風土 
考え られ まし た 。 現在 で も 季節 を 知 せ て わか りや すく し た も の で す 。 実際 の 暮 ら し の 知恵 に 基づい て つ 
る 目安 と し て 使わ れ て いま す 。 くら れ た 日 本 独自 の 暦 で す 。 


67 注 … 鐘 マ ー ク 以降 の 青 字 を 参考 に 、 利用 者 さん と の 会 話 を 広げ た り 、 一 緒 に 歌っ た り 、 体 を 動か し た り し て くだ さい 。 


ほっ ぅ 
初 売 り 

新年 初め て の 売り 出し の こと を 、 初 売 り と いい ます 。 江戸 

時 代 、 1 月 2 日 の 日 本 橋 ・ 時 河岸 の 初 売り は 大 に ぎわ い だ っ 

た そう で す 。 今 も デパ ー ト の 初 売り に は 、 福袋 を 求め る 買い 
物 客 が 行列 し ます ね 。 

福袋 は 、 お 値段 以上 の も の が 

入 つ て いて お 得 ! ひと 苔 前 は 

洋服 が 定番 で し た が 、 最 近 は 食品 や 

雑貨 お など バラ エ テ ィ ー に 富ん で いま 

す 。 福袋 を 買 つ た こと が ある 方 、 ど 


聞か せく だ さい 。 


< 福袋 の 始ま り は 近 戸 時 代 。 日 本 橋 の 服 
店 越後屋 の 「 比 寿 袋 ] か ら と いわ れる 


か け お ちの 日 


本 当 に か け お ち し た カッ プル に ちな ん だ 記念 日 で す 。 1938 
( 骨 和 1 年 1 月 3 日 、 女優 の 剛 押 子 と 
共産 党員 で 演出 家 の 艇 本 良 吉 が 、 日 本 か 
ら 当時 の ソ連 に か け お ち し まし た 。 二 人 
は ソ連 で スバ イ 容 疑 の た め 逮 捕 さ れ た そ 
う で す 。 
か け お ち は 小 説 や 映画 の 世界 の こと 
だ と 思っ て いま し た が 、 実際 に 
あっ た の で すね 。 皆さん 、 も し も 有名 
人 と か け お ち す る な ら 、 誰 と どこ 
に 行き た いで すか ? ( 例 ) 私 は 、 
神仙 茜 治さ ん と 南 の 島 に ……。 
想像 する の は 自由 で す よね ?! 


世間 は 今日 あたり か ら 、 仕 事始 めで し ょ うか ? 昔 は 、 宮 
中 や 政府 な ど 公 の 用 務 を 「 御 用 」 と いい 、 そ の 年 の 執務 を 始 
め る こと を 、 御 用 始め と いい まし た 。 御用 始め は 、 今 で は あ 
まり 聞き 慣れ な い 言葉 に な り ま し た ね 。 
で は 、 私 た ち は 「 笑 い 始め 」 を や つて み ま し ょ う 。 笑い 
は 笑い で も 「 大 笑い 」 で す よー。 お 腹 に 手 を 当て て 大 き 
な お 声 で 「 わ つ は つっ は っ は : ー 
ー」。 さあ 、 ご 一 緒 に ! 


と 雪 性 た ちの 和服 交信 関 と 
な っ た 大 発 会 (写真 / 株 式 会 関 
社 日 本 取引 所 グル ー プ ) 


日 本 で は 1873 (明治 6) 年 か ら 一 年 を 1 12 の 数 字 
の 月 で 表す よう に な り ま し た 。 そ れ ま で 1 月 は 但 
@ 


ec。 た と いわ れ て いま す 。 や 
MY YY Ad 


元 日 


1 月 1 日 を 元 日 、 元 晶 の 朝 を 宛 旨 と いい ます 。 また 、1 月 
3 日 まで の 3 日 間 を 「 三 が 日 」 と 呼び 、 多く の 企業 が 休み と 
な り 、 家 庭 や 地域 で さま ざま な 正月 行事 が 行わ れ ま す 。 


まっ 6 て 
借 初 語 

一 年 で 最初 の お 参り の と と 。 1 月 7 日 また は 1 月 15 日 ま 
で に 神社 仏閣 で 、 昨 年 の 感謝 と 新年 の 幸せ な ど を 祈願 し ます 


ぞう に 
@ お 雑煮 
Cg 。 
年 拉 様 に お 供え し た お 名 や 野菜 な 
ど で 、 一 年 の 無病 息災 を 願っ た と い 
われ る お 雑 z 基 。 地 域 や 家庭 に よっ て 
お 魚の 形 や 味つけ が 違い ます 。 毎 年 、 
“わが家 の 味 " が 楽し みな 料理 で す 。 
し 焼い た 角 餅 に 畔 泊 仕 立て の 関東 必 。 


一 般 に 丸い お 餅 は 、 岐 阜 か ら 西側 で 多く 使 
われ て いる 


鉄腕 アト ム の 日 


妥 和 の ロボ ッ ト と 聞く と 、「 欠 腕 アト ム 」 が 思い 浮か び ま 
せん か ? 漫画 の 神様 ・ 手 表 治 虫 の 作品 の 主人 公 で 、 日 本 中 
の 子ども た ちの 心 を つか み ま し た 。 テレ ビア ニ メ が 始ま っ た 
の が 1963( 昭 和 38) 年 の 1 月 1 日 。 それ に ちな ん だ 記念 日 で す 。 

鉄 名 アト ム に は 妹 ロ ボッ ト が いま す 。 名 前 は 何で し ょ う 
か ? ① ウ ラン ちゃ ん ② マ リン ちゃ ん ③ プ リン ちゃ 
ん 答え は ① の ウラ ン ち ゃ ん で す 。 


4 日 本 で 最初 の 連続 
TV アニ メ で 、 1 話 24 分 
だ っ た (写真 /「 鉄 腕 
アト ム 」@Tezuka 
Productions) 


今 昌 休日 RA 1) 


7 日 は [人 日 の 節句 ] と いわ れる 五 節句 の 1 つ 。 春 の 七草 ( セ 
リ 、 ナズナ 、 ゴ ギョ ウ 、 ハコ ベラ 、 ホトケノザ 、 スス ナ 、 ス 
ズ シ ロ ) を お か ゆ に 入れ て 食べ る こと で 悩 気 を い 、 無 門 
芝 を 祈り ます 。 年 末年 始 の ご ち そ う で 疲れ だ 骨 腸 を 休め る の 

』 に も 効果 的 。 地域 に よっ て 食 


較 本 や 調理 法 は さま ざま で す 。 
『 半生 革 が ゆ に お 餅 を 入れ る 
アデ る s 坦 。 > と ころ も ある そう で す よ 。 


皆さん の 家 の 七 草 が ゆ に は 何 
が 入っ て いた で し ょ うか が ? 


パ 七 車 が ゆ は 、7 日 の 朝 に 食べ る 
日 本 の 行事 食 。 す で に 平安 時 代 に 
行わ れ て いた と いう 


信州 地酒 で 乾杯 の 日 
長野 県 で 製造 され る 清酒 、 フ イン 、 ビー ル な どの 地酒 を も っ 
と 飲も う ! と 「 信 州 地酒 で 乾杯 の 日 推 進 協議 会 」 が 制定 し 
まし た 。 乾杯 し た 時 、 杯 や グラ ス を 上 か ら 見 る と 、 数 字 の 
「8」 に 見 える こと か ら 、 毎 月 8 日 が 記念 日 に な か つて いま す 。 
地酒 と いう と 、 や は り 日 本 酒 を 思い 浮か べ ま すね 。 日 本 
酒 が お 好き な 方 は いら っ つ し ゃ いま すか ? 今 の 時 期 は 衣 
痛 で し ょ うか ? お いし い お 洒 の 銘柄 を 教え て くだ さい 。 


LA 内 用 上 條 た 
PS 本 困 目 症 
MI 1 HH 提 ec 


部 ) 


4 浴 ん だ 水 と 空気 
に 悪 ま れ 、 夏 の 湿 
度 は 低く 人 冬 の 宮 さ 
は 厳し い 長 野 県 
は 、 酒 造り に 適し 


1795 ( 仙 政 7 年 ) の この 日 、 天 相撲 の 横 絹 ・ 谷 財 柱 之 助 ( 二 
代 め ) が 流 感 に か か っ て 亡くな り まし た 。 谷 風 は 63 連勝 の 
記録 を 持つ 大 模 細 亡くな っ だ た 時 は 4 歳 で 3 連隊 中 で し た 。 
風邪 は 訪 痛 の も と 」、 体 が 丈夫 で も 軽く みて は いけ ませ ん ね 。 

皆さん は 、「 風 邪 か な ?」 と 
思っ た ら ど うし ます か ? 玉 
子 酒 を 飲む 、 焼 いた ニン ニク を 
食べ る な ど 、 恒 邪 の 退治 法 

が あっ た ら 教 えて くだ さい 。 
ゾク ッ と きた ら 試し 


ー 四 節気 で は 、 寒さ が ます ます 厳し く な る 小 寒 を 「 失 の 
入り 」、 春 が 始ま る 立春 を 「 穴 の 明け 」 と 呼び 、 こ の 問 の 約 
1 か 月 を 「 守 の 季節 」 と し て いま す 。 

穴 い 時 、 皆さん は どう や っ て 

体 を 温め ます か ? ( 例 ) 私 は 、 パ 
猫 を 抱っこ と し て ヌ ク ヌ ク す る の が 
大 好き で す 。 それ か ら その まま お 
昼寝 し た いで すね ー。 


還 う さ ぎ 。 南天 や 枢 な どの 緑色 の 葉 を 
耳 に 、 南 天 の 赤 い 実 を 目 に 見 立て て 作る 


し se に と 


[ 七 二 ニ 
訂 用 栄 せり すなわち さか ぅ 


水辺 に セリ が 生え 始め る ころ 。 競り 合う よう に 府 い よく 育 
つこ と か ら 「 セ リ 」 の 名 が つき まし た 。 容 を 告げ る 野 章 と し 
て 、 モ 闘 が か ゆ に も 入れ られ ます 。 

と ころ で 、 培 田 の 卿 土 料理 で セリ を た つぶ り 入れ る 銅 を 
何と いう で し ょ うか ? 答え は 、 き り た ん ぼ 鉛 。 皆さん 、 
食べ た こと は あり ます か ? 


と 春の 七 章 の 1 つ 
で ある セリ は 、 水 
分 の 多い 土 呈 を 好 
み 、 河川 の 水際 な 
ど に 生 交 す る 


で きみ と 


八 千 草 薫 の 誕生 日 


柔らか く お っ と り と し た 和 雰 囲 気 で 人 気 
だ っ た 女 作 ・ 八 和 草 症 は 、1931 ( 和 
6) 年 1 月 6 日 、 大 阪 で 生ま れ ま し た 。 
宝 枯 歌 信 団 の 娘 役 で デビ ュー し た あと 、 
映画 や テレ ビ ド ラマ で も 活躍 。 岸辺 
の アル バム 」 や [ 両 修 竣 の ご と く 」 は 印 
象 で し た 。 2019 ( 令 和 元 ) 年 、88 歳 
で 亡くな っ て いま す 。 
ーーー テレ ビ ド 

ラマ 「 や すら ぎの 合 道 」 だ っ 
た そう で す 。 皆さん は 、 人 千草 計 
さん の 出演 作品 で お 好き だ っ た も 
の や 思い 出 に 残 つ て いる も の は あ 
り ま すか ? 
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1928 (良和 3) 年 1 月 12 日 、NHK ラ ジオ で 大 相撲 中 継 
が 始ま り まし た 。 放送 時 間 内 に 勝負 を 決め る た め 、 基 内 10 分 、 
十 両 7 分 の 時 間 制限 が あつ た そう で す 。「 ラ ジオ で 無料 で 閲 
ける と 観客 が 減る の で は ……」 と 心配 され まし た が 、 実際 は 
相撲 人 気 が ぐ ん と 高まり まし た 。 

で は 、 大 相撲 クイ ズ で す ! 大 相撲 の 決ま り 手 は いく つ 
ある で し ょ うか ? ①42 手 ⑨62 手 ⑨82 手 答え 
は ③ の 82 手 。 た くさ ん ある ん で すね 。 


リル ん 。 


ノコ ッ タ 


梨 京 が 一 番 寒 か っ た 日 界 た 


今日 は 、 東 京 が 結 測 史上 最低 気温 を 記録 し た 日 で す 。1876 
(卓治 9) 年 の こと で 、 マ イナ ス 92 度 で し た 。 ち な み に 日 
本 の 最低 気温 は 1902 (明治 35) 年 1 月 25 日 、 道 電 川 市 
で の マイ ナス 41 度 ! 聞い た だ け で 凍 え そ う で すね 。 

皆さん が これ まで に 訪れ た こと が ある 土地 で 、 一 番 可 

か っ た の は どこ で し ょ うか ? 旅先 で も 、 住め だ と ころ 
で も 「 と に か くも う 泰 か っ た ! 」 と いう 経験 を お 関 か せく だ 
さい 。 


だ た け 


福田 直 夫 の 誕生 日 


96 (上 5) 年 か 52 年間 、 普 を 聞 め た 福生 

まれ た の は 1905 (明治 38) 年 1 月 14 

日 で 、 絡 二 県 出身 で す 。 自民 堂 事 

長 や 、 農 林 大 臣 、 大 基 大 臣 、 外 務 大 

臣 を 歴任 。 首相 時 代 は 経済 政策 に 

力 を 入れ 、 日 中 平和 友好 条約 を 結 

びました 。 90 歳 で 亡くな っ て いま す 。 
福田 直 夫 の 長男 も 首相 に な り ま 
し た 。 名 前 は 何だ っ た で 

し ょ う ? 和夫 @ 棚 夫 

主夫 答え は ③。 福田 康夫 

で す 。 


し ち じ w3 に ご 
〔 モニ 指 ] 
水 泉 動 し みず る た た か を ふく お 


地 中 か ら 湧き 出る 泉水 泉 ]。 冬 の 泰 さ に 凍っ て いた 水 が 、 
徐々 に 解け は じ め る ころ で す 。 まだ まだ 寒い 日 は 続き ます が 、 
宮 の 待避 し さ が 感じ らら れる 一 師 で すね 。 

皆さん は 何 に 春 を 感 

ます か ? 白 差 し の 暖 
か さや 梅 の 花 の 香り 、 鳥 の 
鳴き 声 な ど が あり ます ね 。 
皆さん が 春 を 感じ る も の を 
教え て くだ さい 。 


が 解け 始め た 長 県 安野 
わさび 田 洒 水 詳 


成人 の 日 は 、 戦後 1 月 15 日 に 祝日 と し て 制定 され て いま 
し た が 、2000 ( 平 大 12) 年 か ら 1 月 の 第 2 月 曜日 に な り ま し た 。 
2022 ( 令 和 4) 年 4 月 1 日 か ら 、 成 人 は 18 歳 と な る こと が 
決ま っ て いま す の で 、 成人 の 日 も 変わ る か も し れ ま せん ね 。 
今年 、 お孫さん や 
親 記 の お 子 さん が 
成人 式 を 迎え る と いう 
方 は いら っ し ゃ いま す 
か ? 服装 は 得 や 振袖 
を 着 られ ます か ? そ 
れ と も スー ツ で し ょ う 
か ? 新 成人 に どん な 
言葉 を か け て あげ た い 較 0T 記 
で すか ? 人 語 や か な 振袖 姿 の 新 成人 た ち 


塩 の 日 


塩 は 人 間 の 体 に 欠か せな いも の 。 戦国 時 代 、 艇 有償 は ラ 
イル リル の 語 信 装 に 者 送っ た と いう 遂 謝 が あり ます 。 その 
塩 が 到着 し た 日 、1569 ( 氷 禄 12) 年 1 月 11 日 に ちな ん で 記 
念 日 に な り まし た 。 「 敵 に 塩 を 送る ] と いう こと わざ に も な っ 
て いま す 。 
塩 は 摂ら な く て も 摂り 過ぎ て も 体 に 悪い で すね 。 皆さん 
が 塩加減 が 大 事 だ と 思わ れる 食べ 物 は 何で し ょ うか ? 
( 例 ) 私 は 手作り の 
短 計 し で 、 「 ぃ 


PBM 1 


と ょ うう し 


寒 の 土 用 井 の 日 


[用 皇 の 日 」 と いえ ば 夏 の イメ ー ジ で す が 、 実は き の ウ ナ 
ギ の 方 が 剛 が 乗っ て お いし いそ う で す 。 ウ ナギ の 上 織 量 、 消 
費 量 の 多い 最 野 県 同市 の 「 う な ぎの まち 賠 谷 の 会 」 が 、1 
月 最終 の 王 の 日 を 記念 日 と し て 全国 に PR し て いま す 。 

〇 x ク イズ で す 。 舞 殖 ウナ ギ の 9 割 以上 は オス で ある 。 

〇 で し ょ うか ? x で し ょ うか ? 答え は 〇 。 ウ ナギ は 
生ま れ だ 時 は 性 別 が 不明 で 、 成 長 す る 過程 で オス ・ メ ス に 分 
か れ ま す 。 養 玉 ウ ナギ は 、 ほ と ん ど が オス に な る そう で す 。 


さ ウ ナギ の 本 当 の 
記 名 は そ 。 そ も そ も 
「 土 乃 の 日 に ウ 
ナギ を 食べ れ ば 、 
夏バテ し な い 」 と 
いう キャ ッ チ コピ 
ー は 、 夏 に ウナ ギ 
が 売れ な か っ た か 
ら 出 て きた キャ ン 
ベー ン ら し い 


pk 
明 暦 の 大 火 

泊 声 最大 の 火災 「 明 暦 の 大 火 ] が 発生 し た の は 、1657 ( 明 
暦 3) 年 の 今日 で し た 。 乾燥 し た 空気 の うえ 、 強 風 が 吹い て 
いた た め 、 未 郷 玉 山 町 (現在 の 文京 区 本 卿 ) で 出火 後 、 ま た 
た く 間 に 江戸 の 町 に 燃え 広がり まし た 。 江戸 城 の 共 守 基 も 焼 
け 落 ち 、 死 者 数 は 3 万 か ら 10 万 人 以上 と いわ れ て いま す 。 

世の中 の 佑 い も の を 表す 「 地 震 ・ 雷 ・ 火 事 ・ お や じ 」。 

今日 最後 の 「 お や じ 」 を ご 自分 が 怖い と 思う も の に 換 
えて 言っ て み ま し よう 。( 例 ) 私 は 「 地 震 ・ 雪 ・ 火 事 ・ 毛 中 」 
で す 。 


の ど 自 慢 の 日 


日 曜 お 昼 の テレ ビ 番組 「NHK 
の ど 自 慢 」 を 楽し み に 見 て いる 方 
も いら っ し ゃ る と 思い ます 。 この 
番組 の ラジ オ 放 送 が スタ ー ト し た 
の は 、1946 ( 紹 衝 21) 年 の 1 月 19 
日 で し た 。 これ に ちな み 、NHK 
が 制定 し た 記念 日 で す 。 

も し 、「 の ど 自 慢 大 会 」 に 出 

場 する な ら 、 皆さん は 何 の 歌 
を 歌い た いで すか ? ( 例 ) 私 は 、 
右 川 さ ゆり の 「 失 蝶 越 た 」 で す 。 
お ひと り ず つ 曲名 を お 聞き し て み 
まし ょ う 。 


小 正月 


昔 、 日 本 で は 満月 を 1 か 月 の 始ま り と し て いま し た 。 1 
月 15 日 は 新年 の 初 満月 で 、 お 正月 の 始ま り で も あり まし た 。 


今 も 左義長 な どの 正月 行事 が 残さ れ 
て いま す 。 2 


皆さん は 、 小 正月 に 特別 な 行事 

を され て いま すか ? ある い 
は 子ども の ころ に 経験 の ある 方 、 お 
話 を お 願い し ます 。 


左義長 (ドン ド 焼 き ) は 、 正 月 の あい だ 
に 師 っ た 注 軍師 りや 門 机 な ど を 炊 や し 、 炎 
と と も に 年 神様 を 送る 行事 


共 始 鳴 Ceb ゅ て な < 


昔話 「 部 」 の 家 来 と し て 登場 する キジ は 、 日 本 の 田島 
落 期 が 近づく と 、 オス は メス を 求め て 「 ケ ー ン ケー ン 」 と 
鳴き 始め ます 。 和 褐 色 の メス に 比べ 、 オス は 鮮やか な 青 緑色 
で 目 の 周り が 真っ 赤 。 長い 尾 も 特徴 で す 。 

で は 、 太郎 の 歌 に 合わ 

せ て 系 肖 治 に 行く つも り 
で 、 体 探 を し て み ま し ょ う 。 
1 番 は 、 か か と を 床 に つけ た 
まま 、 左 右 の つま 先 を 交互 に 
上 げ ま す 。 2 番 は 足 路 み 、3 5 褒 
番 は 腰 を 左右 に ひね り ま す よ 。 。 ぁ く の 用 は ー 大 一 芋 だ が キジ は ー 
いざ 、 出発 ! 夫 多妻 。 子 育て に オス は 協力 し な い 


0 
の 


ひで 狼 0N 

iQ とり 
ff て で は すり 1 
叶 汗 蔵 マ 


2 
2 
に かい デ | 


で 


Or 放さ 
吾 門 前 き ③ 通 びき きい 


ざ 'w で 州 0W 当 へり 旦 消 叶 
人 狼 語 可 ペン Ui は 時 
1 央 基本 、 琶 信 欧 遇 固 対 、 選 寺 


CC ひさ う ら : さ | 
Or で 州 ご き ぴ 計 


論 1 月 と 7 月 の 16 日 は 間 魔 大 王 の 斎 日 で 、1 月 は 初 問 
魔 と いわ れ ま す 。 昔 、 こ の 両日 に は 「 地 獄 の 釜 の 凛 が 開く 」 
と され 地獄 の 鬼 が 休め る 日 で し た 。 鬼 休む な ら 秦 公 人 や 嫁 
に も 休み を 取ら せよ うと いう 「 鞍 入り 」 の 日 で も あり まし た 。 

「 吉 入 り 」 は あま り 聞 か な く な り ま し た が 、 現 在 も お 正 

月 と お の 衛 汗 に 引き 継が れ て いま す 。 皆さん は 、 お 
正月 や お 盆 に 帰省 され て いま し た か ? お 話 を お 聞か せく だ 
さい 。 


ジャ イア ント 馬場 の また 
誕生 日 
肝 和 か ら 笠 蘭 に か け て 活 忠 し た プロ レス ラー、 ジャ イア ン 
ト 馬 場 。1938 (昭和 13) 年 1 月 23 日 新潟 県 で 生ま れ まし た 。 
身長 209cm、 体 重 135kg の 巨 
体 か らく り 出さ れる 「16 凛 
キッ ク 」 が 得意 技 。 
バラ エ テ ィ ー 番 組 や 
CM に も 出演 し 、 お 
茶の間 の 人 気 者 に な 
り ま し た 。 61 歳 で 
亡くな っ て いま す 。 
| プロ レス や 野球 
を テレ ビ で 見 る の が 埋 泉 の 1 
つ で し た ね 。 皆さん は 、 ど ん な 番 
組 を 楽し み に 見 て いま し た か ? 
お 話 を お 関 か せく だ さい 。 


横井 一 さん 発見 
終戦 を 知ら ず に 、 グアム 島 で 2 年間 潜 代 
生活 を し て いた 横井 圧 一 さん 。1972 ( 凡 和 
⑰) 年 1 月 24 日 に 、 グ アム 島 で 発見 され 
まし た 。 帰国 時 の 「 恥 ず か し な が ら 帰 っ て 
参り まし た 」 と いう 言葉 は 流行 語 に な っ た 
ほど で し た 。 
横井 さん の ニュ ー ス に は 、 日 本 中 が 驚 
きま し た ね 。 皆 さん は 、 最 近 び っ くり 
し た ニュ ー ス や 出来 事 は あり ます か ? 一 緒 
に お 話し し て み ま し ょ う 。 


【 千 ] 
水沢 腹 記 さ ゎ みず に ぉ り っ め る 


窪 さ が 般 し く 、 気温 が どん どん と 下がっ て いく 時 期 で す 。 
沢 や 漁 の 水 が っ て いる と ころ も ある で し ょ う 。 この 泰 さ を 
乗り きれ ば 、 春 は も うす ぐ で す 。 還 

昔 は 水道 の 水 も も っ と 冷た く て 、 炊事 洗濯 で 手 が 当 え 

だ 記憶 が あり ます 。 今 日 は 手 が 温 まる 運動 を し て み ま 
し ょ う 。 両手 を 出し て 、 親指 か ら ゆ っ くり グー に し て くだ さ 
い 。 ぎゅ っ と 掘っ た ら 、 小 指 か ら ゆっ くり 開い て バー に し ま 
す 。 5 回 や り ま す よ ! 


<※ 店 下 の 農 し い 宮 
さ に より 、 漠 流 ま で 
も 氷結 


読ん で 字 の ご と く 、 非常 に 寒さ が 厳し いこ ろ 。 大 講 か ら 約 
15 日 後 が 立春 。 春 は 少し ずつ 近づい て き て いま す 。 窯 さ を 
利用 し た 窯 天 づく り 、 日 本 酒 や 味噌 の 共 仁 込み が 行わ れる の 
も この 時 期 で す 。 
皆さん は 、 こ の 時 期 な ら で は と いう 何 か を し た こと が あ 
り ま すか ? ( 例 ) 私 は 学生 時 代 、 剣道 の 「 完 古 」 を し 
まし た 。 


し ち tW3 に こう 


[ 七 二 二 候 ] 


然 冬 華 * き o は な き < 


雪 の 合い 間 か ら 、 フ キノ トウ の つぼ み が 顔 を 出す ころ 。 見 
つけ た ら 、 つ ほぼ み が 開く 前 に 手 で ひね っ て も ぎ と る の が ポイ 
ント だ そう で す 。 

フキ ノ ト ウ は 、 子ども の ころ 

は 若く て 食べ られ ませ ん で 
し た が 、 今 で は お いし く 感 じ る よ 
うに な り ま し た 。 皆さん も 、 大 人 
に な っ て か ら お いし さがわ か っ た 
食べ 物 は あり ます か ? 

p 還 の 大 地 か ら 芽 吹い た フキ ノ ト ウ 


初 弘法 
宮 者 の 東寺 で 、 弘 法 天 帥 の 月 命日 の 21 日 に 、 毎 月 開か れ 
る 弘法 市 。 年 の 最初 の 緑 日 で ある 初 弘法 に は 、1000 軒 近 くも 
の 直 店 が 並び ます 。 菅 入営 や 陶器 、 植 木 な どの 掘り 出し 物 を 
求め る 人 た ち で 大 に ぎわ いと な る そう で す 。 
京都 に は 、 お 寺 や 神社 が た くさ ん あり ます ね 。 皆さん は 、 
どこ が - 番 お 好き で すか 7? 訪れ だ 時 の 思い 出 な ど 、 ぜ 
ひ お 関 か せく だ さい 。 


カレ ー の 日 


1982 ( 脱 和 57) 年 1 月 22 日 、 全 国 の 小 中 学 校 の 給食 に 一 
斎 に カレ ー が 出さ れ ま し た 。 公 益 社団 法人 全国 学校 栄養 士 
協議 会 が 、 子 ども た ち に 人 気 の カレ ー を 出 そ う と 呼び か けた 
そう で す 。 それ に ちな み 、 記念 日 に 制定 され まし た 。 

カレ ー を お いし く 食 べ る た め に お 口 の 体操 を し て み ま 

# し ょ う ! 早口 言葉 「 ボ ー ク カレ ー ば くば く 」 を 3 回 続 
け て 言っ て くだ さい 。 で は 、 私 か ら ! 

ぁ 統計 に よれ ば 、 日 本 人 


は 1 年 間 で 約 80 回 も カレ 
ーー を 食べ て いる と いう 


た たい し O る ひと し A の ろく に の みや 


1 El e ap、 2 
彦 王 の 第 1 女子 良子 女王 と ご 結婚 され まし た 。 1926 (大 正 
15) 年 12 月 25 日 、 大 正 天皇 の 上 崩御 に より 、 裕 仁 親 王 は 昭和 
天皇 と な られ ます 。 激動 の 昭和 時 代 を 共に 生き 抜か が れ ま し た 。 

皆さん の 思い 出 に 残る 昭和 の 出来 事 は 何で すか ? 

( 例 ) 私 は 天 販 方 博 で す 。 世 界 が 身近 に 感じ られ て 、 感動 
し まし た 。 今日 は 皆さん で 、 人 懐か し の 昭和 トー ク を し まし ょ 
う 。 


「 ふ く 」 と いう の は 幸福 の 「 福 」。 季節 の 食材 で 作ら れ 、 食 
べ る と 幸福 な 気持 ち に な れる 和菓子 の 魅力 を 伝え る 日 で す 。 
毎月 29 日 を 2 ( ふ ) 9 ( く ) と 読む 語尾 合わ せ か ら 、 総 合 
ーー PS 食品 商社 の 株 式 会 社 日 本 アク セス が 
制定 し まし た 。 
4 准 人 こし 
あん と つぶ あん 、 ど ちら が 人 
| 気 か 調べ て み ま し ょ う 。 お 好き な も 
の に 手 を 上 げ て くだ さい 。 ど ちら も 
= 。 好き じゃ な い 方 は 見 守っ て いて くだ 
ムウ グイ ス や 梅 の 花 な ど を ご いね 。 こ し あん の 方 ! つぶ あん 
か た どっ た 早春 の 和菓子 の 方 ! 〇 〇 あん が 人 気 で し た 一 。 


ハワイ 移民 出発 の 日 


内 治 時 代 、 ハ ワイ の サト ウキ ピ 各 や 製 工 場 で 針 く た め 、 
vb に と 日 本 か ら 海 を 渡っ た 移民 が いま し た 。 日 布 移民 条約 に より 
〔 モ 十 簡 ] 労働 者 を 3 年 契約 で 送る と いう 取り 決め に よる も の で す 。 最 
鶏 始 乳 に ゎ E り は C め て と や に っ < 初 の 移民 600 人 の 公募 に 約 2 万 8000 人 の 応募 が あり 、944 名 
が 1885 (明治 18) 年 1 月 27 日 に ハワイ へ 出発 し まし た 。 
ニワ トリ が 春の 気配 を 感じ て 卵 を 産み は じ め る ころ 。 本 来 、 ハワイ と いえ ば これ ! ( 手 と 腰 を 揺らし て ダン ス ) 伝統 
ニワ トリ は を に は 多門 あま せん 。 日 が 長く な り だ し て か ら 的 な この 踊り を 何と いう で し ょ うか ? ① フ ラメ ンコ 
が 産卵 の 時 期 で す 。 。 * ④ フ ラダ ンス ③ フ ラフ ー ブ 答え は ② の 「 フ ラダ ンス 」 で す 。 
今 、 卵 は 安い で す が 、 1 マ 移民 の 写真 道具 の 展示 (写真 山口 県 ・ 財 基 伺 町 
個 500 円 する も の も ある そ ー N 日 本 ハワイ 移民 資料 館 ) 
う で す 。 そ ん な 高級 卵 を 食べ る 2 
な ら 、 ど う や っ て 食べ た いで す 
か ? お ひと り ず つ お 聞き し て 
み ま し ょ う 。 


=A2Agu 


日 本 の 産 更 肝 と し て も っ と も 多く 
過 育 され て いる 白色 レグ ホン 種 


あい きい 


愛菜 の 日 


1 (アイ ) 31 (サイ ) と 読む 語呂合わせ か ら 、 野 菜 ジ ュー 
ス な ど を 販売 する カゴ メ 株 式 会 社 が 制定 し まし た 。 野菜 の 摂 
取 才 が 減り が ちな 冬 に 、 も つっ と 野菜 を 食べ て 健康 的 な 食 生活 
を 送 ろ う ! と いう 日 で す 。 妻 を 愛す る 「 愛 妻 ] は も ちろ ん 、 
野菜 を 愛す る 「 愛 菜 ] も 大 切 で すね 。 

今日 は お ひと り ず つ 、 好き な お 野菜 と 若手 な 野菜 を お 聞き 

し た いと 思い ます 。 苦手 な 野菜 も 、 お 好き な 方 の アド バ 
イス で 食べ る 気 に な る か も し れ ま せん よー。 


冬 は 洗濯 物 が 乾き に くい で すね 。 衣類 乾燥 機 が あれ ば 天気 
を 気 に せ ず 洗濯 で き て 効率 も 上 が る と 、 一 般 社団 法人 日 本 
電機 工業 会 が 制定 し まし た 。 1 ( 衣 ) 類 2 ( ぶ ふ ) ん 8 ( わ 
り と 読む 語 蜂 合わ せ か ら で す 。 最近 は 洗濯 機 に 乾燥 機 が つい 
て いる も の が 主流 に な り 、 多忙 な 家庭 で 重宝 され て いま す 。 
家電 は どん どん 進化 し て いま すね 。 皆さん が 使っ て みて 
「 こ れ は 便利 ! 」 と 思っ だ 家電 は 何 
で すか ?  ( 例 ) 私 は 、 食 洗 機 で す 。 夜 の 
家事 が ラク に な り ま し た 。 


陸 菌 効果 や jm ん わり 仕上 げ な ど 機 能 も 進化 し て 
いる 充 類 乾 迷 機 (写真 パナ ソニ ッ ク 株 式 会 社 ) 


の 野菜 に は 、 体 
を 慢 め た り 風 邪 を 予 
防 す る 栄養 素 が 含ま 
れ て いる も の が 多い 


73 バナ ソニ ッ ク NHLD503 = 


bm 本 アン 
立春 
革 の 上 で は 、 今 日 か ら 春 。 旧居 で は 新しい 年 の 始ま り を 意 
味 し て いま し た 。 「 八 十 八 夜 」 「 二 百 二 日 二 百 二 十 日 ] な ど 、 
季節 の 節目 の 行事 は 立春 か ら 数 え 始 め ま す 。 
で は 、 ク イズ で す 。 立 春 か ら 春 分 ま で の 間 に 吹 く 最 初 の 
罰 折 南 還 の こと を 、 何 と 呼ぶ で し ょ うか ? 千 え は 、 全 
二 番 で す 。 


[セキ に ニ 候 ] 
東風 解 は る か ぜ こ お り を と く 


漂っ て いた 池 や 浦 の 上 に 暖か い 春風 が 吹き 、 水 も 解け だ す 
ころ 。 肌 に 感じ る 春の 気配 が 嬉し いで すね 。 
宮 さ で 北 り 回 まり が ちな 頭 も ほぐし た いで すね 。 皆さん 
で 「 春 」 が つく 言葉 を 思い 出し て み ま し ょ う 。 い くつ 出 
る で し ょ う ね ?  ( 例 ) 春 分 の 日 、 春 一 番 、 春 休み 、 書 証 、 
菊 、 小 内 昌和 な ど 。 
マ 本 の 花 の 密 を 求め て 、 メジ ロ が や っ て くる 季節 


女性 に と っ て 働き や すい 制服 の 効用 な ど を 発信 し て いる レ 
ディ ー ス ユニ フォ ー ム 協議 会 が 制定 し た 記念 日 で す 。 ユ 2 
( 二 ) 4 (フォ ー) ム と 読 お 語呂合わせ か ら で す 。 こ の 日 に 
合わ せ て 「 レ ディ ー ス ユニ フォ ー ム ベス トド レッ サー カン パ 
ニー 賞 」 を 選定 し 、 表彰 し て いま す 。 

皆さん は 、 悩 れ の 制服 は あり ます か ? 男性 の 方 も 女性 
の 方 も 教え て くだ さい 。 ( 例 ) 私 は 、 キ ャ ビン アテ ンダ 


ント (客室 乗務 員 ) の 制服 で す ! 
2020 ( 令 和 2) 年 
度 「 ベ スト ドレ ッ サ 
語 一 カン バニ ー 深 」 の 
金賞 は 、 浜松 いわ た 
信用 金 車 が 受賞 ( 写 
真 プ ダイ セン 株 式 会 
社 「Unifom Plus」) 


加 月 は 、 央 し い 窪 さ に 備え 重ね 着 を する 「 衣 電 放 
着 」 が 転じ た 説 が 有力 で す 。 ほ か に 、 陽気 が 場外 
pr し て くる こと か ら 「 気 更 来 」 や 、 春 に 向け て まっ 
-@ 草木 が 生え は じ め る 「 生 更 木 」 な どか ら 人 
1 @ 。 5 じ た と いう 8 が あり ます 。 。 @W 


人 @ 
Se。 。 。 。 e@  』 


マリ リン 
来 日 


1954 ( 朋 和 29) 年 2 月 1 日 、 ア メリ 
力 の 女優 、 マ リリ ン ・ モ ン ロ ー が 新婚 
旅行 で 来 日 し まし た 。 夫 は 電 加 結婚 し 
た 元 大 リー ガー の ジョ ー・ デ ィ マ ディ 
オ 。 羽田 空港 に ファ ン が 殺到 する 


人 気 ぶ ぷり ) で し た 。 24 日 間 に わ 
た っ て 、 東京 ・ 静 較 . 福 岡 ・ 広 
島 ・ 大 阪 な ど を 巡っ た そう で す 。 


マリ リン ・ モ ン ロ ー と いえ 


ば 、 地 下 鉄 の 排気 ロ の 上 で 白 
い ス カー ト が 舞い 上 が る シー ン が 
有名 で す 。 こ の 映画 の タイ トル 
「 七 年 目 の 〇 〇 」、 さて 何で し ょ 
うか ? 答え は 「 七 年 目 の 浮気 」 
で す 。 


0 っ か 


節分 と は 本来 は 季節 の 区 切り で 、 立 者 」 [立夏 」 [立秋 [ 立 
冬 」 の 前 日 の こと で し た 。 な か で も 「 立 春 ] は 旧暦 で は 一 年 
の 始ま り と され た 大 切な 日 。 春 の 節分 は 、 特 別 な が もの と し て 
現代 に 受け 継が れ て いま す 。 季節 の 変わ り め に 生じ や すい と 
いわ れる 邪気 を 立 お うと 、 昔 か ら 豆 ま き が 行わ れ て きま し た 。 


節分 の 豆 は 骨 の 数 だ け 食べ る と 、 そ の 一 年 を 健康 で 過 ご 
せる と いわ れ て いま すね 。 で は 、 皆さん 、 今 年 は いく つ 
豆 を 食べ れ ば いい の か 、 ] | 
お ひと りす ずつ 関 いて みた 
いと 思い ます 。 ちな み に 
私 は 〇 個 で す ! 


し 科 功 は 、 お も に 西日本 で 行 
われ て きた 。 節分 に 魔 除け と 
し て 玄関 に 飾ら れる 


人 cfg? 


[ セ - う に ニ 儲 ] 
黄 司 朋 時 うぐいす な く 


ウグイ ス が 「 ホ ー ホ ケ キ ョ 」 と いう 鳴き 声 で 、 春 の 訪れ を 
知ら せ て くれ る ころ 。 ま だ 寒い 日 は 続き ます が 、 暖 か い 地 方 
の 山里 で は 、 そ ろ そ ろ ウ グイ ス の 声 を 耳 に し そう で す 。 皆 さ 
ん が お 住ま い の と ころ で は 、 い つ 聞 こえ て くる で し ょ うか ? 

で は 、 ク イズ で す 。「 ホ ー ホ ケ キ ョ 」 と 鳴く の は ウグイ 


ス の オス だ け 。 〇 で し ょ うか ? xX で し ょ うか が ? 答 
え は 〇 。 春先 か ら 夏 に か け て 、 オ 
ス が メス に アピ ー ル する 「 さ え ず 
り 」 と 呼ば れる 鳴き 声 で す 。 


< 閉 衝 中 と ちい われ る ウグイ ス 。 2 月 の 
暖か い 日 に 「 ケ キョ 」 と か 「 ホ ケ キ ョ 」 
な ど と 鳴き だ し 、「 ホ ー ホ ケ キ ョ 」 と 初め 
て 鳴 いた も の を 「 初 鳴き 」 と 呼ぶ 


2 月 9 日 と 毎月 29 日 は 、2 (に ) 9 ( く ) と 読む 語呂 合 
わせ か ら 「 肉 の 日 」 で す 。 全 国 の 肉 の 販売 店 や 焼き 肉 店 、 ス 
テー キ 店 な ど で お 得 な キャ ン ペ ー ン が 行わ れ ま す 。 2 月 29 
日 は 、 4 年 に 1 度 の うる う 年 に し か な い の で 、 今 日 は 肉 好き 


に は は ず せ な い 記 念 日 で すね 。 
肉 と いえ ば 、 年 肉 ・ 隊 内 ・ 時 

肉 以外 に 、 ラ ム 肉 や 征 肉 も お 
いし いで す よ ね 。 皆さん は 、 何 か 
珍し い 肉 を 食べ た こと は あり ます 
か ? 旅先 で こん な 肉 を 食べ た な 
ど 、 お 話 を お 聞か せく だ さい 。 


4 内 料理 の な か で も 、 特 に すき 焼き は 人 
気 が 高 く 、 ご ち そ う の 代 名 詞 


ふき の と う の 日 


フキ ノ ト ウ は 、 フ キ の 疹 の 花茎 。2 ( ふ ) き の 10 (と う ) 
と 読む 語呂 合わ せ か ら 、 人 宮城 県 古川 市 (現在 の 大 誠 市 ) の 特 
産品 を 販売 する [宮城 ふる さと プラ ザ 」 の ササ ー シ 本 資料 館 
が 制定 し まし た 。 そろ そろ 、 環 解け に 顔 を 出す フキ ノ ト ウ に 
出会え る 時 期 で す 。 

フキ ノ ト ウ の よう に 春の 山菜 を 見 か ける と 嬉し く な り 

ます ね 。 ほか に は どん な 山藤 が ある で し ょ うか ? 思い 
つい た 方 、 手 を 上 げ て 教え て くだ さい 。 ( 例 ) セ リ 、 ミ ツバ 、 
ノビ ル 、 タ ラ の 芽 、 ワ ラビ 、 ゼ ン 
マイ 、 ヨ モ ギ な ど 。 


< 独特 な 却 香 と 斉 み の ある フキ ノ ト ウ 
フキ 味 交 や て ん が ら な ど が オス ス メ 


今日 は 、 プ ロ 野 球 誕 生 の 記念 日 。1936 (昭和 11) 年 2 月 5 
日 、 日 本 業 野球 連 明 (現在 の 日 本 野球 機構) が 結成 され ま 
し た 。 当 時 は 7 チー ム が 加盟 。 東京 巨人 (現在 の 読売 ジャ 
イア ン ツ )、 大坂 タ イガ ー ス (現在 の 折 神 タイ ガー ス )、 匠 昌 
軍 (現在 の オリ ックス ・ バ ファ ロー ズ )、 名 古屋 軍 (現在 の 
中 日 ド ラゴン ズ )、 東京 セネタース 、 大 東京 宣 、 名 古屋 人 名 
軍 だ っ た そう で す 。 

プロ 野 氷 が お 好き な 方 、 い ら つ し ゃ いま すか ? ひい き 
の 球団 を ぜひ 教え て くだ さい 。 今年 は 優勝 を 狙え そう で 
し ょ うか ? 


デヴィ 夫人 の 誕生 日 


タレ ント の デヴィ 夫人 は 、1940 (上 和 15) 年 2 月 6 日 、 東 
京 で 生ま れ まし た 。 今日 で 8 歳 。19 歳 の 時 、 イ ンド ネシア 
の スカ ル ノ 大 統 鎖 に 見 初め られ て 結婚 し 
第 3 夫人 に 。 その 後 、 日 本 に 帰国 し 、 
バラ エ テ ィ ー 番 組 で 活躍 し て いま す 。 
デヴィ 夫人 は その 美貌 か ら 「 東 
洋 の O 〇 〇 」 と 呼ば れ ま し た 。 何 
で し ょ うか ? Q 章 高 @ 黄 味 G 遍 
女 答え は ②。「 東 洋 の 真珠 ] で す 。 
華やか さ は 今 も 変わ り ま せん ね 。 


ふる さと の 日 


、 往 寺 葉 制定 し だ 記念 日 で す 。1881 (上 治 14 年 2 月 7 日 
名 川 県 と 滋賀 県 か ら 一 部 が 分 離 ・ 統 合 さ れ 、 福 井 県 が 生まれ 
まし た 。 美しい 山並 み と 水 に 恵まれ だ 福井 を 愛し 、 豊か な ふ 
る さと を 築い て いこ うと 、 さま ざま な 行事 が 行わ れ て いま す 。 
皆さん の ふる さと は どちら で し ょ うか ? 何 歳 まで 過 ご 
され まし た か ? お ひと り ず つ お 話 を お 願い し ます 。 
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マ 隊 国 大 名 ・ 博 計 氏 の 本 損 地 が あっ た 福井 県 ・ 一 団 谷 の の どか な 風景 


[ モ 寺 要 ] 
魚 上 水 5 ぉ こ に ぉ り を ぃ ずる 


全 の あい だ 、 池 や 川 の 漂っ た 水 の 下 に いた 奥 た ち 。 水温 が 
上 が り 、 解け か けた 水 を 割っ て 飛び 跳ね る 様子 表し て いま 
す 。 生き 物 の 生命 力 を 感じ らら れる 七 十 二 候 で す 。 

音 は 川 の 水 セ きれ いで 、 メ ダ カ や フナ な ど た く さん 泳い 
で いま し た ね 。 世 さ ん は 、 子 ども の ころ 、 川 で 介 を 導 ま 
えた こと は あり ま 

旧 さか ? 幼い ころ 

の 川遊び の 思い 出 

話 を ぜひ お 聞き し 


女性 が 、 好 き な 男 性 に チョ コレ ー ト を 贈る バレ ンタ イン 

デー。 実は 、 こ の 愉 習 は 日 独特 の も の 。 そもそも と の 日 は 

3 世紀 の ロー マ の 司祭 ・ 聖 バレ ンタ イン が 痢 教 し た 日 で 、 国 

に よっ て は 男性 か ら 女性 に 贈り 物 を する の が 主流 な の だ そう 

で す 。 日 本 で は 製菓 会 社 の キャ ン ペ ー ン で この 慣習 が 始ま っ 
た と いわ れ て いま す 。 

それ で は 、 お 世話 に な つた 人 に 贈る チョ コレ ー ト の こと 

を 、 何 チョ コ と いう で し ょ うか ? 答え は 、「 義 理 チョ 

放 コ 」 で す 。 最近 で は 、 女 の 

子 同士 で 手作り し た チョ コ 


4 甘く て ちょ っ ぴり 苦い チョ コ 
レー ト は 、 子ども か ら 大 人 まで 
楽し め る 


お 菓子 の 日 


昨日 は バレ ンタ イン デー。 今日 は 「 お 菓子 の 日 」。 せ ー い 
記念 日 が 続き ます ね 。 昔 、 お 菓子 の 神様 を 祀っ た 例 大 祭 が 
15 日 に 行 われ て いた こと か ら 、 全国 菓子 工業 組合 連合 会 が 
毎月 15 日 を 記念 日 に 制定 し まし た 。 

で は 、 お 某 子 に ちな ん で 、 お や つ ゲ ー ム を し て み ま し ょ 
う 。 私 が 「 み つま め 」 と 言っ た ら 、 指 を 3 本 出し て くだ 
さい 。「 よ うか ん 」 と 言 つた ら 4 本 、「 ま ん じゅ う 」 と 言っ た 
ら 、 両 手 で 10 本 で す 。 間違え た ら ア ウト で す よ 。 で は 、 み 


つま め ! (ラン ダム に 言う ) 


この 日 は 1948 (昭和 23) 年 まで は 、 神 武 天皇 が 即位 し た 
日 を 日 本 の 建国 の 日 と し て 祝う 紀元 節 ]」 で し た 。 1967 ( 昭 
和 42) 年 か ら 「 建 国 記念 の 日 」 と な り 、「 建 国 を し の び 、 国 
を 愛す る 心 を 養う 日 」 と し て 国民 の 祝日 と な り ま し た 。 

皆さん は 、「 紀 元 館 」 の 歌 を 歌っ た こと は あり ます か ? 

歌詞 に 「 雲 に そ び ゆ る 高 告 竹 の 」 と いう フレ ー ズ が あり 
ます が 、 高 千穂 は 何 県 に ある で し ょ うか ? 答え は 、 党 請 県 。 
高 干 和 に は 、 神 話 と 伝説 の スポ ッ ト が 数 多く ある そう で す 。 


栄養 菓子 「 グ リコ 」 発売 開始 


子ども の ころ に 「 グ リコ 」 の キャ ラメ ル が お 好き だ っ た 方 
は いら っ し ゃ いま すか ? 初め て 売り 出さ れ た の は 天 孤 の 三 
直 百 貨 店 で 、1922 (大 正 11) 年 2 月 11 日 で し た 。 バッ ケー 
ジ の 両手 を 上 げ て 走る 男性 の 次 は 「 ゴ ー ル イン マー ク 」 と いっ 
て 、 大 阪 ・ 道 堀 の 大 た き な グ リコ サイ ン が 有名 で す 。 

それ で は 、 皆さん で 「 ゴ ー ル イン マー ク 」 を し まし ょ う 。 

座 つ た まま 腕 を 振 つ て 足踏み を し ます 。 私 が 「 ゴ ー ル イ 
ン ! 」 と 言っ た ら 、 両 手 と 左足 を 上 げ て 「 ゴ ー ル イン マー ク 」 
の ポー ズ で 5 秒間 止ま っ て くだ さい 。 5 秒 た つた ら ま た 中 中 
み で す 。 で は 、 ス ター ト ! 


( 左 ) 大 阪 ・ 道 頓 堀 の 現在 の グリ コ サ 
誰 | イン ( 石 ) 初代 「 グ リコ 」 (写真 
江崎 グリ コ 株 式 会 社 ) 


レト ルト カレ ー の 日 


温め る だ け で 食べ られ る 便利 な レト ルト カレ ー。 世界 で 初 
め て 市 販 用 と し て 発売 され た の は 、 大 塚 食品 株 式 会 社 の 「 ボ 
ンカ レー」 で す 。 1968 (上 和 43) 年 2 月 12 日 の こと で し た 。 

で は 、 〇 x ク イズ で す 。 am 

「 ボ ンカ レー」 の 「 ボ ン 」 
は 関西 弁 の 「 務 ちゃ ん 」 で 、 
「 坊 ちゃ ん の カレ ー」 と い 
つう 意味 で ある 。 〇 で し ょ う 葉 良 ヨ 
か ? x で し ょ うか ? 答 
え は X。「 ボ ン 」 は フラ ン 
ス 語 の 「 よ い 、 お いし い 」。 


つま り 「 お いし い カ レー」 初代 [ポン カレ ー」 は 隊 替 地区 限定 
と いう 意味 で す 。 だ っ た (写真 / 大 塚 食品 株 式 会 社 ) 
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げん さい 


源平 屋島 の 戦い 


平安 時 代 未 期 、 源氏 と 平家 は 数 々 の 争い を くり 広げ て いま 
し た 。1185 (区 計 2) 年 の 2 月 19 日 に 講 設 屋 島 (現在 の 
埋 川 県 宮 私 市 ) で の 争乱 が 「 屋 島 の 戦い J。 こ の 戦い に 源氏 
が 騰 利 し 、 己 の 名 手 ・ 諸 与 一 が 平家 の 軍 角 の 言 を 射 た 話 が 
語り 継が れ て いま す 。 そ の 後 の [壇ノ浦 の 戦い 」 で 平家 は 洲 
びました 。 

「 表 物語 」 の 冒頭 「 軍 

灯 舎 の 針 の 声 一 」 
は 有名 で すね 。 晴 喝 さ 
れ て いた 方 も いら っ 
し ゃ る の で は ? 
1 行 ず つ 言い ます 
の で 、 美 し い 日 本 Ag 
語 を 味わい な 
が ら 、 皆 さん 
で 言っ て み ま 
し ょ う 。 


か つて 、「 講 天 ブー ム 」 が あり まし た 。 2005 (平成 17) 年 
の 2 月 16 日 、NHK の 情報 番組 「 た めし て ガッ テン ! 」 で 、 
窯 天 が 健康 食品 と し て 取り 上 げ ら れ た こと が きつ か け で 、 売 
り 切 れ 続 出 。 それ に ちな み 、 日 本 一 の 窓 天 の 産地 長野 県 
天水 産 加工 業 協同 組合 と 苦 各 商 工 会 議 所 が 制定 し まし た 。 
皆さん は 塞 天 を 使っ た お 菓子 で 、 b 
何 が お 好き で すか ? お 好き な も 二 2 時 
の に 手 を 上 げ て くだ さい 。 ( 例 ) 豆 か ん 、 6 り 
みつ 豆 、 あん みつ 、 和 牛乳 か ん 、 フ ルー 
ツ か ん 、 水 よう か ん な ど 。 


と あん みつ は 1930( 昭 和 5 ) 年 に 東京 ・ 氏 座 の 
し る て 屋 若松 」 が 考案 し た と いう 説 が ある 


千切り 大 根 の 日 


「 寺 切り 大 根 」 と いう の は 「 切 り 干し 大 根 」 の こと 。 広島 県 
で 乾燥 野菜 を 扱う こだま 廊 品 株 式 会 社 が 制定 し まし た 。 今 の 
時 期 が 生産 の 最大 期 。「 千 | の 党 字 を 「 二 」 と 「1 」 に 見 立て 、 
「 切 」 の 字 の 「 七 」 と 合わ せ て 2 月 17 日 な の だ そう で す 。 
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いかり こ かい コ 


に 1 
- 信 StS 陳 大 
に に に に に 

に 度 S: 


S 計 Scy 半 要 吉 


に 0 ま YSor1 


全 の 大 根 は と て も お いし いで 表 
す よ ね 。 煮物 や お で ん 、 味 中 
汁 、 サ ラダ な ど 、 皆さん は どん な 


EC 人 E-】 


大 根 料理 が お 好き で すか ? オス 
ス メ の 食べ 方 を 教え て くだ さい 。 
> 天 自 和 し し て 「 切 り 干し 大 根 」 を 作る 


. で (SS 宮 S 府 洲 計 
My 半 で ぷと の き 半 


(ご *「 き 開 守 革 」 
墜 | 層 「 径 き 深 」) 


「 立 春 」 か ら 15 日 め 、 署 解け の 季節 で す 。 雪が 、 春 の 雨 に 変 
わる ころ で 、 昔 か ら 農 耕 の 準備 を 始め る 目安 で し た 。 
一 前 ご と に 暖か く な つて きま す 。 今日 は 「 雨 ] に まつ わる 
(NT 
主 」「 雨 話 り お 月 さん 」「 水 雨 」「 明 崎 は 今日 も 雨 だ っ た 」「 雨 の 
御堂 肪 」「 ア カシ ア の 雨 が め む と き 」「 み ずい ろ の 雨 」 な ど 。 


し 5 じ bew う に こう 


[ モ 十 二 候 ] 


土 豚 潤 起 っ ちの し ょ ぅ 3 る ぉ い ぉ こる 


.。 だ ん だ ん 気温 が 上 が り 、 雪解け 水 や 春の 雨 が 土 を し っ と り と 
潤し て いき ます 。 土 の 中 で は 植物 が 芽吹き の 準備 を し て いる こ 


と で し ょ う 。 
植物 も 自覚 め の 時 で すね 。 目覚 め と いえ ば 、 皆さん は 早 起 
ァ き で すか ? すっ きり 起き られ ます か ? 今日 は 、 皆 さん 
ム 解 け だ し た 雪 の 合間 か ら 、 ス イセ ン か が 芽 を 出し は じ め る 時 天 が 「 何 時 に 寝 て 、 何 時 に 起き て いる か 」 を 教え て くだ さい 。 


お で ん の 日 

2 月 2 日 は 、2 が 3 つ で 「 フ ー フ ー フ ー」。 と いう こと で 、 
今日 は アツ アツ [お で ん の 日 で す 。 制定 し た の は 、 新潟 
起 乃 お で ん 会 。 お で ん で 新潟 を も っ と 元気 に し よう と 、 オリ 
ジ ナル お で ん の 開発 な ど を 行っ て いま す 。 

全 の お で ん は お いし いで す よね ー。 皆さん で 、 お で ん 屋 

さん に 来 た つ も り で 注文 し て み ま し ょ う 。 私 が お で ん 屋 
さん の 大 将 に な り ま す の で 、 お ひと り 3 つ す ずつ お 好き な 種 を 
注文 し て くだ さい 。「 へ い 、 いら っ し ゃ い !」 


と お で ん は 重 記 時 の 
[人 生 」 に 由来 。 や 
が て 痢 込み お で ん が 生 
まれ た 


[ で 王 = 福 ] 
起 始 球 か すみ (はめ て た な びく 


春 、 大 地 が 潤う と 、 空 気 中 の 水分 が 増え 、 皿 や 許 を 見 か け 
る こと が 増え て いき ます 。「 起 が た な びく 」 と は 、 山々 に 白 
い 霞 や 級 が か か っ て 見 える こと 。「 礁 赴 」 は 美しい 日 本 語 で 
すね 。 

春の 夜 吉 を 「 雇 」 と いっ そう で す 。 今 日 は 、 夜 の 月 を 
眺め て いる 気分 で 「 剛 月 夜 」 を 歌 つ て み ま し よう 。 


人 し っ と り と 情 縮 に あぶ れる 腹 月 夜 


3 


Er3 

5 
は 

DS 弟 dtR だ S ゞ 骨 
SS 

や 1 

古本 対 S 油 

SR 


叫 ③ す きび 半 記 S 護 


に 3 


へ こさ さき 還 y 
対 i 廊 ご 


対 座 の き 身 び 光 対 OK 
と (は 語ら 耳 田 
京 き 画 際 へ み 中 画 中 
で きみ 題 難 SEH は 温 

ag と 
| 温 呈 本 へ 肢 圭 NN 天 誠 紅 へ 事 証 


で 飛 と な 


3 


し まし レザ 


長嶋 茂雄 の 誕生 日 


"ミス ター プロ 野球 "こと 長 
内 茂雄 は 1996 ( 了 和 11) 年 
2 月 20 日 、 千葉 県 で 生ま れ 
まし た 。 今日 で 85 歳 で す 。 
立教 大 学 か ら 読売 ジャ イア 

ン ツ に 入団 。 当時 は 六 大 学 
野球 の 方 が 人 気 で し た が 、 
長嶋 茂雄 の 入団 で プロ 野球 
人 気 に 炎 が つい た と も いわ れ 
ます 。 オー バー アク ショ ン と 
大 舞台 で の 活躍 、 憎 め な い キ ャ 
ラク ター で 国民 的 ヒー ロー に な 
り ま し た 。 

いろ いろ な 逸話 が あり ます が 、 

自分 の 試合 に 息子 を 連れ て い 
き 、 そ の まま 忘れ て 帰宅 し た 話 は 
有名 で すね 。 さ て 、 忘 れ られ た 息 
子 の 名 前 は 、 何 で し ょ うか ? 答 
は 、 長嶋 一 大 で す 。 


名 古屋 の 管 津 神社 で は 、 毎 年 8 月 21 日 に 「 番 の 物 祭 」 が 
行わ れる こと に 由来 し て 、 全 日 本 漬物 共同 組合 連合 会 が 毎月 
21 日 を 「 濱 物 の 日 」 に 制定 し まし た 。 普 津 神社 は 日 本 で 唯 
ーー の 演 物 祖神 を 祀る 神社 。 菩 、 初 物 の 野菜 と 海 の 朱 塩 を 供え 
て いた 村人 た ち が 、 野 菜 が 廊 っ て し まう こと に 田 り 、 塩 と 
縮 に 茸 に 入れ て みた と ころ 保存 の きく 演 物 が で き 、「 神 か ら 
の 贈り 物 」 だ と 尊 ん だ そう で す 。 
皆さん の 地元 に は 演 物 の 特産 品 が あり まし た か ? よく 
食卓 に の ぼっ て 

いた 漬物 の こと な ど 、 

お 話 を し て くだ さる 

方 、 お 願い し ます 。 


ご は ん の お 供 と し て 親 
し まれ る 尊 物 。 ぬ か 酒 け 
は 家 茜 で で きる 代表 格 


今 BzfmzB7《9 
長谷 川 夫 の 証 生 日 区 引 


時 代 創 の 二 枚 目 ス ター と いえ ば 、 長 谷川 一 夫 。1908 (明治 
4 年 2 月 7 日 、 誠 生ま れ で す 。 弥 徹 二 部 の 芸名 で 映画 
デビ ュー、 そ の 美 脱 と 苔 気 に 痺れ た 女性 た ちか ら 「 長 さま 」 
と 呼ば れ 、 大 変 な 人 気 で し た 。 映画 に 舞台 に 活躍 し 、76 歳 
で 亡くな っ て いま す 。 

「 美 類 士 」 と ちい われ た スタ ー で すね 。 今日 は 、 皆さん 

剣士 の よう に 素振り を し て み ま し ょ う 。 両手 を 組ん で 
[えい っ 」 と 言い な が ら 頭 の 上 に 上 げ 、「 や あっ ! 」 と 言っ て 
振り お ろ し ます 。 5 回 や り まし よう 。 


し ち じ 9 う に こう 


草木 彰 動 そう %< め ぱ ぇ ぃ ずる 


塞い 冬 の あい だ 、 枯れ て し まっ た か の よう に 見 えた 草木 が 
芽 を 出し 始め る 時 期 。 革 補 色 だ っ た 景色 が 日 に 日 に 緑 に 変 
わっ て いく の な を 見 る と 、 自 然 か ら 元気 を も ら える 気 が し ます 。 

で は 、 皆さん で 木 の 名 前 を めげ て いき し ょ う 。 散歩 で 目 
に する 木 を 思い 出し て 、 ど ん どん 言っ て くだ さい ね 。 目 
標 、20 種類 ! 


rop ュ 


間 章 。 突 一 番 に 雪 を 割っ て 咲き 、 春 の 到来 を 知ら せる 


し = と 2 < に 2 s 24 日 
昭和 天皇 大 表 の 礼 
昭和 天皇 が 肌 髄 され た の は 、1989 ( 太 和 64) 年 1 月 7 日 の 
こと 。 同 年 2 月 24 日 、 国 の 備 式 と し て 大吾 の 礼 」 が 行わ 
れ ま し た 。 小 語 の 降る な か 、 東 京 の 新宿 昼 多 で 行わ れ た 儀式 
に 参列 し た 国 は 164 か 国 に 及 ん だ そう で す 。 
この 年 は 平成 元 年 消費 税 の 導入 や 、 美 宮 ひ ば り の 死去 
な ど が あり まし た 。 皆さん は 、 ど ん な 毎日 を 通 ご され て 
いま し た か ? 子育て や お 仕事 で お 仁 し か つた で し ょ うか 。 


と ちぎ の いち ご の 日 


柄 木 県 は 、 イ チ ゴ の 生産 量 日 本 一 。「 と ち お と め 」「 ス カイ 
ベリ ー」 など 栃木 の イチ ゴ を 多く の 人 に 食べ て も ら お うと 、 
栃木 いち 消費 宣 人 事業 委員 会 が 制定 し まし た 。10 (と ) ち 
ぎの 15 (いち ご ) で 10 二 15 = 25。 イチ ゴ の 流通 の 多い 1 月 、 
2 月 、3 月 の 25 日 が 記念 日 と な り まし た 。 

皆さん は 、 イ チ ゴ を どの よう に し て 食べ る の が お 好き で 

% さ か? お 気に入り の 食べ 方 を 教え て くだ さい 。 ( 例 ) 
私 は 、 牛 乳 と 砂 氏 を か け て 、 ス プー ン で つぶ し て 食べ る の が 
一 番 で す 。 


< スカ イベ リー」。 
「 と ち お と め 」 と 同じ 
栃木 生ま れ で 、 責 味 
が 少な い (写真 / 


2.26 事件 の 日 


条 京 で 2 26 事件 が 起き た の は 1936 ( 鉛 和 11) 年 2 月 26 日 
寺 の 降る 早朝 の こと 。 政治 に 不満 を 抱く 陸軍 の 青年 将校 が 
兵士 ら を 府 い て 首相 当 や 東京 朝日 新聞 社 な ど を 攻 繋 し まし 
た 。 ク ー デ ター は 未 に 終わ り ま し た が 、 大臣 ら が 暗殺 され 、 
日 本 中 が 震え だ 事件 で す 。 
この 時 の 反乱 軍 は お よそ 
何 名 いた で し ょ う 

か ? ①300 名 

@800 名 ⑧1500 

名 答え は ⑨ の お 

よそ 1500 名 。 狼 

能 さ れ た の は 、2 

月 29 日 だ つた そ 

う で す 。 


83 ペー ジ に 掲載 され て いる 季節 の ちぎ り 絵 の 見 本 で す 。 
ぢ さき り 絵 見 本 色 画用紙 や 色 克 、 和 析 な ど 、 好 み の 抵 を ちぎ っ て 、 
見 本 を 参考 に し な が ら 自由 に 貼っ て み ま し ょ う 。 


84 ペー ジ か ら 95 ペー ジ に 掲載 され て いる 
ぬり 絵 の 色 見 本 で す 。 
参考 に し な が ら 、 自由 に ぬっ て み ま し ょ う 。 


p85 正月 の 花 ア レン ジ 


80 


p87 梅 と うぐいす 


p.80 の ちぎ り 絵 見 本 、p.80 一 82 の ぬり 絵 見 本 、p.84 一 95 の ぬり 絵 の 一 部 は 、 
レク リエ WEB サイ ト よ り ダ ウン ロー ド で きま す 。 閲覧 に は パス ワー ド が 必要 で す 。 
詳し く は 、p.114 を ご 覧 くだ さい 。 


pB0 … 95 に 掲載 し て いる イラ スト は 、 個 人 また は 私 的 な 範囲 内 で お 使い いた だ け ます 。 外部 へ の 提供 や 商用 目的 で の 使用 、 お よび WEB サイ ト 等 へ の 使用 は で きま せん = 


81 


し ー コ を ク = 画 和 リー つじ 宙 表 っ う ン 0 っ 
人 振 ぐ $%0 選 紀 ) 拒 てけ 1 


出生 きく シ 


区 々 り ぐ 党 玉 や で 時 的 釣 選 紀 り 所 団 つ し 束 つ き 人 ) 突 
々 り 避 作 現時 RS 記 或 し 回 堂 お を 藻 弄 団 の つり 以 つ 応じ うろ 


83 ルク リエ 2021 年 1・2 月 


(人 償 つ る 人 = 釧 ) w 計 中 一 ーー と ovuoa 


僅 ご 軍 咽 性 せ 豆 く 一 和 


% 忠 紀 S 王 "寺下 会 団 在 己 癌 うし る が 生 ) 交 吐 中 吾 完 挫 己 潮 シン 娠 中 ぐ 科 挫 交 
人 必 桂 語 つ し 位 ン 岩 寮 暫 四半 つつ お 2 の ST ざめ 征 会 唄う 7 


し ルク リエ 2021 年 1・2 月 84 


圏 コ ピー し て お 使い くだ さい 
ぬり 絵 見 本 は 80 ペー ジ 


( 金 美しい ぬり 絵 ) 正月 の 花 ア レン ジ 


や 


扇 


鉢 で す 。 


気 の 葉 牡 骨 と 策 を 人 節 っ た 


人 


アレ ンジ メン ト に 
羽根 の 小道 具 を あし ら え ば 、 さ ら に お めで た 


ジラ トー 


お 正月 の フ 


さ が 増 し ます ね 。 


ルク リエ 2021 年 1・2 月 


85 


し 美しい ぬり 半 ) シン ピ ジ ウ ムー に 


寒さ に 強く 育て や すい と 人 気 の シ ン ビ ジウ ム は 、 ラ ン 科 の 鉢 花 。 色 鮮やか な 
花 を 鈴なり に た くさ ん つけ る た め 、 と て も 華やか で す 。 


( 金 美 し いぬ り 総 ) 梅 と うぐいす いて 


梅 と うぐいす は 、 絵 に な る 取り 合わ せ の 例え と し て 、 絵 画 や 詩歌 で 古く か ら 
好ま れ て いま す 。 新 春の 風景 を ぬり 絵 し まし ょ う 。 


87 し ルク リエ 2021 年 1・2 月 


え ど お し え は ご いた 5 
( 金 美 し いぬ り 総 ) 江 記 押 総 和子 板 一 一 いく だ まい 
押絵 羽子板 は 、 鮮 や か な 色 使 いと 布 を 使っ た 立体 感 が 特徴 で す 。 東 京都 の 伝 
統 工 芸 品 で 、 歌 舞 伎 や 日 本 画 な どの 題材 が 多く 、 こ の 図案 は 「 藤 娘 ] で す 。 
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(る 稼 つ る 連 = 問 ) 向 時 内 ーー ュー 


呈 ご 細 咽 性 る マー 込 
信人 
に かよ を 人 を に さこ で いだく に か た に YO 
屯 4J2 の 0G | 映 ぐ 介 浅 づつ 愉 " 舞 和 完全 団 球 Mo の 疲 つ ろう の ぐ や か ゃ 計 ? 


89 ルク リエ 2021 年 1・2 月 


( 稼 央 しい ぬり 東 ) 一 法師 一 に ce いく 8 


ぬり 絵 見 本 は 82 ペー ジ 


わずか 一 寸 ほど の 背丈 の 主人 公 が 、 提 退 治 を する お と ぎ 話 の 一 場面 で す 。 舟 
の 代わ り に お 枕 と は し を 使っ て 、 川 を 渡る 姿 が 男 ま し いで すね 。 


ルク リエ 2021 年 1・2 月 90 


( 美しい ぬり 絵 ) 館 分 ピー し で お 使い くだ きい 


ぬり 絵 見 本 は 82 ペー ジ 


1 年 に 4 回 ある 季節 の 節目 の 中 で も 、 立 春の 前 日 の 節分 は 特別 で す 。 今 年 も 「 鬼 
は 外 ! 福 は 内 !」 で 、 緒 気 を 追い 払い まし ょ う 。 


91 ルク リエ 2021 年 1・2 月 


( 介 ぬり 総 カ レン ダー) 初日 の 出 


( 金 ぬり 絵 カ レン ダー) 水仙 


J 芝 |18 119 |20|21 122|23 
プク 25 26|27 |28 29|30 


年 月 日 


9 ルク リエ 2021 年 1・2 月 


弄 コ ピー し て お 使い くだ さい 
ぬり 絵 見 本 は 82 ペー ジ 


( 金 ぬり 絵 カ レン ダー) 椿 


( 金 ぬ り 絵 カレ ンダ ー) 鬼 と お か め 一 --" 


RN mwZ 圏 コ ピー し て お 使い くだ さい 
( 多 バズ ル で 脳 トレ て と 


同じ も の さがし 


見 本 と 同じ 絵 を 、 下 の 絵 の 中 か ら 1 つ 見 つけ て 、 〇 で 囲ん で くだ さい 。 


一 コピ ー し て お 使い くだ さい 
解答 は 108 ペー ジ 


( 金 パ ズ ル で 脳 ト レ 


名 前 を 作ろ う 


横 に 並ん で いる 芸能 人 の 名 前 の マス に は 同じ 漢字 が 入り ます 。 リ スト か ら 1 文 
字 を 選ん で 名 前 を 完成 させ まし ょ う 。 


LeLKXm | | 


@ 石 | | 挫 次 部 | 信子 


年 月 日 名 前 


7 し ルク リエ 2021 年 1・2 月 


( 多 バズ ル で 脳 トレ 


⑩ と ② と も に 、 


な いも の さがし 


上 に は ある の に 下 に は な いも の が 1 つ ず つ あ り ま す 。 見 つけ た 


ら 〇 で 囲ん で くだ さい 。 


ルク リエ 2021 年 1・2 月 


田 コ ピー し て お 使い くだ さい 


解答 は 108 ペー ジ 


98 


さい こ 


一 コピ ー し て お 使い くだ さい 
解答 は 108 ペー ジ 


さい ころ の 目 を 足し て 、 マ ス に 答え を 書き まし ょ う 。 


* 団 * 由 e で 


| 
Ei 


| 
ブ 


紹 - 間 
人 @ 
し . 貞 
十 


年 月 日 名 前 
99 し ルク リエ 2021 年 1・2 月 


田 コ ピー し て お 使い くだ さい 
解答 は 108 ペー ジ 


( 多 バズ ル で 脳 トレ 


笠 の 言葉 を 作ろ う 


お 正月 や 各 に ちな ん だ 俳句 や こと わざ が 並ん で いま す 。 リ スト か ら 言 葉 を 選 
ん で マス に 入れ 、 完成 させ て くだ さい 。 


目 。 笑 隆一 
ます 
度 た を 


は や 


L 
定 半 | 


准 
如 
下 削 中 肘 1! 


り 


( 洋 1 基 テ ヽ 語 ) 
(W 田 司 若 せ 
トー 
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圏 コ ピー し て お 使い くだ さい 
解答 は 108 ペー ジ 


( 多 パズル で 脳 トレ 


物 の 名 前 は ? 


お 茶の間 に ある 物 を 絵 と 文字 で 表し て いま す 。 ど ん な 物 が ある で し ょ う ? 
下 の マ ス を ヒン ト に 名 前 を 書き 出し て くだ さい 。 


全 較 10 す 一 EloD け | か 誰 一 か ぼ | 


101 ルク リエ 2021 年 1・2 月 


一 コ ピー し て お 使い くだ さい 
解答 は 108 ペー ジ 


で 脳 トレ 


数 字 を つなご う 


七福神 の 恵比寿 様 が 釣り を し て いま す 。 下 の 点 を 1 (大 ) か ら 31 まで 順番 に 線 で 
つなぐ と 、 釣っ た も の が 出 て きま す 。 何で し ょ よう? 


と 7 


間 | | 


年 月 日 名 前 
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まち が いさ が し - we - 


いよ っ ! 出初 め 式 の いな せな は っ ぴ 姿 の は し ご 乗り に 、 拍手 了 来 。 右 の 絵 は 左 の 
絵 と ちがう と ころ が 全部 で 6 つ あ り ま す 。 見 つけ た ら 〇 で 囲ん で くだ さい 。 


103 ルク リエ 2021 年 1・2 月 


田 コ ピー し て お 使い くだ さい 


( 金 パ ズル で 脳 トレ ーーーーー 


まち が いさ が し - ぁ rmm- 


お 正月 と いえ ば 、 羽 根 つ き に こま 回 し 。 ど ちら が 上 手 に で きる か な ? 下 の 絵 は 
上 の 絵 と ちがう と ころ が 全部 で 7 つ あ り ま す 。 見 つけ た ら 〇 で 囲ん で くだ さい 。 
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久 パズル で 脳 トレ 画 コ ビー し て お 使い くだ さい 


解答 は 109 ペー ジ 


まち が いさ が し - wm- 


豆 を まい て 鬼 を 払い まし ょ う 。 終わ っ た あと は お や つの 時 間 で す 。 下 の 絵 は 上 の 
絵 と ちがう と ころ が 全部 で 8 つ あ り ま す 。 見 つけ た ら 〇 で 囲ん で くだ さい 。 
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一 コピ ー し て お 使い くだ さい 


(人 パズル で 脳 トレ ーーーーー 


さがし 絵 - magm- 


た ま に は 喫茶 店 で お いし い コ ー ヒ ー を 飲み な が ら ラ ンチ は いか が ? 下 の 絵 の 中 
か ら 、「 さ が す も の ] と 同じ 絵 を 見 つけ て 、 〇 で 囲み まし よう 。 


さがす も の 
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っ QSO っ うら に R っ ン 季 っ 
( 久 ニー ニニ ーー ムー 


繋 全 つ る 抱 ・ 下 貞 @ 交 還 多 人 和 選 地 つる 0M6 つ つき 正和 足 民 ・ 和 培 
坦 吉 ′ 年 宇 ・ 雪 吉 G「| | ロ 』 も や" 


邊 で 届 人 SG 宮 り し レ 


時 時 介 円 束 旧 KJ さり を 還 間 し 革 呈 ke 股 4K&G 羽 る 理 シ ちゃ" 
畠 財 G 王 宗 晶 還 ぐ ホール へ AS ざ つつ し っ の [ 夏 ン 須玉 で Po つね "| 映 
ぐ 誤 履 し 88 由 束 ぐり 4J7 叶 室 多 ぐ 回 忘 に 外 の ざ つ し 「 塗 人 RIO りり ン 


志 ご 潮時 | 境 下 和 の 織 ぐし る 6 
中 属 め つね TK 剖 量 せ 皇 範 区 補 G 細 相 介 交 人 や 時 ” 人 8 幅 束 ら 表 や hG 
明る くせ ズ ] 利和 補 おら 会 の つれ や で? 


107 ルク リエ 2021 年 1・2 月 


同じ も の さがし (p.96) 


数 字 を つなご う (p.102) 


( 署 ) と せ 


に お CO たれ り に | 


1 


人 スル で 暫 ト レッ 


星 の 数 で パズル の 難易 度 を 表し て いま す 。 
fateal や さ し い 


CEEFq マ 9 …… ふ つう 
ーー むず か し い 


さい ころ 計算 (p.99) 


⑩10 21 
@13 ⑨18 
@18 @ め 28 
@ 15 


96 106 ペー ジ に 遇 載 さ れ て いる パズル は 、 個 人 また は 法人 ・ 団 体 が 和 的 を 幼 囲 内 で 使用 で きよ す 。 外部 へ の 提供 や 商用 目的 で の 使用 、 お よび WEB サイ ト 等 へ の 使用 は で きま せん 。 1 08 


まち が いさ が し まち が いさ が し 
ー お 正月 編 一 (p.104) ー 出初 め 式 編 一 
(p.103) 
さがし 絵 一 喫茶 店 編 一 (p.106) まち が いさ が し 
誠 | 。。 1 ー 節分 編 一 (p.105) 


ィ イージー キューブ 誠 3 


頭 』 ! て て | パス パ 世 
5 本 2 
ーー し ルル 年 
ーー - 馬 和 川畑 特 。 ・ こ の 誌 2 
則 八 到 軸 怖 炎 人 : ご と 
紹 
介 


誰 で も 、 楽 し く 
繰り 返し 取り 組め ます ! @ 内 容 物 
木 半 ビ ー ス (/ 竹 ) 
レー セラ や 2 問題 用 紙 (15 宙 面 )| * 
木製 ピー ス で す ! 使い か た ガイ ド (NB 子 )| ・ 世界 中 で 大 流行 の 数 パズル 。 計算 上 須 に な い 場合 は 、 


ー 阿 癌 は 二 避 咽 の 守 薄 
WV で で ボ Ni 中 計 油 ご 入 ニ 


良知 古 の 周辺 症状 の 故 善 に - : 本 で と な た で も 楽し め ま す 。 
役立ち ます ! 還 和 人体 2300 1 。 < 数 月 19 昌 発売 定 画 499 円 


ご | 書店 で ご 注文 くだ 
ISBN:978-4.418-16001-3  * さい 。 
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すぐ に 作れ る 


コピ ー 用 型紙 集 


p.110 一 113 の 型紙 は 、 レ クリ エ WEB サイ ト よ り ダ ウン ロー ド で きま す 。 
開 覧 に は パス ワー ド が 必要 で す 。 詳 しく は 、p.114 を ご 覧 くだ さい 。 
p-4 獅子 の 福 舞 
獅子 の 体 の み 150% に コピ ー す る と 作品 実寸 に な り ま す 。 獅子 


の その 他 の パー ツ は 100% コ ピー が 作品 実 で す 。 飾 り は 壁面 額 の 毛 
に 合わ せ 、 好 き な 大 き さ に コピ ー し て お 使い くだ さい 。 


…. この コピ ー 型 紙 の マー ク が つ 
: いて いる 制作 物 の 型紙 で す 。 
~ コピ ー し て ご 利用 くだ さい 。 


獅子 の 体 


まゆ (3 種 ) 


目 (2 竹 
梅 
り ロ 
8. 
竹 


獅子 の 体 を 湾曲 させ る 帯 は 、 画 用 紙 か ら 下図 の 寸法 で 切り 出し て くだ さい 。 


ーーーーー 一 一 34cm 一 ーー 
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椿 の 花 の 台紙 と 葉 は 100% コ ピー が 作品 実寸 で す 。 ほ か は 
壁面 に 合わ せ 、 好 き な 大 き さ に コピ ー し て お 使い く だ さい 。 


椿 の 作 の 全紙 P-6 椿 の 咲く 島 


椿 の 葉 


2 つ折 り に し た 紙 の 折り 目 を 
ーー に 当て て 切る 


p-8 今月 の カレ ンダ ー 
羽子板 は 125% に コピ ー す る と 作品 実寸 に な り ます 。 
その 他 は 100% コ ピー が 作品 実 寺 で す 。 あん こさ ん 
| 
| 


人 


富士 山 


羽根 の 羽 の ロ あ 千代 紙 の 飾り 


em 』 
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p.10 お 正月 飾り 100% コ ピー が 作品 実 す で す 。  p.8 今月 の カレ ンダ ー (続き ) 


100% コ ピー が 作品 実 で す 。 クロ ッ カ ス の 葉 


| | コマ に 
hb こ じゃ ば ら に 折っ た 紙 の 「 わ 」 の 側 に 
ーーーーー を 当て て 切る 
光彩 


AB の パー ツ は それ ぞ れ 、p.14 の 写真 の 緑 所 (A) 、 
赤 鬼 (B) の も の と な り ま す が 、 好 み で AB を 混ぜ p.14 節分 の 鬼 飾 り 
て 使っ て も か まい ませ ん 。 


耳 ツノ と 鼻 の 
共通 パー ツ 
眉 B 
目 A 
あご ひげ A で 
目 B 
口 と 牙 A 


あご ひげ B 


100% コ ピー が 作品 実 す せ で す 。 


口 と 了 世 B 112 


140% に コピ ー に する と 作品 実 寺 に な り ま す 。 = 
Pp.-16 ハー ト の ガー ラン ド 


飾り 用 
小 ハ ー ト 


2 つ折 り に し た 紙 の 折り 目 を 
ーー に 当て て 切る 


和 レク リエ は 全国 の 書店 で お 求め いた だ け ます 。 下記 の 書店 で 常時 
レグ リ 工 パッ ク ナ ン バー 販売 店 ンー し て お り ます 。(2020 年 11 月 12 昌 


くま ざわ 草 店 新潟 デッキ ィ 店 
ジュ ング 堂 書店 新潟 店 
憲 春 店 小千谷 店 

知 交 堂 三箇 店 

戸田 書店 長岡 店 ゆめ ダウ ン 広 島 店 
BOOKS な か だ 提 才 本 店 半角 フタ パ 図 書 MEGA 中 筋 店 
文苑 党 書 店 富山 穫 田 店 紀伊 剛 屋 書店 ゆめ タウ ン 革 日 市 店 
宣 久 屋 書店 高岡 店 引 文 社 西条 店 

文 区 堂 書店 福田 本 店 語文 社 ポー ト プ ラ ザ 店 
金沢 ピー ンズ 明文 堂 店 訂 文 社 コア 福山 西 店 
BOOKS な か だ か ほ く 店 フタ パ 図 書 TERA 広島 府 中 店 
ジュ ング 堂 書店 岡島 甲府 店 山口 市 。 明 屋 書店 MEGA 大 内 店 

戸田 書店 山梨 中 央 店 山 必 法 田 市 明 屋 書店 厚狭 店 

平安 堂 長野 店 下関 市 くま ざわ 麗 店 下関 店 

平安 堂 上 田 し お だ 野 店 明 屋 書店 MEGA 新 下関 店 
憲 書店 松本 店 宮 協 書 店 本 店 

富久 屋 書店 大 二 店 宮 陣 書 店 総 本 店 (WAC.S) 
戸田 書店 江尻 お 店 宮 細 書 店 南 本 店 

谷 島屋 らら ぼ ー と 箇 田 店 ジュ ング ク 党 書店 高松 店 

谷 島屋 血 田 店 早 家 書店 国府 店 

谷 島屋 浜 格 本 店 全高 堂 朝 訪 ブ ッ フ セン ター 
戸田 胡 店 藤枝 束 店 ジュ ング 堂 午 店 松山 店 

戸田 書店 富士 宮 店 明 | 


コー チャ ン フ ォ ー 新川 画 り 店 
コー チャ ン フ ォ ー ミュ ン ヘ ン 大 村 店 
コー チャ ン フ ォ ー 美しが丘 店 
MARUZEN & ジ ュ ン グ 党 書店 札 引 店 
加川 市 コー チャ ン フォ ー 旭川 店 
小樽 市 。 穴 久 屋 書 店 小 欄 店 
窒 広 市 。 秦 久 屋 書 店 和広 店 
画 館 市 下 役 前 屋 書 店 
秋田 県 秋田 市 ジュ ンク 堂 書 店 秋田 店 
青森 県 青森 市 成田 本 店 サン ロー ド 店 
岩手 県 盛岡 市 "ジュ ンク 堂 書 店 礎 剛 店 
MORIOKA TSUTAYA 
宮城 県 仙台 市 紀伊 較 屋 書店 仙台 店 
山形 県 山形 市 戸田 書店 山形 直 
東田 川 部 戸田 書店 三川 計 
栃木 県 宇 都 宮 市 穴 久 屋 書店 宇都 宮 店 
黄 城 県 つく ば 市 ACADEMIA イー アス つく ば 店 


埼玉 県 さい た ま 市 紀伊 冊 屋 書店 浦和 パル コ 店 
三省 党 書店 大 宮 店 


ジュ ング 堂 店 大 宮 高島 同店 未来 屋 書 店 ナゴヤ ドー ム 前 店 
旭屋 書 店 イオ ン モ ー ル 浦和 美 較 店 丸善 名 古屋 本 店 
BookDepot 書 楽 TSUTAYA パロ ー 戸 田 店 
熊谷 市 戸田 書店 熊谷 店 憲 書店 尾西 店 
富士 見 市 リプ ロ らら ぼ ー と 富士 見 店 TSUTAYA 合 日 井 店 
千葉 県 。 析 市 KaBoS らら ぼ ー と 柏の葉 店 TSUTAYA 半 戸 店 


病 文 志 書 店 豊橋 本 店 

大 二 書 店 フォ レオ 大 津 一 里山 店 
富久 屋 書 店 草津 店 

アパ ン テ ィ プ ッ ク セ ンタ ー 京都 店 
大 二 午 店 イオ ン モ ー ル KYOTO 店 


印刷 市 礁 久恒 書店 千葉 ニュ ー タ ウン 店 
紀伊 瑞 屋 囲 店 流山 お お た か の 閑 店 | 


富久 屋 書店 条 倍 野 店 
回 屋 書店 梅田 本 店 
AARUZEN & ジュ ング 光二 店 梅田 店 ジュ ンク 堂 店 家 岡 店 
ジュ ンク 党 還 店 池袋 本 店 ハイ パー ブッ クス 和英 木 店 ブッ クセ ンタ ー ク エス ト 小倉 本 店 
多 麻 市 丸 立 多摩 セン ター 店 未来 屋 書店 イオ ン 大 日 店 埋 久 屋 書店 小 意 店 
八王子 市 くま ざわ 尊 店 八王子 店 ジュ ンク 党 春 店 三宮 店 BOOKS あん と く みず ま 店 
有 隊 堂 セレ オ 人 王子 店 宮 久 屋 書店 須 屋 パテ ィ オ 店 紀伊 較 屋 書店 久留米 店 
起 基 野市 ジュ ンク 堂 書店 吉祥 寺 店 富久 屋 書店 神戸 学 較 才 市 店 募 屋 書店 イオ ン モ ー ル 筑紫 野 
町 田 市 。 久美 党 小田 急 店 語 唱 店 洲本 店 紀伊 回 屋 書店 佐 加 店 
川 県 横浜 市 ” ACADEMIA 港北 店 計 析 飼 春 店 生生 店 紀伊 風 書 店 長崎 店 
有隣堂 横浜 駅 西 ロジ ョ イナ ス 店 大 和 和 吉山 市 富久 屋 書店 大 和 部 山 店 
八重 州 ブッ クセ ンター 京 錦 計 上 大 同店 TSUTAYA WAY ガー デン パー ク 生 山 店 
紀伊 較 屋 書店 横浜 店 今井 書店 吉成 店 
厚木 市 有隣堂 厚木 店 今井 書店 山 店 
くま ざわ 書店 本 厚木 店 今井 書店 パー プル タウ ン 店 
伊勢 原市 久美 堂 伊勢 原 店 今井 書店 分 困 店 ジュ ンク 堂 書店 鹿児島 店 
川 細 市 。 有 陸 堂 アト レ 川 剛 店 本 の 学校 今井 ブッ フ セ ン ター ブッ クス ミス ミオ プシ ア 
丸善 ラゾーナ 川 鐘 店 今井 書店 グル ー プ セン ター 店 
相 横 必 市 ACADEMIA くま ざわ 書店 橋本 店 | 今井 書店 学 還 通 り 店 
硬 沢 市 ” ジュ ンク 堂 書店 醒 沢 店 今井 書店 出 委 店 
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次 号 予告 


ひな まつ り 、 桜 な ど 春 を 楽し お 制作 アイ デア 


感 染 予防 に 配慮 し た レク リエ ーション 
現場 で すぐ に 役立つ 情報 が 満載 


2021 年 2 月 1 日 (月 ) 発売 で す ! 


上 記 内 容 は 予告 な く 変更 され る 場合 が あり ます 


【 個 人 情報 の 取り 援 い に つい て 】 


いた し ます 。 


1. 個 人 情報 の 利用 目的 

取得 する 個人 情報 の 利用 目的 は 次 の 通り で す 。 
(1) ア ン ケー ト の 実施 お よび アン ケー ト 分 析 
(2) ご 当選 賞品 の お 届け 
(3) 年間 購 読者 へ の 本 誌 お よび 特典 の ご 送付 
の 二村 生 が 
<45 ペ ー ジ > 


2. 個 人 情報 の 保管 お よび 廃業 
ご 提供 いた だ いた 個人 情報 は 、 当 社 が 貢 任 を 持っ て 
管理 いた し ます 。 


個人 情報 の 提供 

ご 提供 いた だ いた 個人 情報 を 、 当 社 の 顧客 等 に 提供 
する 場合 が あり ます 。 提 供する 際 に は 、 氏 名 、 連 絡 先 、 住 
所 甘 の ご 本 人 が 特定 され る 項目 を 削除 し た 上 で 、 そ の 他 
の 情報 を 統計 資料 と し て 加工 し 提供 し ます 。 


で 当社 の 名 称 > 株 式 会 社 世界 文化 ライ フケ ア 


株 式 会 社 世界 文化 ライ フケ ア (以下 、 当 社 ) は 、 個 人 情報 の 重要 性 を 認識 し 、 保 護 の 秩 底 に 旭 め て お り ま す 。 皆 様 か ら 
取得 する 個人 情報 の 取り 扱い は 下記 の 通り と いた し ます の で 、 あ ら か じ め ご 同 章 の 上 で ご 提供 いた だ きま す よ うお 願い 


4. 個 人 情報 取り 扱い の 委託 

ご 提供 いた だ いた 個人 情報 に つい て 、 利 用 目的 の 連 
成 に 必要 な 革 囲 内 に お い - に 取り 提 い を 委託 
する 場合 が あり ます 。 そ の 際 に は 、 信 人 情報 保護 体制 が 
整備 され た 委託 先 を 選定 する と と も に 、 信 人 情報 保護 
に 関す る 契約 を 科 結い た し ます 。 


5. 個 人 情報 の 安全 管理 
個人 情報 の 混 等 が 発生 し な いよ う 、 適 切 に 安全 息 
理 対策 を 実施 し ます 。 


6. 個 人 情報 の 開示 圭 の 受付 ・ 窓 ロ 

ご 提供 い た 備 人 情報 に つい て は 、 利 用 目的 の 
通知 、 訂 正 ・ 追 加 又は 削 際 、 利 用 又は 提供 の 佑 止 の 求 
め に 応じ ます 。 

お 申し 出 の 方 法 は 
htps://Wwwseksburka com/prvacy/suppo 
を ご 参照 くだ さい 。 な お 、 こ の 方 法 に よら な いね お 求め に は 
応じ られ な い 場 合 が あり ます の で ご 了承 くだ さい 。 


で 当社 の 個人 情報 保 護 方 針 > httpe://www.sekaibunka.com/privaoy/ を ご 覧 くだ さい 
で 個人 情報 保護 管理 責任 者 お よび 連絡 先 > 情報 管理 部 長 privacyesekaibunkacoJjp 


<④ の 


レク リエ を 購入 され た 方 
だ け の 特典 で す ! 


レク リエ WEB サ イト ょ り 
ダウ ン ロ ー ド で き **! 


P.80 一 82 の ぬり 絵 見 本 と 、 P.83 一 95 の ぬり 
絵 の 一 部 、 p.110 一 113 の 型紙 は 、 レフ リエ の 
WEB サ イト より ダウ ン ロ ー ド で きま す 。 
※ ダ ウン ロー ド 期 間 は 、 発売 日 か ら 1 年 間 で す 。 


レク リエ WEB サ イト https://recrea.jp/ に 
アク セス し 、 トッ プペ ー ジ 右上 の 「 レ クリ エ 
と は ?」 を フリ ッ ク 。「 レ クリ エ 1・2 月 号 ] を 
選択 し 、 各 書店 の 購入 ボタ ン 下 に ある 「 ぬ 
り 絵 ・ 型 紙 プ ダウンロ ー ド 」 の パス ワー ド 入 力 
欄 に 、 下記 パス ワー ド を 入力 し て 「 ダ ウン 
ロー ド す る 」 を フク リック し て くだ さい 。 


ダウ ン ロ ー ド ペー ジ 


https://recrea.jp/magazines/ 
12297 


1・2 月 の パス ワー ド 


hD4Gvg 


マレ クリ エ WEB サ イト 


別 同 家 庭 画 報 レフ リエ 2021 1・2 月 


発行 人 石垣 今日 子 
福 集 人 武林 陽子 
発行 株 式 会 社 世界 文化 ライ フケ ア 


発行 ・ 発 売 株 式 会 社 世界 文化 社 


〒102-8194 東京 都 千 代田 区 九段 北 4-2-29 
電話 編集 部 03-3262-3913 (広告 に 関す る お 問い 合わ せ も こち ら へ ) 


販売 部 03-3262-5115 
印刷 ・ 製 本 図書 印刷 株 式 会 社 


表紙 イラ スト 月 下京 子 


表紙 デザ イン 村 沢 尚美 (NAOMI DESIGN AGENCY) 
本 文 デ ザイ ン 宮 時 恭子 (NAOMI DESIGN AGENCY) 


可 野 佑 佳 
バズ ル 制 作 。 星 けい 子 


最新 記事 や 
回 作 全 部 か ら の お 知ら せ は 
開 こち ら 
回 し レク ウェ 上 


( Instagram ) ( Twitter ) 
@recrea_jp 


@recrea.jp 


パズル イラ スト ( 資 ) イ ラス トメ ー カ ー ズ 中 村 知 史 フジ サワ ミカ 

ぬり 絵 イラ スト 北原 志乃 杉原 知子 牧野 恵子 りゅう 

福 集 協力 安藤 礼子 大 口 理恵 子 唐木 順子 後藤 ゆい 重松 寛美 
鈴木 キャ シー 裕子 ナレ ッ ジ リン グ (中 澤 仁 美 ) 深井 教子 
フロ ン テ ア (池口 美穂 ) 宮田 麻 有 子 山本 挫 美 


年 間 購読 の お 問い 合わ せ 


校正 株 式 会 社 円 水 社 帳 世 界 文化 社 読者 セン ター 
に 揚 還 主旨 0120-35-4007 


( 圭 * 晶 祝日 を 除く 10:00 一 17:00) 
0120-03-2750 (24 時 間 受 付 ) 
support@sekaibunka.co.jp 


企画 祥 集 小倉 良 江 中 田 挫 香 


JASRAC 出 2009275-001 

無断 転載 ・ 複 写 を 禁じ ます 。 定価 は 裏表 紙 に 表示 し て あり ます 。 落丁 乱丁 の ある 場合 は お 取り 替え いた し ます 。 
で Sekalbunka Liie Care.2021.Printed in Japan 

本 誌 編集 ペー ジ に 掲載 され て いる 商品 な どの 価格 は 、 原則 と し て 本 体 価格 で あり 、2020 年 11 月 12 日 現在 の も の で す 。 税込 価格 は 消費 税 を 本 体 価格 に 加算 し た 全額 と な り ます 。 本 体 価格 や 店 舗 情 
報 や 商品 の 入荷 な ど は 語 事 情 に より 変更 れる こと が あり ます 。 また 、 掲 載 し た 写真 の 色 や 素材 牙 が 、 実 際 の 商品 と 若干 異な る 場合 が あり ます 。 あら か じ め ご 了承 くだ さい 。 
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年 度 
so 人 時間 (ワー アッ プ し て 


レク リエ ーション 情報 を お 届け し ます !! 


年 間 みん な で 作る 1 特集 で し つか り 学 べ る ! 毎日 使え る ! 
スケ ジュ ー ル 壁面 ゃ 制作 レ 情報 
@ ひ な 宗 り ・ 春 の 制作 片 訂 童 の 人 も で きる 
@ 桜 の 壁面 、 レク リエ ーション 、 日 腔 ケア る きる 
記 二 記 。 ぐ 財 守 の 打 ・ 初 豆 の 制作 認知 機能 向上 の た め の 錠 へ 上 
di 較 @ こ い の ほ ぼり の 壁面 レク リエ ーション 福祉 用 具 の 使い 方 で 』 全 
人 七夕 ・ 夏 の 制作 ) コミ ュ ニ ケー ショ ン を 楽し お 、 災害 対策 か 1 の 
ひま わり の 可 面 、 レク リエ ーション 5 | ん 
@ お 月 見 ・ 秋 の 制作 転 還 予 防 の た め の 生生 3 還 | 居 ら 
@ 秋 の 実り の 壁面 レク リエ ーション - い ル 
! 
@⑯ 一 明 丸 ご と 大 特集 ! 四 語 | 上 ら 
| @ 条 基 。 ク リス マス の 制作 | =momo リン aa。 | 色 | 等 
ぐ 穫 クリ スマ ス の 制作 。 手指 を 使う レク リエ ーション 認知 症 ケア 屋 前 
@ 正 月 ・ 節 分 の 制作 、 口腔 機能 向上 の た め の 、 新人 研修 ア 
@ 新 春の 壁面 、 レク リエ ーション | 


レフ リエ ーション ・ 介 護 の 
情報 を お 届け し ます ! 


』 2』1a 日 行 巴 定 

4 月 1 日 刊行 予 定 

8 月 2 和 0 月 
10 有 1 昌 特別 号 
10』1 jm 時 


12』1E 


年 間 購 読 料 
年 間 一 括 払い - 13.930 円) 


生 暫 2 】 


毎号 払い (クレ ジッ ト 払 い の み ) ・ 1.990 円 ( 込 ) を 刊行 号 こ と に お 支払 い 


送料 は 無料 で す 。 毎 号 払い は プレ ゼン トキ ャ ン ペ ー ン 対 依 外 で す 
レク リエ は 年 7 回 刊行 し ます 。 各行 予定 は 以下 の と お り で す 。 


京 より 充実 し た ペー ジ 作 り の た め 、 予 定 企画 を 変更 する こと が あり ます , 


tor 
ト サ イズ に ! 


選 
の っ 特 】25mmx245m 


1. 郵 便 振込 、 コン ビニ 振込 に よる お 支払 い 

奈 社 か ら 振 込 用 紙 を 郵送 いた し ます の で 、 郵 便 局 また は コン ビニ エン スス ト 
ア で ご 入 金 を お 願い し ます 。 振 込 用 紙 は 商品 と は 別送 に な り ま す 

2. ク レジ ッ ト カ ー ド に よる お 支払 い 

ご 利用 いた だ ける クレ ジッ トカ ー ド は 、JCB、 DC、UC、 VISA、 マス ター、 
ニコ ス 、 ダ タイ ナー ス 、 ア メッ クス 、MUFG、 オ リコ 、 セ ゾン で す 。「 年 間 一 括 払 い 」 


今治 ポケット た お る 

シン プル で 使い や すい 日 本 製 の 今 

治 タ オル で す 。 裏面 パイ ル 仕 上 げ の g 
綿 100% な の で 、 吸水 力 が 高く し っ 

か り と 水分 を 吸収 し ます 。 半分 に 

折っ て ポケ ッ ト や 小さ な バッ グ に 入れ 

て も か さば ら な い 便 利 な サイ ズ 。 


プレ ゼン ト の 応募 締切 は に 


2021 年 1 月 31 日 ( 敬 社 必着 ) 


プレ ゼン ト は お 申し 込み な ら 1 が 月 後 の 発 送 を 了 予 
定 し て いま す 。 プレ ゼン ト 内 容 は 変更 に な る 場合 
が あり ます 。 あら か じ め ご 了承 くだ さい . 


rr 明和 本 rBWUDEEMIE LT: 妥 間 cl と 「 毎 号 払い ] の いずれ か を お 選び くだ さい 。「 毎 号 払い ] を お 選び の 場合 、 一 
2 月 1 日 | 4 月 1 日 | 6 月 1 日 | 8 月 2 日 | 10 月 1 日 10 月 1 日 | 12 月 1 日 | 括 の お 支払 いで は あり ませ ん 。 中 止 の お 手続 き を され る まで 、 毎 号 お 届け し 
TH | 和 生 ! | fm 定 | 生 時 f 了 Tn 放 | ます 。 代 金 は 毎月 クレ ジッ ト 決済 され ます 。 代 金 は 各 カ ー ド 会 員 規約 に 基 づ 


年 間 購読 お 申し 込み 方 法 


お 電話 で 可 q0120-35-4007 日 - 和 を 除く 10:00-17:00) 


き 、 ご 指定 の 口座 か ら 自 動 引き 落と し と な り ま す 。 お 引き 落と し 日 等 の 詳細 
は カー ド 会 社 様 に ご 確認 くだ さい 。 
ぐ こ ご 購 語 に 関す る ご 注意 > 


の 同色 号 に つい て お 申し 込み 用 抵 初回 の お 


が ご 忠 読 研 始 号 発売 日 の 2 週間 前 を 切り ます と 、 
す 


郵送 で 本誌 の と じ 込 み ハ ガキ を 郵送 し て くだ さい 。 し 電光 に つい て 有 則 と し て 、 和 前 

FAX で FN 0120-03-2750 (24 叶 間 到 付 ) 回 還 の を 記 人 の うえ 。 お 

ct httpS://recrea.jp/ wemwuaze | 名 人 に お 思 り 現し 、 第 者 に 多 儀 する と 
回 3 あり まる ん 
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